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Annual meeting for researchers and students working on low temperature and materials sciences is held at 
February 19, 2016 in Kyoto University Clock Tower Centennial Hall.  More than 83 attendants including 
56 students enjoyed four lectures and 64 poster presentations. 
 
 2016 年 2 月 19 ᪥�金�の༗ᚋ，ி㒔大学ⓒ࿘年᫬ィྎグᛕ㤋

ᅜ㝿࣍ーࣝに࡚第 14 回低温物質科学研究センター講演会・研

究交流会が開催ࢀࡉた㸬当᪥Ⓩ㘓分をྵࡵ講演会に 86 ྡ，研

究交流会にࡣ 83 ྡのཧຍが࠶り，ࡽࢀࡇのෆ，学⏕ཧຍ者が

56  た㸬ࡗ࠶࡛ྡ
 14 ᫬に開ጞࢀࡉた講演会࡛ࡣ，吉ᮧ センター㛗のࡈᣵᣜが

た㸬4ࡗ࠶ 月にணᐃ࡚ࢀࡉいる改組にకい専任教員ࡣ⌮学研究

科に，㠀ᖖ໅⫋員ࡣ環境安全保健機構に所ᒓ᭰࠼と࡞るが，寒

剤供給஦業ࡸඹྠ฼用の機⬟ࡣ⥔持ࢀࡉるࡇとがㄝ᫂ࢀࡉた㸬

るࠗ低温物質科学のᮍ᮶࠘に関する࠶௒回の୺㢟࡛，ࡁ⥆にᘬࢀࡇ 4 ௳の学⾡講演が⾜ࢀࢃた㸬 
 ͆㧗温超電ᑟ体固᭷ࣙࢪセࢯࣇン᥋ྜの物⌮とᛂ用͇をᶆ㢟とする工学研

究科 ᥃㇂ ୍弘 教ᤵのᚚ講演࡛ࡣ，ᒙ状構㐀を持ࡘ Bi2Sr2Can-1CunO2n+4+į (n = 
1-3)を素ᮦとࡋた研究の⤂௓がࡗ࠶た㸬ఏᑟᒙにᆶ┤࡞᪉ྥに㧗い電ᅽを༳ຍ

㡿ᇦの発ගࢶヘࣝࣛࢸン᥋ྜをቯすとࢯࣇセࣙࢪఏᑟ相㛫のࡋ電流を流࡚ࡋ

�発᣺�が起ࡁる㸬ᮏ発表࡛ࡣ，ヨᩱのᙧ状を制ᚚするࡇとによるฟ力ࣛࢸヘ

ࡲた㸬ࢀࡉ┤⥺೫ගと෇೫ග�を制ᚚするᐇ㦂の⤖ᯝが報告�ගの೫ග性ࢶࣝ

た，ࣙࢪセࢯࣇン᥋ྜの࢚ࢠࣝࢿー㞀ቨを量子ࢺンࣝࢿຠᯝによ࡚ࡗすりᢤ

ける㝿のࢡーパーᑐと࡚ࡋの఩相ኚ化のᵝ相が，ఏᑟᒙ㛫の㊥㞳に౫Ꮡする

 た㸬ࢀࡉとを♧すᐇ㦂⤖ᯝが報告ࡇ
 第 2 のᚚ講演ࡣ，͆ 学⌮࡚ࡋ量子⌧㇟と低温物質科学͇を表㢟とࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ

研究科 ๓㔝 ᝋ㍤ 教ᤵよりおヰをいたࡔいた㸬ࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ物質とࡣ電子の量

子状ែが࣓ࣅウスのᖏのᵝにࡡࡦりの࠶るࡶの࡛࠶る஦をᑟධとࢡ，ࡋーパー

ᑐのἼ動関ᩘが N✵㛫࡛ 2Sኚ化するとྠࡁ᫬にスࣆンࡶ 2Sኚ化するた࣏ࣟࢺࡵ

る୕重㡯࠼ᢅ࡚ࡋ物質とࣝ࢝ࢪ S-Ἴ超ఏᑟ体 Sr2RuO4の≉␗性にࡘい࡚⤂௓ࡉ

電Ẽ᢬ᢠ್࠺スの᳨ฟを♧၀する，☢ሙ༳ຍにకࢡࢵࢸた㸬༙ᩚᩘ量子࣎ࣝࢀ

ኚ化�Little-Parks ᣺動�のᐇ㦂⤖ᯝが♧ࢀࡉた㸬ࡲた，超ఏᑟ体とᙉ☢性体の᥋

ྜによる超ఏᑟ状ែのⁱࡳฟࡋにࡘい࡚⤂௓ࢀࡉた㸬୍ 重

㡯超ఏᑟ体のሙྜ，ᙉ☢性体࡬の超ఏᑟ状ែのⁱࡳฟࡣࡋᑠࡘ࠿ࡃࡉ఩相の

᣺動がぢࢀࡽる㸬୕重㡯超ఏᑟ体࡛࠶る Sr2RuO4 とᙉ☢性体 SrRuO3 の᥋ྜ

ࡉとを♧すᐇ㦂⤖ᯝが報告ࡇの超ఏᑟ状ែの౵ධが῝い࡬ᙉ☢性体ෆࡣ࡛

 た㸬ࢀ
 第 3 のᚚ講演ࡣ，͆ ス͇を表㢟ࢡ࣑ࢼ࢖ࢲ⾮探る量子液体の㠀ᖹ࡛ࡂࡽࡺ

と࡚ࡋ大㜰大学 大学㝔⌮学研究科 ᑠᯘ 研௓ 教ᤵよりおヰをいたࡔいた㸬

量子ࢺࢵࢻにࡩたࡘの電ᴟを௜けた量子࣏࢖ンࢥࢺンタࢺࢡのᇶᮏⓗ࡞性
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質ࡽ࠿ㄝ᫂をጞࢀࡽࡵた㸬量子ࢠࣝࢿ࢚ࡣࢺࢵࢻー‽఩が㞳ᩓⓗ࡛࠶り，電ᴟに༳ຍࢀࡉるࢤー

とにࡇ電流を流す࡞ࡁ大ࡣࢺࢡンタࢥࢺン࢖ー‽఩と୍⮴する᫬に࣏ࢠࣝࢿの࢚ࢺࢵࢻ電ᅽがࢺ

た電ࢀࡉ཯ᑕࡎࡁを㏱過࡛ࢺࢡンタࢥࢺン࢖࣏，るが࠶࡛ࡕがࡋとにὀ目ࡇるࢀる㸬電流が流࡞

子がసる電流のᦂࡂࡽ�㞧㡢�をゎᯒするࡇとにより༢఩᫬㛫࠶たりに࣏࢖ンࢥࢺンタࢺࢡを㏻過

する電子の☜⋡ᐦᗘをồࡵるࡇとがฟ᮶るࡇとがㄝ᫂ࢀࡉた㸬ࡽࡉに量子ࢺࢵࢻにスࣆンをᑟධ

するࡇとにより，࣏࢖ンࢥࢺンタࢺࢡにおける㏆⸨ຠᯝがほ ࡛ࡁるࡇと࡝࡞が報告ࢀࡉた㸬ࣂ

⋠電子の㏱過࡚ࡋ温ᗘ(T)にᑐ，ࡣにおける㏆⸨ຠᯝ࡛ࢺࢵࢻり，量子࡞␗ࡣのሙྜとࢡࣝ G が

log(T)にẚ౛する㸬 
 ᭱ᚋのᚚ講演ࡣ，͆ ᙉ☢性⤯⦕体中の量子࣐ࢡࢽࣀࢢス͇を表㢟と࡚ࡋᮾி大

学 ඛ➃科学ᢏ⾡研究センター 中ᮧ Ὀಙ 教ᤵよりおヰをいたࡔいた㸬量子᝟報

科学研究の❧ሙࣙࢪ，ࡽ࠿セࢯࣇン᥋ྜを用いた量子ࢥンࣗࣆーター�量子 Q
た㸬量子ࢀࡉた研究が⤂௓ࡋるಙ号のఏ㐩᪉法をព㆑ࢀࡽ得ࡽ࠿�ࢺࢵࣅ Q ࣅ

ࡣග㏻ಙ࡚ࡋἼ㡿ᇦ�にᑐࣟࢡ࢖࣐�ーࢠࣝࢿる࢚ࢀࢃの動సに౑ࢺࢵ 4 ᱆௨ୖ

大ࢠࣝࢿ࢚࡞ࡁーを౑࡚ࢀࢃ⾜࡚ࡗおり，量子 Q に㏻ಙ用のගを↷ᑕすࢺࢵࣅ

ると超ఏᑟ状ែがቯࢀ，量子ࢥンࣗࣆーターが◚ቯࢀࡉる㸬ᮏ発表࡛ࡣᙉ☢性

体の࣐ࣀࢢンと量子ࢺࢵࣅのス࣌ࣝࢺࢡをࣄࢥーࣞンࢺに⤖ྜࡏࡉ，量子 Q ࣅ

ࡋྜ⤖Ὕඹ᣺ჾの☢ሙに✵ࡣた㸬ල体ⓗにࢀࡽࡌఏ㐩する᪉法がㄽ࡚ࡗの᝟報をග㏻ಙによࢺࢵ

すい఩⨨に量子ࡸࡋྜ⤖すい఩⨨にᙉ☢性体を，電ሙにࡸ Q  た㸬ࢀࡉを⨨いたᐇ㦂が⤂௓ࢺࢵࣅ

 講演会⤊஢ᚋ，集ྜ෗┿᧜ᙳとఇ᠁᫬㛫をᣳ࡛ࢇ，研究交流会が⾜ࢀࢃた㸬ࡣ࡛ࡇࡇ，センタ

ー฼用者ࡸ学እの研究者ࡽ࠿ 64 ௳の࣏スター発表が⾜ࢀࢃた㸬౛年㏻り，学⏕ཧຍ者による発表

がከᩘを༨ࡵ，ⱝいୡ௦による研究ᡂᯝの⤂௓とୡ௦を超࠼た研究᝟報の交᥮が⾜ࢀࢃ࡞た㸬ᚋ

㏙の環境安全保健機構㛗におࡶ࡚ࢀ࠿⇕ᚰに学⏕の発表をお⪺ࡁにࢀࡽ࡞，ዲወᚰ᪲┒࡞科学者

と࡚ࡋᚚཧຍいたࡔけた㸬࡞お，ᮏグ஦に⥆ࡃ発表要旨集࡛ࡣ，≉チ関連の制㝈ࡽ࠿ 2 ௳の発表

要旨�P57, P58�が๐㝖࡚ࢀࡉいるࡇとをᚚ⌮ゎいたࡁࡔたい㸬 
 研究交流会のᚋ༙ࡣ᠓ぶ会をව࡚ࡡおり，

㣧㣗をඹに࡞ࡋがࡽཧຍ者ࡣよりぶᐦ࡞㆟

ㄽを⾜ࡗた㸬ࡇの᠓ぶ会のෑ㢌，ᮏセンタ

ー改組ᚋに大࡞ࡁᙺ๭を担࠺環境安全保健

機構の機構㛗࡛࠶る 大ᔲ ᖾ୍㑻 ඛ⏕にᚚ

ᣵᣜと஝ᮼのᚚ発ኌを

いたࡔいた㸬ࡇのᚚᣵᣜ

の中࡛ࡶ，ᮏセンターの

ᙺ๭の重要性が㏙ࡽ࡭

ࡣ改組ᚋの機⬟低ୗ，ࢀ

いとの࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡗ࠶

ᙉいࡈỴពをおヰいたࡔいた㸬 
 講演会࡛ᚚ発表いたࡔいた 4 ྡのඛ⏕᪉࣏ࡸスター発表を⾜࡚ࡗୗࡗࡉた

᪉々をࡵࡌࡣとࡋ，ᚚཧຍいたࡔいたⓙᵝのࡈ༠力により，講演会・研究交流会が開催࡛ࡁたࡇ

とにឤㅰ࡚ࡋおりࡲす㸬ࡲた，低温物質科学にࢃ࠿࠿るᗈ⠊࡞研究分㔝にࡘい࡚，Ẽᴦ࡞㞺ᅖẼ

࡛᝟報交᥮を⾜࠼る機会を設けるࡇとの大ษࡉを෌☜ㄆ࡚ࡏࡉいたࡋࡲࡁࡔた㸬ᮏセンター改組

ᚋྠࡶᵝ࡞講演会・研究交流会の開催にࡈᨭ᥼をいたࡔけるࡇとを㢪࡚ࡗおりࡲす㸬 
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㧗 ㉸㟁ᑟయᅛ᭷ࢯࣇࢭࣙࢪン᥋ྜ࡜⌮≀ࡢᛂ⏝ 
᥃㇂ ୍弘  
ி㒔大学 工学研究科 電子工学専ᨷ 集✚機⬟工学講ᗙ㸦桂キャンパス㸧 
E-mail: kakeya@kuee.kyoto-u.ac.jp 
 

㖡㓟化物㧗温超ఏᑟ体発ぢ௨᮶，㧗温超ఏᑟに関ᩘ࡚ࡋከࡃの┿ᐇが᫂࠿ࡽにࡗ࡞たࡔけ࡛ࡉ，ࡃ࡞

た㸬物質を構ᡂする༢ࡋࡽたࡶが物質科学全⯡における新発ぢ・新ᴫᛕをୖྥ࡞ᢏ⾡の㣕㌍ⓗ࡞ࡲࡊࡲ

఩⬊をࡽࡉに⣽ࡃ࠿分๭ࢀࡒࢀࡑ，࡚ࡋの機⬟をඖに物質を設ィするᡭ法ࡣ，化学と物⌮がᙉࡘࡧ⤖ࡃ

いた⤖ᯝ࡛࠶り，᭱㏆ᐇ用化࠶ࡘࡘࢀࡉる新素ᮦࡣ，㧗温超ఏᑟの発ぢと῝ࡃ関係࡚ࡋいる㸬ᒙ状の⤖

ᬗ構㐀を᭷する㖡㓟化物㧗温超ఏᑟ体におい࡚，超ఏᑟキャリࡣ࢔ab㠃᪉ྥにᗈがるCuO2ᒙにᒁ在࡚ࡋ

いる㸬CuO2ᒙが✚ᒙするc㍈᪉ྥの超ఏᑟࢺ，ࡣン࠶࡛㇟⌧ࣝࢿるࣙࢪセࢯࣇンຠᯝが担࡚ࡗおり，ࢪ

ࣙセࢯࣇン⤖ྜのᙉࡉが超ఏᑟ␗᪉性をỴᐃ࡚ࡋいる㸬␗᪉性パ࣓ࣛータȚࡣ，超ఏᑟ㌿⛣温ᗘTcと୪

に，超ఏᑟ体の⤖ᬗ構㐀࠺のよࡇる㸬࠶Ⰻ質の༢⤖ᬗが୙ྍḞ࡛ࡣり， ᐃに࠶パ࣓ࣛータ࡛࡞重要ࡪ

に⏤᮶するࣙࢪセࢯࣇン᥋ྜを固᭷ࣙࢪセࢯࣇン᥋ྜと࿧[1]ࡧ，BSCCO㸦Bi2Sr2Can-1CunO2n+4+δ, n = 1 – 3㸧
超ఏᑟ，ࡋ♧᣺る⯙いを࡞ンຠᯝに⏤᮶するከᙬࢯࣇセࣙࢪࡣ᪉性の㧗い超ఏᑟ体࡛，c㍈ఏᑟ␗࡝࡞

⌧㇟に関する▱ぢࡔけ࡛࢖ࣂࢹ，ࡃ࡞スᛂ用࡬のྍ⬟性をᥦ供する㸬ᮏ講演࡛ࡣ，Bi2Sr2CaCu2O8+į 

(Bi2212)࡝࡞にぢࢀࡽる固᭷ࣙࢪセࢯࣇン≉性を用いた研究にࡘい࡚⤂௓する㸬 
Ⓨ᣺ 2007ࢶࣝ࣊ࣛࢸ 年に 0.3 ࡽ࠿ 0.8THz の電☢Ἴの࢜࢖ࣛࢡスタࢺࢵእ㒊࡬のᨺᑕが᳨ฟ[2]࡚ࢀࡉ
௨㝆，⌧在࡛ࡲに，ᨺᑕᙉᗘにࡘい࡚᭱ࡣ大 0.6 mW[3]，発᣺࿘Ἴᩘにࡘい࡚ࡣ 0.3 – 2.4 THz[4]，発᣺

⥺ᖜࡣ 30 MHz ᮍ‶[5]，発᣺温ᗘのୖ㝈ࡣ 77 K を超࠼る[6]とい࠺⤖ᯝが報告࡚ࢀࡉいる㸬超ఏᑟ体༢

⤖ᬗࡽ࠿స〇ࢀࡉた࣓ࢧᙧ状の発᣺素子がパ࢔ࢳࢵンࢼࢸと࡚ࡋ機⬟ࡋ，᣺動する超ఏᑟ電流によ࡚ࡗ

電☢Ἴがᨺᑕࢀࡉると⌮ゎ࡚ࡁ࡚ࢀࡉいる[7]㸬㧗温超ఏᑟ࢖ࣂࢹスによるࣛࢸヘࣝࢶᢏ⾡の発ᒎをᐇ⌧

するࡇとࡣ，㖡㓟化物㧗温超ఏᑟの研究が人㢮⚟♴に㈉⊩࡛ࡁる㐨➽の୍࠶࡛ࡘる㸬 
⤖ྜᕧどⓗ㔞Ꮚトンࣙࢪ ㇟⌧ࣝࢿセࢯࣇン᥋ྜにおける఩相のࢺンࡣ㇟⌧ࣝࢿ，電流電ᅽ≉性におけ

るスࢳࢵ࢖ンࢢ⌧㇟とࢀ⌧࡚ࡋるの࡛，量子ࢺࢵࣅೃ⿵と࡚ࢀࡽ࠼⪄࡚ࡋおり，固᭷ࣙࢪセࢯࣇン᥋ྜ

におい࡚ࡶほ ࡚ࢀࡉいる㸬BSCCOにࡣ，༢఩⬊࠶たりのCuO2ᒙのᯛᩘnが1㸫3と␗࡞る，3✀㢮の物

質が࠶る㸬ᡃ々3ࡽࢀࡇ，ࡣ✀㢮のBSCCOの固᭷ࣙࢪセࢯࣇン᥋ྜにおい࡚ᕧどⓗ量子ࢺンࣝࢿ⌧㇟を

ほ ࡋた㸬ࡑの⤖ᯝ，超ఏᑟᒙのⷧいn = 1, 2のሙྜࡣ，㞄᥋する᥋ྜにおける఩相ᕪのᙉい⤖ྜを♧す

量子ࢺンࣝࢿ⌧㇟がほ ࢀࡉた[8]㸬୍᪉࡛，n = 3のሙྜにࡣ，㞄᥋する᥋ྜ㛫のᙉい⤖ྜを♧す⤖ᯝࡣ

得ࡗ࠿࡞ࢀࡽた[9]㸬ࡇのよ࠺に，᥋ྜ㛫の相஫స用がn = 2と3の㛫࡛大ࡃࡁኚ化࡚ࡋいるࡇとࡇ，ࡣの

相஫స用が▷㊥㞳力࡛࠶る電Ⲵ⤖ྜに⏤᮶するࡶの࡛࠶るࡇとが⪃ᐹࢀࡉる㸬 
 
[1] R. Kleiner et al., Phys. Rev. Lett., �8, 2394 (1992). 
[2] L. Ozyuzer et al., Science 318, 1291 (2007). 
[3] T. M. Benseman et al., Appl. Phys. Lett. 103, 022602 

(2013). 
[4] T. Kashiwagi et al., Appl. Phys. Lett. 10�, 082601 

(2015). 
[5] M. Li et al., Phys. Rev. B 8�, 060505 (2012). 
[6] M. Ji et al., Appl. Phys. Lett. 105, 122602 (2014) and 

H. Minami et al., J. Phys.: Cond. Matt., 28, 025701 

(2016). 
[7] U. Welp, K. Kadowaki, and R. Kleiner, Nat. Photonics 

�, 702 (2013); M. Tsujimoto et al, Phys. Rev. Applied 
2 044016 (2014). 

[8] Y. Nomura, T. Mizuno, H. Kambara, Y. Nakagawa, 
and I. Kakeya, J. Phys. Soc. Japan 84, 013704 (2015). 

[9] Y. Nomura, T. Mizuno, H. Kambara, Y. Nakagawa, I. 
Kakeya, and M. Suzuki, J. Phys. Conf. Ser. 50��
(2014) 012038  
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ト࣏ロࣝ࢝ࢪ㔞Ꮚ⌧㇟࡜ప ≀㉁⛉Ꮫ 

๓㔝 ᝋ㍤ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
E-mail㸸maeno@scphys.kyoto-u.ac.jp 

࠺࡝࠿がる࡞ࡘ஫いにࡁたとࡋのࠖを連⥆ኚᙧࡶࠕࡣーとࢪ࣏ࣟࢺ 

る㸬࠶㞴ゎ࡛࠿࡞࠿࡞ると࡞のᐃᘧ化とࡑ，を分㢮するᩘ学のᴫᛕ࡛࠿

超ఏᑟ体・超流動体の量子 ࡸᙉ☢ሙのୗ࡛の量子࣍ーࣝຠᯝࡣ，௨๓ࡽ࠿よࢀࡽ▱ࡃた

ࡇた㸬とࡁ࡚ࢀࡉ୺に研究࡚ࡋಶูの⌧㇟とࢀࡒࢀࡑ，るが࠶࡛㇟⌧量子࡞ࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ

が⣙ࢁ 10 年๓ࡽ࠿，☢ሙを࠿けࡶ࡚ࡃ࡞表㠃ࡔけにスࣆン流ࢀをక࠺金ᒓ性をࡘࡶ⤯⦕

体࡛࠶るࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺࠕ⤯⦕体ࠖのᥦ᱌とᐇ㦂ⓗ᳨ドがࢀࡉ࡞た㸬ࢀࡇをዎ機に，ᵝ々࡞

㣕ࡶのᇶ♏௜け࡚ࡋ物性科学と，ࢀࡉࡔ量子⌧㇟がぢいࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺࡸ物質ࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ

㌍ⓗに῝ࡲり，⌧在の物性物⌮学の研究分㔝の୍大₻流と࡚ࡗ࡞いる㸬ࡑの中࡛超ఏᑟ体

超流動ヘリウムࡸ 3 ࡛の低温物質科学研究がᴟ࡚ࡵ重要࡞ᙺ๭をᯝた࡚ࡋおり，ྠ᫬にࢺ

 いる㸬࡚ࡋࡽたࡶᜥ྿を࡞新たࡶの分㔝にࡽࢀࡇ新の▱ぢが᭱ࡃーにᇶ࡙ࢪ࣏ࣟ

ᮏ講演࡛ࡇࡣのよࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ࡞࠺物質科学の研究⌧状を⤂௓ࡋたᚋ，ி㒔大学の低温

物質科学研究センターのᚤ⣽ຍ工設備➼ࡶ฼用ࡋた関連分㔝のい࠿ࡘࡃのᡂᯝをࡈ⤂௓す

る㸬ᩘᩚ༙ࡣࡎࡲ☢᮰量子の探索にࡘい࡚࡛࠶る㸬超ఏᑟ体の中

㸧がࠖࢻ࢖ࢯࢡࣛࣇࠕࡴ超ఏᑟ電流の㡯をྵࡣ᮰㸦ṇ☜に☢ࡣ࡛

h/2e を༢఩に量子化する㸬㖡㓟化物㧗温超ఏᑟ体の༢⤖ᬗⷧ⭷を

3 のࡑࡣࢀࡇる㸬ࡌ⏕の中ᚰに༙ᩚᩘ☢᮰がࡑるとࡏࢃྜࡳ組ࡘ

超ఏᑟが d Ἴ࡛࠶るたࡵに起ࡇる⌧㇟࡛࠶る㸬୍᪉，ࢡーパーᑐ

のスࣆンが㸮㸦スࣆン୍重㡯ᑐ㸧࡛ࡃ࡞ࡣ，スࣆン 1㸦スࣆン୕

重㡯ᑐ㸧のሙྜࡣ，༢୍の超ఏᑟ⤖ᬗ࡛༙ᩚᩘ量子 が⏕ᡂྍ⬟

に࡞る㸬講演࡛ࢽࢸࣝ，ࡣウム㓟化物超ఏᑟ体 Sr2RuO4 の༢⤖ᬗ

㸦ᅗࢢたᚤᑠリンࡗసࡽ࠿ 1㸧に༙ᩚᩘ量子 の⏕ᡂを目ᣦす研

究ᡂᯝにࡘい࡚㏙࡭る㸬 

次に⤂௓するのࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ，ࡣ超ఏᑟ⌧㇟に῝࠿ࡃ

る㸬Sr2RuO4࠶る㏆᥋ຠᯝ࡛ࢃ࠿ の༢⤖ᬗをᇶᯈと࡚ࡋ，

金ᒓᙉ☢性体 SrRuO3 のⷧ⭷を࢚ࣆタキࢩャࣝᡂ㛗㸦ࢯ

ウࣝᅜ❧大࡛ᡂ⭷㸧ࡏࡉた超ఏᑟ素子࡛ࡣ，スࣆン୕重

㡯ࢡーパーᑐがᙉ☢性体のෆ㒊に῝ࡃᾐ㏱する㛗㊥㞳㏆

᥋ຠᯝのドᣐが得ࢀࡽた㸦ᅗ 2㸧㸬ࢡーパーᑐのࠕ超ス

制ᚚを目ࡸ のほࡑ，ࢀࡽ࠼⪄いると࡚ࡌ⏕ン流ࠖがࣆ

ᣦࡋた研究を㐍࡚ࡵいる㸬 

ඹྠ研究者の⡿⃝㐍࿃, Shahbaz Anwar, 安஭ຬẼ, ᮡ
ᮏ♸ᶞ，ᑎᔱᏕோのྛẶをࡵࡌࡣとする᪉々にឤㅰࡋた

い㸬ࡈ⤂௓する研究ᡂᯝࡣ，ᩥ科┬新学⾡㡿ᇦ研究ࠕᑐ

⛠性の◚ࢀた凝縮系におけるࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ量子⌧㇟ࠖ

㸦H22-26 年ᗘ㸧およࢪ࣏ࣟࢺࠕࡧーの⣳ࡄ物質科学の

H27-31)ࠖ࢔࢕ࢸンࣟࣇ 年ᗘ)の⿵ຓをཷけ࡚⾜ࡗたࡶの

  る㸬࠶࡛
 

ᅗ 2㸬ᙉ☢性体にスࣆン୕重㡯

のࡵるたࡏࡉーパーᑐをᾐ㏱ࢡ

超ఏᑟ素子 

ᅗ 1㸬༙ᩚᩘ量子 を⏕

ᡂࡏࡉるたࡵのᚤᑠ超ఏ

ᑟリンࢢ 
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 ࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲ⾮㠀ᖹࡢ㔞Ꮚᾮయࡿ᥈࡛ࡂࡽࡺ

 

Meydi Ferrier a,b, Ⲩᕝᬛ⣖
a, ⛙ᚨ㑻

a, ⸨ཎு
a, Raphaëlle Delagrange b, 

Raphael Weil b, Richard Deblock b, 㜰㔝ሠ
c, ᑠᰩ❶

d, ᑠᯘ研௓
a 

a 大㜰大学 大学㝔⌮学研究科 物⌮学専ᨷ 
b Laboratoire de Physique des Solides, CNRS, Univ. Paris-Sud, Université Paris Saclay, France 
c ᮾி大学 物性研究所 
d 大㜰ᕷ❧大学 大学㝔⌮学研究科 ᩘ物系専ᨷ 
E-mail㸸kensuke@phys.sci.osaka-u.ac.jp 
㏆⸨ຠᯝ1960，ࡣ 年௦にゎ᫂ࢀࡉた量子ከ体ຠᯝ࡛࠶る㸬ල体ⓗにࡣ，ᚤ量࡞☢性୙⣧

物をྵࡴ金ᒓにおい࡚，୙⣧物のスࣆンをఏᑟ電子のスࣆンが㐽ⶸするࡇとにより，ࠕ㏆

⸨୍重㡯ࠖと࿧ࢀࡤる≉␗࡞量子状ែがᙧᡂࢀࡉ，低温࡛の電Ẽ᢬ᢠがቑ大する，とい࠺

り，ᙉ相関電子系㸦重い電子࠶౛࡛࡞඾ᆺⓗࡶ量子ከ体ຠᯝの᭱ࡣる㸬㏆⸨ຠᯝ࠶࡛㇟⌧

系ࡸ㧗温超ఏᑟ➼㸧の研究࡝࡞におい࡚༙ୡ⣖にࢃたᩘ࡚ࡗከࡃの研究が⾜ࡁ࡚ࢀࢃた㸬

⌮ㄽⓗにࡣ，㏆⸨状ែࠕࡣᒁ所࣑࢙ࣝࣇ液体ࠖと࡚ࡋグ㏙ࢀࡉるࡇとが☜❧࡚ࡋおり，㏆

⸨状ែの᣺る⯙いを研究するࡇとࡣ，ᙉい電子相関にᨭ㓄ࢀࡉる量子液体を研究するࡇと

 る㸬࠶ࡶ࡛
࡞ᕧどⓗ，ࡣのᐇ㦂ⓗ研究におい࡚ࡃのከ࡛ࡲࢀࡇ

ヨᩱを用い࡚，ከᩘのスࣆンの関ࢃる集ᅋᖹᆒを相ᡭ

とする᪉法がとࡁ࡚ࢀࡽた㸬࡞ࡋ࠿ࡋが1999，ࡽ 年，

量子ࢺࢵࢻ㸦人工ཎ子㸧における༢୍ࢺ࢖ࢧの㏆⸨ຠ

ᯝの制ᚚが報告ࢀࡉ，ᐇ㦂ᡭ法に新ᒎ開がࡶたࢀࡉࡽ

た(1)㸬ࡑのよ࡞࠺系におい࡚ࡣ，㏆⸨温ᗘ・スࣆン状

ែ・㌶㐨状ែ・ࢮー࣐ン分⿣・ᖹ⾮㸫㠀ᖹ⾮状ែ࡝࡞，

㏆⸨ຠᯝに関するࡺࡽ࠶るパ࣓ࣛータを制ᚚするࡇと

が࡛ࡁる㸦ᅗཧ↷㸧㸬ࡋたが࡚ࡗ，量子ࢺࢵࢻにおけ

る㏆⸨ຠᯝࡣ，㠀ᖹ⾮状ែࡴྵࡶ量子ከ体系㸭量子液

体にࡘい࡚の⌮ㄽを，⌮ㄽにᛅᐇ࡞ᙧ࡛㧗い⢭ᗘ᳨࡛

ド࡛ࡁる⌮᝿ⓗ࡞系と࡚ࡗ࡞いる㸬 
ᡃ々2011，ࡣ 年，㏆⸨状ែにおける㠀ᖹ⾮電流ࡽࡺ

たࡗ⾜を用いた研究をࢺࢵࢻい࡚，༙ᑟ体量子ࡘにࡂ

(2)㸬᭱㏆，ᡃ々ࡑ，ࡣの研究を発ᒎࡏࡉ，࢝ー࣎ンࣗࢳࣀࢼーࣈにస〇ࡋた量子ࢺࢵࢻに

おける㏆⸨ຠᯝの研究を⾜ࡗた(3)㸬ᮏ講演࡛ࡣ，㌶㐨のຠᯝࡵྵࡶたከᵝ࡞㏆⸨ຠᯝにࡘ

い࡚，㠀ᖹ⾮ࡂࡽࡺの⢭ᐦ ᐃによ࡚ࡗ，量子液体をグ㏙するᇶᮏパ࣓ࣛータと࡞るウ࢕

る࠶㠀ᖹ⾮状ែに，ࡣとを㆟ㄽする㸬ᮏᡂᯝࡇるࢀࡽ᭷ຠ電Ⲵが㧗い⢭ᗘ࡛得ࡸンẚࢯࣝ

ᙉ相関量子液体にᑐ࡚ࡋ，⌮ㄽをᐃ量ⓗに᳨ドする࡛ࣞ࣋ࣝの⢭ᐦ࡞ᐇ㦂ⓗ研究がྍ⬟࡛

 る㸬࠶の࡛ࡶとを♧すࡇる࠶
 
࠙ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ 
(1) D. Goldhaber-Gordon et al., Nature 391� 156 (1998); S. M. Cronenwett, T. H. Oosterkamp, and 

L. P. Kouwenhoven, Science 281��540 (1998); J. Schmid, J. Weis, K. Eberl, and K.v. Klitzing, 
Physica B�25��258� 182 (1998). 

(2) Y. Yamauchi et al., Phys. Rev. Lett. 10���176601 (2011). 
(3) M. Ferrier et al., Nature Physics [Published online (2015)], doi:10.1038/nphys3556. 
 

 
ᅗ㸸஧ࡘのᑟ⥺にᣳࢀࡲた量子ࢺࢵࢻ

㸦人工ཎ子㸧࡛㏆⸨ຠᯝが起࡚ࡁいる

ᵝ子のᴫᛕᅗ㸬༢୍の量子状ែを相ᡭ

に，እሙによ࡚ࡗ電子のಶᩘࡸ㌶㐨状

ែを⢭ᐦに制ᚚ࡛ࡁる㸬༳ຍ電ᅽによ

㠀ᖹ⾮状ែ࡞➃ᴟࡽ࠿ᖹ⾮状ែ，࡚ࡗ

࠶࡛⬟ྍࡶとࡇ連⥆ⓗに制ᚚする࡛ࡲ

る㸬 
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ᙉ☢ᛶ⤯⦕య୰ࡢ㔞Ꮚ࣐ࢢノࢫࢡࢽ 

中ᮧ Ὀಙ a,b  

aᮾி大学 ඛ➃科学ᢏ⾡研究センター 
b⌮化学研究所 ๰発物性科学研究センター 
E-mail㸸yasunobu@ap.t.u-tokyo.ac.jp 
 ᕧどⓗ࡞スࢣーࣝのᗈがりを持ࡘ固体中の集ᅋບ起の⮬⏤ᗘを༢୍量子࡛ࣞ࣋ࣝࣄࢥー

ࣞンࢺに制ᚚࡋ，量子᝟報ฎ⌮ᢏ⾡にᛂ用するࡇとを目ᣦ࡚ࡋいる㸬࣑リ࣓ーࣝࢺスࢣー

ࣝの超ఏᑟ回㊰ୖ࡛ᐇ⌧する量子ࡑࡣࢺࢵࣅの඾ᆺⓗ࡞౛࡛࠶る㸬電ᴟ表㠃に⌧ࢀる電Ⲵ

⢒ᐦἼと࿘ᅖの電☢Ἴが⤖ྜࡋた表㠃ࣔࢬࣛࣉン࣏ࣛリࢺンࣔーࢻの量子化と，ࣙࢪセࣇ

人工量子，ࡁ࡭ࡪ࿧ࡶンຠᯝによる㠀ㄪ࿴性のᏑ在により，人工ཎ子とࢯ 2 ‽఩系が構ᡂ

Ἴ㡿ᇦ࡛の量子ග学ᐇࣟࢡ࢖࣐，とよりࡶࡣた研究ࡋ量子ィ⟬を目ᣦ，ࡣࡽࢀࡇる㸬ࢀࡉ

㦂ࢶーࣝと࡚ࡋከࡃのᒎ開研究にᛂ用࠶ࡘࡘࢀࡉる㸬 
 ᮏ研究࡛ࢀࡇ，ࡣを固体中の集ᅋບ起のࡦ࠺ࡶとࡘの౛と࡚ࡋのᙉ☢性体のスࣆンບ起

の制ᚚ・ほ に㐺用する㸬┤ᚄ 1mm のᙉ☢性⤯⦕体ࢺࢵ࢖リウム㕲ガーࢺࢵࢿ(YIG)の༢

⤖ᬗ⌫の中にࡣ 10 の 19 ஌ಶࡶの電子スࣆンがᩚิ࡚ࡋいる㸬ࡽࢀࡑが୍ᩧにṓᕪ㐠動す

る㟼☢Ἴࣔーࢻの量子㸦࣐ࣀࢢン㸧を㸯࣐ࣀࢢン࡛ࣞ࣋ࣝࣄࢥーࣞンࢺに制ᚚするᐇ㦂を

⤂௓する㸬 
 0.3 T の㟼☢ሙୗ࡛，YIG ⌫中の✵㛫ⓗにᆒ୍࡞㟼☢Ἴࣔーࢻ㸦Kittel ࣔーࢻ㸧ࡣ⣙ 10 
GHz のඹ㬆࿘Ἴᩘを持ࡘ㸬ࡇの࿘Ἴᩘࡣ温ᗘに᥮⟬すると 0.5 K に相当ࡋ，ᕼ㔘冷෾機中

10 mK の温ᗘ環境ୗ࡛ࡣ，Kittel ࣔーࡣࢻᇶᗏ状ែ㸦0 ࡉとがᮇᚅࡇる࠶ン状ែ㸧にࣀࢢ࣐

る [1]㸬YIGࢀ ⌫と超ఏᑟ量子ࢺࢵࣅを࣐ࣟࢡ࢖Ἴ✵Ὕඹ᣺ჾ中に㓄⨨ࡋ，ඹ᣺ჾࣔーࢻ

ୖの࣐ࣟࢡ࢖Ἴග子の௬᝿ບ起を௓࡚ࡋ，୧者をࣄࢥーࣞンࢺに⤖ྜࡏࡉるࡇとが࡛ࡁる 
[2,3]㸬量子ࢺࢵࣅの㠀ㄪ࿴性を฼用࡚ࡋ，Kittel ࣔーࢻに༢୍࣐ࣀࢢン状ែを⏕ᡂࡋたり，

 る㸬࡞とがྍ⬟にࡇたりするࡋンᩘ分ᕸを ᐃࣀࢢ࣐
 ᙉ☢性体中の࣐ࣀࢢンの量子制ᚚを研究するࡘ୍࠺ࡶの≺いࣀࢢ࣐，ࡣンとග㸦≉に㏻

ಙἼ㛗ᖏ㸧とのࣄࢥーࣞン࡞ࢺ相஫స用のྍ⬟性の㏣究࡛࠶る㸬YIG ࢯ࢖࢔ගࡽ࠿ࡃྂࡣ

ࣞータ࡝࡞の☢Ẽග学素子にᛂ用࡚ࢀࡉいる㏻り，ࢹࣛ࢓ࣇー回㌿を௓࡚ࡋスࣆンບ起と

ගの⤖ྜを⏕ࡴ㸬ᐊ温環境ୗ࡛，࣐ࣀࢢンを௓ࡋたගಙ号と࣐ࣟࢡ࢖Ἴಙ号の相஫ኚ᥮を

ᐇ⌧ࡑ，ࡋのኚ᥮ຠ⋡をホ౯࡚ࡋいる [4,5]㸬超ఏᑟ量子演⟬回㊰に௦表ࢀࡉる࣐ࣟࢡ࢖Ἴ

㡿ᇦにおける量子᝟報ฎ⌮ᢏ⾡とගࣂ࢖࢓ࣇー㏻ಙを฼用ࡋた量子㏻ಙ࣡ࢺࢵࢿーࢡの㛫

࡛，量子᝟報をࣄࢥーࣞンࢺにఏ㐩する࢖ンター࢖࢙ࣇスのᐇ⌧を目ᣦ࡚ࡋいる㸬 
 
ཧ⪃ᩥ⊩ 
[1]  Y. Tabuchi, S. Ishino, T. Ishikawa, R. Yamazaki, K. Usami, and Y. Nakamura, Phys. Rev. Lett. 
 113, 083603 (2014). 
[2]  Y. Tabuchi, S. Ishino, A. Noguchi, T. Ishikawa, R. Yamazaki, K. Usami, and Y. Nakamura, 
 Science 349, 405 (2015). 
[3]  Y. Tabuchi, S. Ishino, A. Noguchi, T. Ishikawa, R. Yamazaki, K. Usami, and Y. Nakamura, 
 arXiv:1508.05290 
[4]  A. Osada, R. Hisatomi, A. Noguchi, Y. Tabuchi, R. Yamazaki, K. Usami, M. Sadgrove, R. Yalla, 
 M. Nomura, and Y. Nakamura, arXiv:1510.01837. 
[5] R. Hisatomi, A. Osada, A. Noguchi, Y. Tabuchi, T. Ishikawa, R. Yamazaki, K. Usami, and Y. 
 Nakamura, arXiv:1601.03908. 
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3� ᖹ⾜ᖹᯈ୰㉸ὶື 3He-A ࡿࡅ࠾࡟ Dipole-Locked Soliton  Ⓨぢࡢ

➟஭ ⣧ a, ᒸᮏ ⪀ᖹ a, すᒸ ᩗྐ a, 㧗木୔ኵ c, 佐々木 豊 a,b 

aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
bி㒔大学 低温物質科学研究センター 
c⚟஭大学 工学研究科 
E-mail㸸kasai.jun@scphys.kyoto-u.ac.jp 
 ᡃ々ࡣ，NMR/MRI のᢏ⾡をᛂ用࡚ࡋ，ᒁ所ⓗ࡞࿘Ἴᩘ分ᕸを ᐃ࡛ࡁる MRSI のᢏ⾡

を開発ࡁ࡚ࡋた㸬௒回ࢠャࣉࢵ 100ȣm のᖹ⾜ᖹᯈ中の超流動 3He-A にᑐࡇ࡚ࡋのᡭ法を

用いたᐇ㦂を⾜い，ࡑの࢜ーࢲーパ࣓ࣛータに⏕ࡎる topological とࡇḞ㝗をྍど化する࡞

にึ࡚ࡵᡂຌࡋた㸬㸦ᅗ 1㸧ࡇのḞ㝗࢖࣓ࢻ，ࡣンウ࢛ーࣝᵝの soliton と࿧ࢀࡤるࡶの࡛

ࡁ࡚ࢀࡉᏑ在がண᝿࡛ࡲࢀࡇ，るがࢀࡽ࠼⪄ると࠶

た(1)composite soliton ྜᩚࡣᡃ々のᐇ㦂⤖ᯝとࡣ࡛

構㐀の࡞新た，ࡽ࠿とࡇい࡞ࡋ Dipole-Locked 
Soliton を⪃᱌್ᩘࡋィ⟬を⾜ࡗた⤖ᯝ，ᐇ㦂⤖ᯝ

をࡃࡲ࠺ㄝ࡛᫂ࡁた㸬ࡣ࡛ࢡࣝࣂࡣࢀࡇᏑ在࡛࡞ࡁ

いが，᭱㏆ほ ࢀࡉた surface chiral domain wall(2)に

よ࡚ࡗ安ᐃ化ࢀࡉるⅭ，ᡃ々が用いたよ࡞࠺ᐜჾෆ

࠿ࢃࡶとࡇる࠶る構㐀࡛ࡁ安ᐃにᏑ在࡛‽ࡤࢀ࠶࡛

ࡣた఩相Ḟ㝗ࡋ ᡃ々がほ，ࡽ࠿ࡽࢀࡇた㸬ࡗ

Dipole-Locked Soliton  いる㸬࡚࠼⪄ると࠶࡛
 
��� .� 0DNL DQG 3� .XPDU� 3K\V� 5HY� /HWW� ��� ��� ������ 
��� +�,NHDPL� <� 7VXWVXPL� DQG .� .RQR� -� 3K\V� 6RF� -SQ� ��� ������ ������ 

 

3� ศᩘ㔞Ꮚ࣍ーࣝ状ែືࡿࡅ࠾࡟ⓗ᰾ࣆࢫン೫ᴟࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲ 

⚟田᫛ a，ᑎ⃝大ᶞ a，佐々木豊 b，ᶫᮏ義᫛ c，຾ᮏಙ࿃ c 
aරᗜ་科大学物⌮学教ᐊ， bி㒔大学低温物質科学研究センター， 
cᮾி大学物性研究所 
E-mail㸸fuku@hyo-med.ac.jp 
 核☢Ẽඹ㬆法におい᳨࡚ฟឤᗘࡣ核スࣆン೫ᴟᗘにẚ౛するが，᳨ฟឤᗘを㣕㌍ⓗにྥ

分࡞ン೫ᴟ㸦Dynamic Nuclear Polarization, DNP㸧がᵝ々ࣆ動ⓗ核ス，࡚ࡋる᪉法とࡏࡉୖ

㔝࡛ὀ目࡚ࢀࡉいる㸬ࡑのたࡵにࡣ，電子スࣆンを電子スࣆンඹ㬆ࡸග࡛೫ᴟࡏࡉたୖ࡛

核スࣆンに೫ᴟを⛣す࡝࡞ከࡃの᪉法が᳨ウ࡚ࢀࡉいる㸬ࣛンࢲウ‽఩༨᭷⋡Q=2/3 分ᩘ

量子࣍ーࣝ状ែにおい࡚ࡣ，電子スࣆンの㠀೫ᴟ状ែと೫ᴟ状ែとが縮㏥࡚ࡋおり，大電

流を流すࡇとにより，超ᚤ⣽相஫స用を㏻ࡋた電子スࣆン཯㌿にక࠺電流ㄏ起 DNP を⏕

DNP，ࡽ࠿のᡃ々の研究࡛ࡲࢀࡇる㸬࠶る᪉法が᭷力࡛ࡏࡉࡌ をᘬࡁ起ࡇす大電流の࿘Ἴ

ᩘをୗ࡚ࡆいࡇࡃとにより，☢Ẽ᢬ᢠが༢ㄪにቑຍする᢬ᢠቑᙉ状ែࡽ࠿，᢬ᢠがቑຍࡋ

たᚋ෌ࡧῶᑡする状ែにኚ化するࡇとが分ࡁ࡚ࡗ࠿た㸬ᮏ研究࡛ࡽࢀࡇ，ࡣのᐇ㦂⤖ᯝと

ᮾ໭大࡛⾜࡚ࢀࢃいるスࣆンᩄឤ顕ᚤ法による࢖࣓ࢻン構㐀の┤᥋ほ の⤖ᯝࡽ࠿，交流

ཬࡧ┤流 DNP の㐍⾜にక࠺電子スࣆン࢖࣓ࢻンのࢡ࣑ࢼ࢖ࢲスにࡘい࡚ᩘ್࣑ࣞࣗࢩー

ン⤖ᯝを報告するとඹࣙࢩー࣑ࣞࣗࢩ，ࡣた㸬交流会࡛ࡋンを⾜い，ᐇ㦂⤖ᯝとẚ㍑ࣙࢩ

に，電子ᩓ஘に量子࣍ーࣝ状ែにおける࢚ࢪࢵ状ែが࡝のよ࠺に関連࡚ࡋいる࠿をゎ᫂す

るたࡵ，㏻ᖖの࣍ーࣝ・ࣂー構㐀のࣀࣅࣝࢥࡎࡽ࡞ࡳ電ᴟを用いた新ࡋい DNP ᐇ㦂のヨ

ᩱస〇状況࡝࡞，研究の⌧状と௒ᚋの研究ィ⏬を中ᚰに，報告するணᐃ࡛࠶る㸬  

  

ᅗ 1 MRSI による఩相Ḟ㝗のྍど化

ᒁ所ス࣌ࣝࢺࢡをガウス関ᩘ࡛

fitting をᥥい࡚いる㸬中ࡉた㧗ࡋ

ኸୗ㒊にᩳࡵに㉮るᬯい➽ࡑ，ࡣ

の㒊分の⥺ᖜがᗈ࡚ࡗ࡞ࡃいるࡇ

とを表࡚ࡋいる㸬 
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3� ༢ᒙ࢙ࣇࣛࢢンࡿࡅ࠾࡟ఏᑟᗘ࡜ࡂࡽࡺᙅᒁᅾࡢ㛵ಀ 

ᑎ⃝ 大ᶞ a, ⚟田 ᫛ a, ⸨ඖ ❶ b, 大㔝 ᜤ秀 c, ᯇᮏ ࿴ᙪ d 

aරᗜ་科大学 物⌮学教ᐊ,  b大㜰工業大学 ᛂ用物⌮,  cᚨᓥ大学大学㝔 
 ンス研究㒊,  d大㜰大学 ⏘業科学研究所࢚࢖ࢧࣀࢡࢸ࢜ࢩࢯ
E-mail㸸terasawa@hyo-med.ac.jp 
 ᬑ㐢ⓗఏᑟᗘࡂࡽࡺとࡣ，ᩓ㐓ⓗ࡞電Ẽఏᑟ≉性を♧す系におい࡚ほ ࢀࡉる⌧㇟࡛，

ఏᑟᗘが e2/h ⛬ᗘの᣺ᖜとࣛンࢲム࡞࿘ᮇを♧すࡇと࡛▱ࢀࡽる㸬ࡇの௚にࡶᩓ㐓ⓗ࡞系

量ࡶࡽࡕ࡝，おり࡚ࢀࡽ▱る⌧㇟がࢀࡤᙅᒁ在と࿧ࡣ࡛

子ᖸ΅ຠᯝに起ᅉすると⪃࡚ࢀࡽ࠼いる㸬ᮏ研究࡛ࡣ，

༢ᒙ࢙ࣇࣛࢢンにおけるᬑ㐢ⓗఏᑟᗘࡂࡽࡺとᙅᒁ在ຠ

ᯝを」ᩘのヨᩱ࡛ㄪ࡭，୧者の関係にࡘい࡚⪃ᐹࡋた㸬 
 ヨᩱࡣ๤㞳法を用い࡚㜰大⏘研とி大低温センターの

ࡣ低温センター࡛)ࡋス化࢖ࣂࢹリーンࣝーム࡛ࢡ Au ࣎

ン࢕ࢹンࢢをᐇ᪋)，රᗜ་科大学におい࡚ GM ᆺ冷෾

機࡛冷却ࡋ，᢬ᢠを ᐃࡋた㸬ᅗ 1 ンヨ࢙ࣇࣛࢢ༢ᒙࡣ

ᩱの᢬ᢠ⋡のࡂࡽࡺGgのࢤーࢺ電ᅽ Vg౫Ꮡ性(ୗ)と☢ሙ

B を࠿けたとࡁの᢬ᢠ⋡のኚ化'Uxx の࣓࢖ーࢺࢵࣟࣉࢪ

とをࡇいる࡚ࡋ᢬ᢠがῶᑡ࡝࡯る㸬㟷Ⰽが⃰い࠶࡛(ୖ)

たࡋ᢬ᢠがῶᑡࢀࡉおり，低☢ሙ࡛ᙅᒁ在がᢚ制࡚ࡋ♧

たࢀࡽᙅᒁ在のゎᯒにより得，ࡣる㸬発表࡛࠿とが分ࡇ

ᙎ性ᩓ஘⋡と㠀ᙎ性ᩓ஘⋡にࡘい࡚ࡶ㆟ㄽするணᐃ࡛࠶

る㸬 
 

3� 2EVHUYDWLRQ�RI�HOHFWURPRWLYH�IRUFH�GXH�WR�LQYHUVH�VSLQ�+DOO�HIIHFW�LQ�%L0�856E0�15�
Ryohei Kumamoto1, Yuichiro Ando1, Sergey Dushenko1, 2, Teruya Shinjo1, and Masashi Shiraishi1 
1. Graduate school of engineering, Kyoto University 
2. Graduate school of engineering and science, Osaka University 
E-mail㸸kumamoto.ryohei.36u@st.kyoto-u.ac.jp 
 In spintronics, the generation or detection of spin current is 
essential for realization of spintronics based devices and considerable 
attention have been focused on inverse spin Hall effect (ISHE) which 
converts charge current into spin current due to spin orbit coupling 
(SOC). Bi and Bi-based alloys are expected to indicate a large ISHE 
because of their large SOC of Bi atoms and the Dirac-electrons 
located at the L-point band. We therefore expected significant 
enhancement of ISHE can be observed in Bi0.85Sb0.15. 
 A schematic illustration of the sample and spin pumping 
technique is shown in Fig. 1. Bi0.85Sb0.15 was deposited on top of a 
ferrimagnet, Y3Fe5O12. Spin current was injected into the Bi0.85Sb0.15 
from the Y3Fe5O12 by using spin pumping technique. The injected 
spin current was expected to be converted into charge current due to the ISHE in the Bi0.85Sb0.15. We 
will show you the electromotive force observed from Bi0.85Sb0.15 under ferromagnetic resonance and 
discuss the detail of its origin. 

 
ᅗ 1 ୗ㸸᢬ᢠ⋡ࡂࡽࡺGgのࢤーࢺ

電ᅽ Vg౫Ꮡ性㸬ୖ㸸ࣟࢮ☢ሙを

ᇶ‽とࡋた᢬ᢠ⋡のኚ化'Uxxの࢖

࣓ーࢺࢵࣟࣉࢪ㸬 
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Fig.1 : Temperature dependence of 
ISHE-induced voltage 

3�  Spin transport in a two dimensional gas at an 
GaAs/AlGaAs with spin pumping at room temperature 

Kenro Ohtomoa, Yuichiro Andoa, Teruya Shinjoa, Tetsuya Uemurab  
and Masashi Shiraishia. 
a Department of Electronic Science and Engineering, Kyoto University. 
b Graduate School of Information Science and Technology, Hokkaido University.  
E-mail㸸ohtomo.kenro.46m@st.kyoto-u.ac.jp 
 Spintronics draws more attention because a spin flow, in other word a flow of an angular 
momentum of electrons, can carry information without Joule heating. A two-dimensional electron 
system in a GaAs-based heterostructure is the attractive platform for spintronics since it has 
controllable spin-orbit interaction. We report first spin transport through the quantum well at 
GaAs/AlGaAs interface at room temperature. In order to confirm the quality of 2DEG of our sample, 
we observed the Shubnikov-de Haas oscillation and our sample 
shows a clear oscillation. For injecting spins into the GaAs/AlGaAs 
interfaces, we used the spin pumping technique which is the spin 
injection method from a ferromagnetic Ni80Fe20 to a contacting GaAs 
with a magnetic field and a microwave. Injected spin current 
propagated through the 1 ȝm GaAs/AlGaAs interfaces channel and 
was detected using spin-charge conversion effect in the Pt electrode. 
The detail of the experimental technique and theory will be discussed 
at the poster. 
 
3� Decrease in spin pumping efficiency in Pt/YIG bilayer 

system due to increased damping at low temperature 
Ei ShigematsuA, Yuichiro AndoA, Ryo OhshimaA,B, Sergey DushenkoA,B, Yukio HiguchiC,  
Teruya ShinjoA, Hans Jürgen von BardelebenD and Masashi ShiraishiA 

A. Department of Electronic Science and Engineering, Kyoto University, Kyoto , Japan 
B. Graduate School of Engineering Science, Osaka University, Toyonaka, Japan 
C. Murata Manufacturing Co., Ltd., Nagaokakyo, Japan 
D. Paris Institute of Nanosciences, Pierre and Marie Curie University, Paris, France  
 
E-mail㸸shigematsu.ei.74w@st.kyoto-u.ac.jp 
 Yttrium Iron Garnet (YIG) has become a pivotal material for spin injector because its insulating 

property enables much more precise evaluation of various signals related to spin-charge conversion. 
In this study, we focus on the temperature dependence of spin pumping efficiency in Pt/YIG bilayer 
system. In the experiment, YIG film was fabricated with spin-coat technique, which resulted in 
thinnner film and a single peak in ferromagnetic resonance(FMR) spectra. We monitored DC 
volatages via inverse spin Hall effect (ISHE) at FMR at each temperature. The observed volatge 
decreased and FMR linewidth was broaden at lower temparature.  

  We attributed these result to the enhanced damping of YIG 
and estimation from linewidth well reproduced the observed 
voltage. In literal, it was suggested that rare earth impurity in 
YIG causes an increase in the damping at low temperature 
because of the slow relaxation mechanism1.  

[1] P. E. Seiden et al., Phys. Rev. 113, 3A [1964].�

Fig 1. An experimental setup 
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3� Cr ⣔㏫࣌ロ࢖࢝ࢫࣇトᆺ❅໬≀ࡢ☢ᛶ 
a㧗ᑿ 健ኴ, a๽ 㚝᪼ a, 宇治 ඞಇ a, ࿴Ề ๛ a, 

田⏿ 吉ィ a, Ώ㑔 ຌ㞝 b, 中ᮧ ⿱அ a 
aி㒔大学 工学研究科 ᮦᩱ工学専ᨷ 
b⌮化学研究所 ோ科センター 
E-mail㸸takao.kenta.42w@st.kyoto-u.ac.jp 
�

 

㏫࣌ࣟࣇス࢝ࢺ࢖ᆺ❅化物Cr3GeNࡣᐊ温࡛✵㛫⩌がP-421mのṇ᪉ᬗ構㐀࡛，300 Kࡽ࠿

400 K࡛大ࣄ࡞ࡁスࢸリࢩスをకࡗた構㐀相㌿⛣がᏑ在ࡋ，㧗温࡛ࡣ✵㛫⩌I4/mcmのṇ᪉

ᬗ構㐀࡛࠶る㸬Cr3GeNの☢性ࡣ㧗温࡛Curie - Weissⓗ࡞᣺る⯙いを♧ࡋ，ᐊ温௨ୗのᇶᗏ

状ែ࡛ࡣ☢化⋡がᑠ࡯ࡃࡉと࡝ࢇኚ化࡞ࡋい㸬ᮏ研究࡛ࡣCr3GeNのᇶᗏ状ែのᚤどⓗ࡞☢

性をㄪ࡭るたࡵにPSR ᐃとNMR ᐃを⾜ࡗた㸬PSR ᐃ࡛ࡣ，ᐊ温࡯ࡽ࠿と࡝ࢇ温ᗘኚ

化࡞ࡋいࡺる࡞࠿ࡸ⦆࿴がほ ࢀࡉ，☢Ẽⓗに୙ά性࡛࠶るࡇとが♧၀ࢀࡉる⤖ᯝが得ࡽ

，たࡲた㸬ࢀࡉ がほࣝࢺࢡたス࣌ࡋ14K = 0 ௜㏆にᅄ重ᴟ分⿣ࡣた㸬NMR  ᐃ࡛ࢀ
14(1/T1)の温ᗘኚ化ࡣTのࡁ࡭にᚑ࠺Korringaⓗ࡞᣺る⯙いがぢࢀࡽた㸬ࡽࢀࡇのᐇ㦂⤖ᯝ࠿

 る㸬ࢀࡽ࠼⪄ると࠶Pauliᖖ☢性࡛，ࡃ࡞ࡣ཯ᙉ☢性ⓗ㛗㊥㞳⛛ᗎࡣCr3GeNのᇶᗏ状ែࡽ

 

 

 

3� La, Co ⨨᥮ Sr  Ẽ␗᪉ᛶ☢ࡧ༢⤖ᬗ⫱ᡂཬࡢト࢖࢙ࣛࣇ

㇂ዟὈ᫂ a, ᳃ୗ⩧ a,᳜田ᾈ᫂ a, 㐨ᒸ༓ᇛ a,  吉ᮧ୍Ⰻ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
E-mail㸸y.tanioku@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 Sr ࡋỌஂ☢▼と ,ࡵẚ㍑ⓗ㧗い保☢力を♧すたࡣ(SrFe12O19)ࢺ࢖࢙ࣛࣇ

࡚ᗈࡃ用い࡚ࢀࡽおり, ࡑの㧗い保☢力にࡣ☢Ẽ␗᪉性が大ࡃࡁᐤ୚࡚ࡋいる. SrFe12O19ࡣ

✵㛫⩌ P63/mmc の࣐ࣛࣉࢺࢿࢢンࢺ࢖ࣂᆺの⤖ᬗ構㐀(ᅗ 1)を᭷5，ࡋ のࡘ Fe  ࡶをࢺ࢖ࢧ
␗᪉性☢⏺ HAがቑ大する஦が報告࡚ࢀࡉいる[1]㸬 
 ௒回ᡃ々ࡣ Sr1-xLaxFe12-yCoyO19 の༢⤖ᬗを⫱ᡂࡋ，☢化過⛬を ᐃ

するࡇとにより，HA をぢ✚ࡗࡶた㸬ከ⤖ᬗヨᩱ࡛༢相が得ࢀࡽる⨨

᥮量の᭱大ࡣ x = y =0.4 のࡑ，り࠶࡛ HAࡣ 18kOe と報告࡚ࢀࡉいる

[2]㸬୍᪉，ᡃ々が⫱ᡂࡋたྠࡌ組ᡂの༢⤖ᬗヨᩱの HAをぢ✚ࡗࡶた

と26，ࢁࡇkOe とୖグの್より࠿ࡽ᫂ࡶに大ࡁい㸬ࡲた，La の⨨᥮

量と Co の⨨᥮量を⊂❧にㄪᩚするࡇと࡛，La ⨨᥮量の更にከい組

ᡂの༢⤖ᬗヨᩱ⫱ᡂにࡶᡂຌ࡚ࡋおり，ࡑの HA ቑࡶグの್よりୖࡣ

大する㸬 
 ᮏ発表࡛ࡽࢀࡑࡣの ᐃ⤖ᯝを報告ࡋ，☢Ẽ␗᪉性にᑐする La と

Co の⨨᥮ຠᯝとࡑの起※を㆟ㄽする㸬 
[1]K.Iida et al., J. Magn. Soc. Jpn. 23,�1093-1096 (1999). 

[2]T. Kikuchi et al., J. Magn. Magn. Mater. 322, 2381-2385 (2010). 
  

ᅗ 1 SrFe12O19の⤖ᬗ構㐀

37



 

 

3� Sr ⣔ W ᆺ࢖࢙ࣛࣇトࡿࡅ࠾࡟␗᪉ᛶ☢⏺࡟ᑐࡿࡍ Fe2+ࡢᙳ㡪 

⸨஭ ⿱ኴ㑻, ᳜田 ᾈ᫂, 㐨ᒸ ༓ᇛ, 吉ᮧ ୍Ⰻ 
ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
E-mail㸸fujii@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
Ọஂ☢▼の性⬟をホ౯するパ࣓ࣛータと࡚ࡋ，㣬࿴☢化 Ms およࡧ保☢

力 Hcj が用い࡚ࢀࡽいる㸬ࡇのࡕ࠺，保☢力 Hcj ㍈☢Ẽ␗᪉性のቑ大୍ࡣ

により大࡞ࡃࡁるたࡵ，␗᪉性☢⏺ HAのቑຍが☢▼の性⬟ୖ᪼に࡞ࡘがるとゝ࠼る㸬 
組ᡂᘧ AFe12O19 (A=Sr, Ba ➼)࡛表ࢀࡉる M ᆺࡣࢺ࢖࢙ࣛࣇ，す࡚࡭の Fe が 3 ౯࡛࠶る㸬

ᙉい୍㍈☢Ẽ␗᪉性を持ࡕ，保☢力が㧗いたࡵ，Ọஂ☢▼ᮦᩱと࡚ࡋᗈࡃ用い࡚ࢀࡽいる㸬

୍᪉，組ᡂᘧ AFe18O27 (A=Sr, Ba ➼)࡛表ࢀࡉる W ᆺࡣࢺ࢖࢙ࣛࣇ，M ᆺとఝた⤖ᬗ構㐀

(ᅗ 1)を᭷ࡋ，組ᡂᘧ࠶たり 16 ಶの Fe3+と 2 ಶの Fe2+をྵࡴ㸬ᙉい୍㍈☢Ẽ␗᪉性と大ࡁ

M，ࡽ࠿とࡇࡘ㣬࿴☢化を持࡞ ᆺをୖ回る☢▼性⬟を持ࡘ次ୡ௦のỌஂ☢▼ᮦᩱと࡚ࡋᮇ

ᚅ࡚ࢀࡉいる㸬 
ᡃ々ࡣ，SrFe18O27 にྵࢀࡲる Fe2+࢜࢖ンが㣬࿴☢化 Ms

およࡧ␗᪉性☢⏺ HAに୚࠼るᙳ㡪にὀ目ࡋた㸬W ᆺ࢙ࣇ

のࢺ࢖ࣛ Fe2+(d6)を，Fe3+(d5)と➼電子の Mn2+(d5)࡛⨨᥮ࡋ

た，SrMn2-xFe16+xO27 (x=0~2)の༢⤖ᬗを TSFZ 法により⫱

ᡂࡋた㸬キࣗリー温ᗘ TC，低温およࡧᐊ温におけるᅔ㞴

㍈᪉ྥの☢化過⛬の ᐃを⾜ࡗた㸬ゎᯒの⤖ᯝ，Fe2+が低

⃰ᗘ㡿ᇦ࡛ࡣ HA が୍ࡰ࡯ᐃ࡛࠶るが，㧗⃰ᗘ㡿ᇦ࡛ HA

がᛴ⃭にቑຍするࡇとが分ࡗ࠿た㸬ヲ⣽ࡣ当᪥発表する㸬 
 

3�� ᒙ状໬ྜ≀ LaCo2Pn2 �Pn = P㸪As�ࡢ☢Ẽ␗᪉ᛶ 
金ᕝ 㡪，௒஭ ṇᶞ，㐨ᒸ ༓ᇛ，᳜田 ᾈ᫂，吉ᮧ ୍Ⰻ 
ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 金相学分科 
E-mail㸸kanagawa@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 ThCr2Si2ᆺ構㐀のᒙ状化ྜ物RCo2Pn2 (R = ᕼᅵ㢮金ᒓ，࢝ࣝ࢔リᅵ㢮

金ᒓ，Pn = P，As) ࡣRཎ子の✀㢮により，発⌧する☢Ẽⓗ≉性がኚ化

するࡇとが▱࡚ࢀࡽいる㸬化ྜ物RCo2Pn2 (Pn = P，As) ࡣR
ᒙと[Co2Pn2] ᒙが交஫に✚ᒙࡋた構㐀を᭷࡚ࡋおり(ᅗ 1)，
㞄りྜ࠺ 2 ࠼ᙳ㡪を୚࡞ࡁの[Co2Pn2]ᒙの㊥㞳が物性に大ࡘ

࡚いるࡇとが分࡚ࡗ࠿いる㸬 
☢㐢Ṕ電子ᙉࡣの化ྜ物中におい࡚，R = Laのሙྜࡽࢀࡇ

性体࡛࠶る[1, 2]㸬Pn = P，Asの୧᪉の化ྜ物ࡣ低温࡛ᙉ☢性

体࡛࠶るが，ࡑの☢化ᐜ᫆᪉ྥ࡞␗ࡣりLaCo2P2 ab㠃ෆࡣ࡛
[1]，LaCo2As2 ᒙ㛫㊥[Co2As2]ࡣる[2]㸬ᡃ々࠶c㍈᪉ྥ࡛ࡣ࡛

㞳が☢Ẽ␗᪉性に୚࠼るᙳ㡪をㄪ࡭るたࡵ，As固⁐体

LaCo2(P1-xAsx)2 をసᡂするࡇと࡛[Co2Pn2]ᒙ㛫㊥㞳の制ᚚを

 いる㸬࡚ࡋ஦を目ᶆと࠺⾜
 ௒回ࡣBiࢡࢵࣛࣇスを用い࡚ྜᡂࡋたLaCo2As2 の༢⤖

ᬗヨᩱの☢化 ᐃの⤖ᯝを中ᚰに報告するணᐃ࡛࠶る㸬 
[1] M. Reehuis, C. Ritter, R. Ballou, W. Jeitschko, J. Magn. Magn. Matter 138, 85 (1994). 
[2] M. Corey. et al., Chem. Matter 2�, 3825 (2014). 

ᅗ 1 M ᆺ(ᕥ)およࡧ W ᆺ(ྑ)
 の⤖ᬗ構㐀ࢺ࢖࢙ࣛࣇ

ᅗ 1. RCo2Pn2の⤖ᬗ構㐀
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Cr 

㹒㹣 

ᅗ 1㸬CrTe2の⤖ᬗ構㐀 

3�� ᒙ状໬ྜ≀ Cr(Te1-xSex)2ྜࡢᡂ࡜≀ᛶ 

水㔝 弘ᶞ，ᑠᯘ ៅኴ㑻，㐨ᒸ ༓ᇛ，᳜田 ᾈ᫂，吉ᮧ ୍Ⰻ 
ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
E-mail㸸mizuno.h@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 CdI2ᆺの構㐀を᭷するᒙ状化ྜ物 CrTe2ࡣ TC = 310 K の㐢Ṕ電子ᙉ☢性

体࡛࠶る[1]㸬୍᪉，ྠࡌ構㐀をࡘࡶ CrSe2 とࡇẼ⛛ᗎを♧す☢࡞ᇶᗏ状ែ࡛཯ᙉ☢性ⓗࡣ

が報告࡚ࢀࡉいる[2]㸬ࡽࢀࡇの☢性の㐪いࡣ Cr-Cr 㛫の཯ᙉ☢性ⓗ࡞┤᥋交᥮相஫స用と

๓者の相஫，ࢀࢃ超交᥮相஫స用の➇ྜに起ᅉするとᛮ࡞たᙉ☢性ⓗࡋンを፹௓と࢜ࢽ࢔

స用の大ࡣࡉࡁ Cr-Cr 㛫の㊥㞳がᑠ࡞ࡃࡉるとቑ大すると⪃ࢀࡽ࠼る㸬ࡲࡘり，ᮏ系にお

い࡚ࡣ☢性ཎ子㛫の㊥㞳が相஫స用の大ࡉࡁとᐦ᥋に関係࡚ࡋおり，ࡽࢀࡑの相஫స用が

ᣕᢠࡋた⮫⏺Ⅼにおける☢性のኚ化をほ するたࡵに Cr(Te1-xSex)2 をྜᡂࡋ，☢Ẽ相ᅗを

సᡂࡋたの࡛，ࡑの⤖ᯝを報告する㸬 
Cr(Te1-xSex)2 ，ࡵるた࠶࡛⬟固相཯ᛂ法によるྜᡂが୙ྍࡣ

ྜᡂ᪉法にࢺࣇࢯࡣ化学ⓗ࡞ᡭ法を用いた㸬ࡲࡘり，๓㥑体

ACr(Te1-xSex)2を固相཯ᛂ法によりྜᡂࡋ(A = Na，K)，࢔セࢺ

ンター࢝ࣞ࢖ࢹリ金ᒓの࢝ࣝ࢔࡚࠼リࣝࣚウ素⁐液をຍࢺࢽ

ーࣙࢩンを⾜ࡇ࠺とにより，Cr(Te1-xSex)2 をྜᡂࡋた㸬ࡽࡉに，

ྠᵝの᪉法࡛ CrTe2 の Cr を௚のࢺ࢖ࢧ 3d 㑄⛣金ᒓඖ素に⨨

᥮ࡋた化ྜ物のྜᡂにࡶᡂຌࡋたたࡽࢀࡇ，ࡵのヨᩱにᑐࡋ

࡚☢化 ᐃを⾜ࡗた⤖ᯝ࡚ࡏࢃྜࡶ報告する㸬 
[1] D. C. Freitas et al., J.Phys.: Condens. Matter 2�, 176002 (2015).  

[2] C. F. van Bruggen et al., Physica B 99, 166 (1980). 
 

3�� ᒙ状ࣝࣂࢥト⇥໬≀ࡿࡅ࠾࡟ᙉ☢ᛶ㔞Ꮚ⮫⏺Ⅼ㏆ഐࡢ≀ᛶ 

௒஭ ṇᶞ a, 㐨ᒸ ༓ᇛ a, ᳜田 ᾈ᫂ a, ᯇᑿ ᬗ b, 金㐨 ᾈ୍ b, 
吉ᮧ ୍Ⰻ a  
aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ, bᮾி大学 物性研究所 
E-mail㸸P�LPDL#NXFKHP�N\RWR�X�DF�MS  

 

ThCr2Si2 ᆺ構㐀の SrCo2P2 ࡣ Sr ᒙと Co2P2 ᒙが交஫に✚ᒙࡋたᒙ状化ྜ物࡛࠶る㸬

SrCo2P2 と㌿⛣する࡬り，☢ሙの༳ຍによりᙉ☢性࠶࡛☢たパウリᖖࢀࡉᇶᗏ状ែ࡛ቑᙉࡣ

㐢Ṕ電子࣓タ☢性㌿⛣を♧す[1]㸬ᡃ々ࡣᮏ系における量子⮫⏺⌧㇟およ࣓ࡧタ☢性の発⌧

機構を᫂࠿ࡽにするたࡵ SrCo2P2 の⨨᥮物質をྜᡂࡋ，☢化過⛬を系⤫ⓗにㄪࡁ࡚࡭た㸬

Ca ⨨᥮によりṇの化学ᅽ力をຍ࠼た Sr1-xCaxCo2P2࡛ࡣ x ӌ 0.5 㡿ᇦ࡛ x のቑຍにకい࣓タ

☢性㌿⛣☢ሙがῶᑡࡋた[1]㸬Co 㠃にキャリࢻ࢔ーࡋࣉた Sr1-xLaxCo2P2 ࡸ SrCo2(P1-xGex)2 ࡛

ᮏ系の࣓タ☢性㌿ࡽ࠿とࡇのࡇた[2]㸬ࡗ࡞ࡃ࡞ࢀࡽࡳᑡ量の⨨᥮により࣓タ☢性㌿⛣がࡣ

⛣がキャリᩘ࢔のኚ化のᙳ㡪をཷけࡸすいとゝ࠼る㸬発表࡛ୖࡣグの固⁐系にࡘい࡚☢化

過⛬およࡧ NMR  ᐃの⤖ᯝを♧ࡋ，ᮏ系の࣓タ☢性㌿⛣の発⌧機構にࡘい࡚㆟ㄽする㸬 
 

[1] M. Imai et al., Phys. Rev. B 90, 014407 (2014). 
[2] M. Imai et al., Physics Procedia �5, 142 (2015). 
 

Te
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3�� YbMn6Ge6༢⤖ᬗࡢ⫱ᡂ࡜≀ᛶ 
຾㛫 ຬ人 a, 㐨ᒸ ༓ᇛ a, ᳜田 ᾈ᫂ a, ᯇᑿ ᬗ b, 金㐨 ᾈ୍ b, ㎷஭ ┤人 c, 
吉ᮧ ୍Ⰻ a 
a ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ, b ᮾி大学 物性研究所, c 物質・ᮦᩱ研究

機構 
E-mail㸸h.katsuma@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

RMn6Ge6(R = Sc, Y, Zr, Gd-Lu)ࡣභ᪉ᬗ HfFe6Ge6ᆺの⤖ᬗ構㐀(✵㛫⩌: P6/mmm)をとり，

R が୕ゅ格子，Mn が࣓࢝ࢦ格子をᙧᡂ࡚ࡋいる[1]㸬YbMn6Ge6 K 480，ࡣ ࡛ Mn の☢Ẽࣔ

ー࣓ンࢺが཯ᙉ☢性⛛ᗎをᙧᡂする[2]㸬低温࡛ࡽࡉࡣに Yb ࣔー࣓ンࢺが⛛ᗎࢀࡑ，ࡋと

ྠ᫬に Mn ཎ子のスࣆン෌㓄ิ㌿⛣が起ࡇるࡇとが▱࡚ࢀࡽおり，Yb ࣔー࣓ンࢺと Mn ࣔ

ー࣓ンࢺの相஫స用がࡇのスࣆン෌㓄ิ過⛬とᐦ᥋に関係࡚ࡋいると⪃࡚ࢀࡽ࠼いる[3]㸬

た低温の物性࡭ඛに㏙，ࡵるた࠶༢⤖ᬗヨᩱの⫱ᡂが㠀ᖖにᅔ㞴࡛࡞⣧Ⰻ，ࡽが࡞ࡋ࠿ࡋ

のᥥീࡣ，YbMn6Ge6-xSnx (0 < x < 6)のከ⤖ᬗヨᩱの物性 ᐃ[3]ࡽ࠿᥎ ࢀࡉたࡶの࡛࠶り，

ẕ体の YbMn6Ge6の物性のヲ⣽ࡣ୙࡛᫂࠶る㸬 
௒回ᡃ々ࡣ，⁐⼥法によりẕ体༢⤖ᬗヨᩱを，Bi ス法によりࢡࢵࣛࣇ Yb が⣙ࢺ࢖ࢧ

10%Ḟ㝗ࡋた༢⤖ᬗヨᩱを得るࡇとにᡂຌࡋた㸬ࡽࢀࡇにࡘい࡚☢化 ᐃ࡝࡞の物性 ᐃ

を⾜ࡗたとࢁࡇ，ᚋ者࡛ࡣ，࣓タ☢性㌿⛣をࡵࡌࡣとする⯆࿡῝い㌿⛣がほ ࢀࡉた㸬当

᪥ࡣ物性のヲ⣽を♧すととࡶに，Yb い࡚㆟ㄽするணࡘのḞ㝗による物性のኚ化にࢺ࢖ࢧ

ᐃ࡛࠶る㸬 
[1]W. Buchholz et al., Z. Anorg. Allg. Chem. 482 (1981) 40. 
[2]G. Venturini et al., J. Alloys Comp. 185 (1992) 99. 
[3]T. Mazet et al., J. Phys. Condens. Matter 22 (2010) 116005. 
 

3�� S = 1 ᱁Ꮚ཯ᙉ☢ᛶయ࣓ࢦ࢝ A2BV3F12㸦A, B㸸ࣜ࢝ࣝ࢔㔠ᒓ�

 ᛶ研究☢ࡿࡅ࠾࡟༢⤖ᬗࡢ

ᚋ⸨ ┿人
a
，᳜田 ᾈ᫂

a
，㐨ᒸ ༓ᇛ

a
， 

ᯇᑿ ᬗ
b
，金㐨 ᾈ୍

b
，吉ᮧ ୍Ⰻ

a
  

a
ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 金相学研究ᐊ，

b
ᮾி大学 物性研究所 

E-mail㸸goto@kuchem.kyoto-u.ac.jp  
た新ወ☢Ẽ状ែࡋンຠᯝに起ᅉࣙࢩーࣞࢺスࣛࣇンࣆᙉいス，ࡣ格子཯ᙉ☢性体࣓ࢦ࢝ 

の発⌧の⯙ྎと࡚ࡋ㏆年≉にὀ目を集࡚ࡵいる㸬ࡑの中࡛ᡃ々࣓ࢦ࢝，ࡣ格子཯ᙉ☢性体

A2BM3F12㸦A, B㸸࢝ࣝ࢔リ金ᒓ㸹M = Ti, V, Cr㸧に╔目࡚ࡋ研究を⾜࡚ࡗいる㸬A2BM3F12ࡣ，

A, Bにࡣᵝ々࢝ࣝ࢔࡞リ金ᒓの組ࡏࢃྜࡳを，ࡲた࣓࢝ࢦ格子をᙧᡂするM3+ にࡣTi3+ ~ 
Mn3+ (S = 1/2~2)[1,2]をとるࡇとが࡛࣓ࢦ࢝，ࡁ格子のࣛࣇスࣞࢺーࣙࢩンຠᯝࡸ量子ᦂࡽ

  る㸬࠶た物質系࡛ࡋຠᯝにᑐする系⤫ⓗ研究に㐺ࡂ
๓回の研究交流会࡛，ᡃ々ࡣM = Ti系にࡘい࡚報告ࡋた[3]㸬Ti 系࡛ࡘ୕ࡣの化ྜ物ࡣ全

Ẽ☢࡛ࡲるが，2 K࠶り཯ᙉ☢性ⓗ相஫స用がᨭ㓄ⓗ࡛࠶ス温ᗘが�45 K ⛬ᗘ࡛࢖࣡，࡚

⛛ᗎを♧࡞ࡉい㸬ࡣࢀࡇ，ᙉいスࣆンࣛࣇスࣞࢺーࣙࢩンと量子ᦂࡂࡽによるࡶの࡛࠶る

と⪃ࢀࡽ࠼る㸬 
௒回ࡣV3+系㸦S = 1㸧にࡘい࡚2.5�2.5�1 mm3 ⛬ᗘの༢⤖ᬗを用い࡚ヲ⣽࡞☢化⋡ ᐃ

ཬࡧᙉ☢ሙ☢化 ᐃを⾜ࡗたの࡛，ࡽࢀࡑの⤖ᯝを報告する㸬V系࡛ࡘ୕ࡣの化ྜ物ࡣ全

࡚，㧗温ࡽ࠿㠀ᖖに大࡞ࡁ☢Ẽ␗᪉性を♧ࡋ，低温࡛☢Ẽ⛛ᗎをᙧᡂする㸬ࡲた，いࢀࡎ

の化ྜ物におい࡚ࡶᙉ☢ሙ☢化過⛬におい࡚᫂☜࡞␗ᖖがほ ࡚ࢀࡉいる㸬講演࡛ࡣV系

の☢性のヲ⣽を♧すととࡶに，Ti 系とẚ㍑࡞ࡋがࡽ☢Ẽ状ែ࡝࡞を㆟ㄽするணᐃ࡛࠶る㸬 
 
[1] ᚋ⸨┿人 ௚，᪥ᮏ物⌮学会，2014 年年次大会，27aPS-99㸬 
[2] ∦山࿴ဢ ௚，᪥ᮏ物⌮学会，2015 年⛅Ꮨ大会，18aCG-1㸬 
[3] ᚋ⸨┿人 ௚，第 13 回 LTM 講演会・研究交流会(2014)㸬 
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3�� ୕ゅ᱁Ꮚ⣔ΰྜཎᏊ౯㕲㓟໬≀ NaFe2O3ࡢ NMR  ᐃ 

ᑠᯘ ៅኴ㑻 a, 㐨ᒸ ༓ᇛ a, ᳜田 ᾈ᫂ a, 吉ᮧ ୍Ⰻ a,b 
aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 金相学研究ᐊ 
bி㒔大学 低温物質科学研究センター 
E-mail㸸s.kobayashi@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 ΰྜཎ子౯の㑄⛣金ᒓ化ྜ物ࡣ，୙安ᐃ࡞౯ᩘ状ែをࡕࡶ，低温࡛電Ⲵ⛛ᗎに起ᅉࡋた

相㌿⛣を♧すࡇとがከい㸬ࡑの中࡛ࡶ，୕ゅ格子をᙧᡂࡋた化ྜ物におい࡚ࡣ，電Ⲵのࣇ

ࣛスࣞࢺーࣙࢩンのຠᯝがാࡃたࡵ，新ወ࡞相㌿⛣がᮇᚅ࡛ࡁる㸬ࡇのよ࡞࠺ほⅬࡽ࠿，

୕ゅ格子系ΰྜཎ子౯㕲㓟化物 NaFe2O3に╔目ࡋ研究を㐍࡚ࡵいる㸬࡛ࡲࢀࡇに，NaFe2O3

が2ẁ㝵の相㌿⛣を♧ࡽࢀࡇ，ࡋの相㌿⛣が電Ⲵ⛛ᗎおよࡧ☢Ẽ⛛ᗎに関係するྍ⬟性をᣦ

᦬ࡁ࡚ࡋた[1]㸬࡛ࡇࡑᮏ研究࡛ࡣ，ᒁ所ⓗ࡞電Ⲵ分ᕸࡸ☢Ẽ状ែのほ に秀࡛たࣟࣉーࣈ

る࠶࡛ NMR により，NaFe2O3の電子状ែのᚤどⓗ࡞ゎ᫂をヨࡳた㸬 
 㓄ྥヨᩱの࿘Ἴᩘᤲᘬス࣌ࡽ࠿ࣝࢺࢡ，Knight ࢺࣇࢩ Kab，Kc，核ᅄ重ᴟඹ㬆࿘Ἴᩘ Ȟq

の温ᗘኚ化をぢ✚ࡗࡶたとࢁࡇ，㧗温ഃの相㌿⛣にకい，ࡽࢀࡇのパ࣓ࣛータがᛴ⃭にῶ

ᑡするࡇとが᫂࠿ࡽにࡗ࡞た㸬ࡽࢀࡇの⤖ᯝࡣ，構㐀相㌿⛣により系の電Ⲵ分ᕸがኚ化ࡋ

たࡇとにᑐᛂࡋ，電Ⲵ⛛ᗎが起࡚ࡁいるࡇとを᝿起ࡏࡉる㸬୍᪉，低温ഃの相㌿⛣にకい，

ス࣌ࣝࢺࢡの⥺ᖜがᛴ⃭にᗈがる㸬ࡇ，ࡣࢀࡇの温ᗘにおい࡚☢Ẽ⛛ᗎがᙧᡂࢀࡉたࡇと

とᑐᛂࡋ，核スࣆン-格子⦆࿴⋡ 1/T1がࡇの温ᗘ࡛ᴟ大をࡇࡘࡶとと▩┪࡞ࡋい㸬発表当᪥

⋠ン-格子⦆࿴ࣆ核ス，ࣝࢺࢡNMR ス࣌，ࡣ 1/T1，スࣆン-スࣆン⦆࿴⋡ 1/T2のゎᯒ⤖ᯝを

報告ࡽࢀࡇ，ࡋの⤖ᯝࡽ࠿，ᇶᗏ状ែにおける電Ⲵ・☢Ẽ⛛ᗎ㓄ิにࡘい࡚㆟ㄽするணᐃ

 る㸬࠶࡛
[1] ᑠᯘៅኴ㑻 ௚，第 11 回 LTM 講演会・研究交流会(2013) 
 
3�� ⛛ᗎᆺ 5H23ᵓ㐀ࢆ᭷ࡿࡍ MIINIVF6 (N=Zr, Hf)ࡢ��

ከᙬ࡞≀ᛶ�
✄┒ ᶞ, 田ཱྀ ⠜ྐ, ᳜田 ᾈ᫂, 㐨ᒸ ༓ᇛ, 吉ᮧ ୍Ⰻ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 金相学研究ᐊ 
E-mail㸸inamori@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 3d 㑄⛣金ᒓࢵࣇ化物 MIINIVF6 ᗎᆺ⛛ࡣ ReO3 構㐀をとる㸬ࡇの構㐀ࡣᅗ 1 のよ࠺にࣈࢲ

構㐀のࢺ࢖ス࢝ࣈࣟ࣌ࣝ A2BMF6 ࡽ࠿ A 格ࡵいたࡁり，㝽㛫が大࠶の࡛ࡶを㝖いたࢺ࢖ࢧ

子がṍࡸࡳすい㸬ࡲた，MII ーࣞࢺスࣛࣇンがᗄఱ学ⓗࣆおり，ス࡛ࢇ㠃ᚰ❧᪉格子に୪ࡣ

ࡣ࡚ࡋに，MIIとࡽࡉいる㸬࡚ࢀࡽ࠼Ẽ⛛ᗎのᙧᡂがᢚ☢ࡵンを᭷するたࣙࢩ Ti2+ࡽ࠿ Zn2+

の࡛ࡲ 9 ㌶㐨状ែの㐪いによる物性のẚ㍑がᗈ⠊ᅖ，[2 ,1]ࡁとが࡛ࡇンをとる࢜࢖のࡶ✀

にࢃた࠶࡛⬟ྍ࡚ࡗる㸬௨ୖのよ࠺に，ᮏ系࡛ࡣ格子の୙安ᐃ性・スࣆンのࣛࣇスࣞࢺー

るとࡁ物性を系⤫ⓗに研究࡛࡞た୕者の➇ྜ・༠ዌによるከᵝࡗン・㌶㐨の縮㏥といࣙࢩ

ᮇᚅࢀࡉるが，☢性࡝࡞の物性に関する報告ࡣᑡ࡞い㸬 
 ᡃ々ࡣ，ᮏ系にࡘい࡚ከ⤖ᬗヨᩱのྜᡂと物性 ᐃを⾜ࡗた㸬

N=Zr，ࡽ࠿の研究࡛ࡲࢀࡇ の化ྜ物⩌ࡣ㈇ࡲたࡰ࡯ࡣ㞽の Weiss
温ᗘをࡘࡶがࡑの࡯とࡣ࡝ࢇ 2K ௨ୖ࡛ࡣ☢Ẽ⛛ᗎ࡞ࡋいࡇと，

およࡧᵝ々࡞構㐀相㌿⛣を♧すࡇとが᫂࠿ࡽにࡗ࡞た[2]㸬௒回の

発表࡛ࡣ，Zr 系にຍ࡚࠼ Hf 系に関ࡑࡶ࡚ࡋのྜᡂཬࡧ物性にࡘ

い࡚報告するணᐃ࡛࠶る㸬 
[1] V. D. Reinen et al., Z. Anorg. Allg. Chem. 441, 63 (1978). 
[2] 田ཱྀ⠜ྐ ௚, 第 12 回 LTM 講演会・研究交流会 (2014).  ᅗ 1㸬MNF6 の⤖ᬗ構
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3�� ୕ゅ᱁Ꮚ཯ᙉ☢ᛶయ LiAVF6 (S = 1)ྜࡢᡂཬࡧ≀ᛶ 

⠛ཎ⩧ a, ᳜田ᾈ᫂ a, ᯇᑿᬗ b, 金㐨ᾈ୍ b, 㐨ᒸ༓ᇛ a, 吉ᮧ୍Ⰻ a 
aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 金相学研究ᐊ 
bᮾ大物性研 
E-mail㸸s.shinohara@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 ୕ゅ格子཯ᙉ☢性体࡛ࡣ，スࣆンのᗄఱ学ⓗࣛࣇスࣞࢺーࣙࢩンࡽ࠿新ወ࡞ᇶᗏ状ែࡸ

相㌿⛣がᮇᚅࢀࡉる㸬ᡃ々୕ࡣゅ格子཯ᙉ☢性体 LiAMF6 に╔目࡚ࡋ研究を⾜࡚ࡗいる㸬

LiAMF6の A にࡣ 2 ౯の㠀☢性の࢜࢖ンが，M にࡣ 3 ౯の 3d 㑄⛣金ᒓの☢性࢜࢖ンがධる㸬

LiAMF6のከࡣࡃ✵㛫⩌ P-31c をとり，M の୕ゅ格子のᒙとࢀࡑを㝸࡚る A のᒙが交஫に✚

ᒙࡋた஧次ඖⓗ࡞構㐀をとる(ᅗ 1)㸬ࡲた，A とࢺ࢖ࢧ M ࢀンをධ࢜࢖࡞ᵝ々ࡣにࢺ࢖ࢧ

るࡇとが࡛[1]ࡁ ，新た࡞物質ࡸ物性がᮇᚅࢀࡉる㸬࡞ࡋ࠿ࡋがࢵࣇ，ࡽ化物ࡣ✵Ẽとᐜ

᫆に཯ᛂするࡶのがከࡃ，ྜᡂのᅔ㞴ྜࡽ࠿ࡉᡂᡭ法ࡸ物性にࡘい࡚ࡲ࠶り報告࡚ࢀࡉい

 い㸬࡞
LiCdVF6，LiCaVF6，LiSrVF6 ࡣいࡶࢀࡎ㈇の Weiss

温ᗘを♧ࡋ，཯ᙉ☢性ⓗ相஫స用がᨭ㓄ⓗ࡛࠶る㸬ࡇ

Hԋc，ࡣ⋠の低温㒊の☢化ࡽࢀ ࡣ࡛ Curie ⓗ࡞発ᩓを

H//c，ࡋ♧ ࡣのᴟ大の温ᗘࡇᴟ大を♧す㸬ࡣ࡛ A の࢖

࢜ン༙ᚄが大࡞ࡃࡁる࡝࡯低温ഃに⛣動する㸬当᪥ࡣ，

LiCdVF6，LiCaVF6，LiSrVF6 の༢⤖ᬗにࡘい࡚の物性

 ᐃの⤖ᯝを⤂௓ࡋ，㆟ㄽを⾜࠺ணᐃ࡛࠶る㸬 
>�@ $OH[DQGHU $� 0HUNXORY at al�� $FWD &U\VW� & ��� L���L�� ������� 
 
3�� S=1/2 㑄⛣㔠ᒓࢱࢫࣛࢡー୕ゅ᱁Ꮚ☢ᛶయࡢ≀ᛶ研究 

ཎཱྀ♸ဢ a, 㐨ᒸ༓ᇛ a, ᳜田ᾈ᫂ a, 吉ᮧ୍Ⰻ a,b 

aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
bி㒔大学 低温物質科学研究センター 
E-mail㸸chiyuya@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
࠺た分子㌶㐨ୖの୙ᑐ電子が物性を担ࢀࡉ᭷㝈の㑄⛣金ᒓ㛫にᙧᡂࡣスター☢性体ࣛࢡ 

☢性体࡛࠶る㸬≉に୕量体をᇶㄪとࡋた୕ゅ格子☢性体におい࡚，電Ⲵ・格子・スࣆンの

⤖ྜに起ᅉする新ወ࡞電子状ែがᐇ⌧するࡇとが⌮ㄽⓗにணゝ࡚ࢀࡉいる[1,2]㸬 
 ᡃ々࡛ࡲࢀࡇ，ࡣにい࠿ࡘࡃの新ࡋい Mo3 ࡁ࡚ࡗ⾜スター୕ゅ格子☢性体の開発をࣛࢡ

た㸬ձLi2InMo3O8 ࡞ゅ格子にᬑ㐢ⓗ୕，ࡣ࡛ 120r構㐀の☢Ẽ⛛ᗎ状ែ࡛࠶るࡇとを᫂ࡽ

た[3]㸬୍᪉࡛，新物質ղLi2ScMo3O8ࡋに࠿ ，ࡎࡽࢃ関ࡶձとྠᵝの格子を᭷するに，ࡣ࡛

Weiss 温ᗘ-120 K とい࠺ᙉい཯ᙉ☢性相関を᭷࡚ࡋい࡞が0.5，ࡽ K とい࠺低温࡛ࡲ☢Ẽ⛛

ᗎを♧࡞ࡉいスࣆン液体状ែ࡛࠶るࡇとが᫂࠿ࡽにࡗ࡞た[3]㸬ࡲた，新物質࡛࠶るճ

Na3A2(MoO4)2Mo3O8 (A=In, Sc)࡛ྠࡶᵝにスࣆン液体ⓗࡩ࡞るࡲいがほ ࢀࡉた㸬ࡽࡉに，

մZnScMo3O8࡛ࡣᙉ☢性㌿⛣がほ ࢀࡉた㸬ࡲた，Mo の௦ࢃりに Nb ࡛ྠᵝの☢性格子を

ᙧᡂࡋた化ྜ物յNb3Cl8࡛ࡣ 100 K ࡛㠀☢性化する相㌿⛣がほ ࢀࡉた㸬 
スター☢性体ࣛࢡ，ࡣ新ወ物性࡞ࡲࡊࡲࡉたࢀࡉスター☢性体におい࡚ぢฟࣛࢡࡽࢀࡇ

に≉᭷の電Ⲵ・格子・スࣆンの⮬⏤ᗘの➇ྜ・༠ዌຠᯝによ࡚ࡗᘬࡁ起࡚ࢀࡉࡇおり，ࡑ

 る㸬ࢀࡽ࠼⪄いると࡚ࢀࡉ々のᇶᗏ状ែがỴᐃྛ࡚ࡗンスによࣛࣂのࡽࢀ
[1] R. Flint, et al., Physical Review Letter 111, 217201 (2013). [2] G. Chen, et al., arXiv:1504.01396. 
[3] Y. Haraguchi, et al. Physical Review B 92, 014409 (2015). 
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3��トࣞート☢ᛶయࢫࣛࣇᆺ࢔ロࢡロ࢖ࣃ  Cu2(OH)3Clࡢ☢Ẽᵓ㐀ゎᯒ 
佐⸨ ⾗୍D� ᑠ山田 ᫂D� ๓ᕝ ぬD� 㧗ᶫ 弘ᶞD� 㒯᪫ගE 

aி㒔大学 大学㝔人㛫・環境学研究科  
b佐㈡大学 ⌮工学㒊 
E-mail㸸sato.shuichi.68x@st.kyoto-u.ac.jp  
 3d 電子系パ࢔ࣟࢡࣟ࢖ᆺ物質࡛࠶る Cu2(OH)3Cl Cu2+が，ࡣ s=1/2 の量子

スࣆンを持ࡘ཯ᙉ☢性体࡛࠶る㸬ẚ⇕と☢化⋡の⤖ᯝࡽ࠿ TN1=18K と TN2=6.2K ࡛㏲次相

㌿⛣するࡇとが࡚ࡗ࠿ࢃいる㸬≉に TN2<T<TN1 の中㛫相࡛ࡣスࣆン液体状ែがᐇ⌧࡚ࡋい

るとい࠺ᥦ᱌が࠶り⯆࿡を集࡚ࡵいる㸬ࡲた T<TN2 の低温相࡛ࡣ中性子回ᢡのᐇ㦂より㸱

 おりㄽதが⥆い࡚いる㸬࡚ࢀࡉた☢Ẽ構㐀がᥦ᱌ࡗの㐪ࡘ
 ᡃ々ࡣ，核☢Ẽඹ㬆ᐇ㦂(NMR)によりࡇの物質の☢Ẽ状ែを᫂࠿ࡽにするたࡵに研究を

㐍࡚ࡵいる㸬b ㍈᪉ྥに☢ሙを࠿けた低温相の NMR ス࣌ࡣࣝࢺࢡ 3 ᮏのࣆーࢡを持ࡕ，

⤖ᬗ構㐀とẚ࡚࡭ᑐ⛠性がୗが࡚ࡗい࡞いࡇとࡽ࠿，k=0 の᪤⣙表⌧ǻ㸯࡛グ㏙ࢀࡉる構㐀

のྍ⬟性の中࡛ࡇた㸦ᅗ㸯㸧㸬ࡗ࠿ࢃとがࡇる࠶࡛ NMR
ス࣌ࣝࢺࢡをㄝ࡛᫂ࡁる構㐀࣓ࢦ࢝ࡣ㠃ෆが⛛ᗎ化ࡋ，

た中㛫相のࡲる㸬࠶い構㐀࡛ࡉンがᑠࣆ㠃㛫のス࣓ࢦ࢝

NMR ス࣌ࡣࣝࢺࢡ᪤⣙表⌧ǻ㸯とǻ㸱がඹᏑ࡚ࡋいると⪃

の構㐀の構㐀ᅉ子ࡇた㸬ࡗ࠿ࢃとがࡇるࡁるとㄝ࡛᫂࠼

いとい࡞ࢀࡉ がほࢡーࣆࢢࢵࣛࣈ中性子回ᢡの，ࡽ࠿

 る㸬ࡁㄝ࡛᫂ࡶᐇ㦂⤖ᯝ࠺
                        ᅗ㸯 低温相の NMR ス࣌ࣝࢺࢡ�
 
3�� ⇕ఏᑟ⋡ ᐃࡿࡼ࡟㔞Ꮚࣆࢫンᾮయ Pr2Zr2O7୰࢛ࣇࡢトンບ㉳ࡢほ  
ᑎ⃝大ᶞ a，大す隆ྐ a， 山ୗ༟ஓ a，ᖖ┙Ḡᩥ b，宇田ᕝᑗᩥ c，木ᮧ健ኴ d， 

0DULR +DOLPe，中㎷▱ f，ᑎᔱᏕோ b，ⰪෆᏕ⚞ fᯇ田♸ྖ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
bி㒔大学 低温物質科学研究センター 
c学⩦㝔大学 ⌮学㒊 物⌮学科 
d大㜰大学 ᇶ♏工学研究科 

eᮾி大学 物性研究所 新物質科学研究㒊門 

fᮾி大学大学㝔 新㡿ᇦ๰ᡂ科学研究科 物質系専ᨷ 

E-mail : terazawa@scphys.kyoto-u.ac.jp 
㏆年，パ࢔ࣟࢡࣟ࢖格子ୖ࡛ᐇ⌧するᗄఱ学ⓗࣛࣇスࣞࢺーࣙࢩンに起ᅉࡋたᵝ々࡞物

⌮⌧㇟がὀ目を集࡚ࡵいる㸬ࡶ࡛࠿࡞，Ho2Ti2O7 ࡸ Dy2Ti2O7 Ẽࣔー࣓ン☢࡛ࡲᴟ低温，ࡣ

ྂࠕたࡋ⤖ス状ែに෾࢖࢔ンࣆス，ࡋᕧどⓗにᇶᗏ状ែが縮㏥，ࡎࡉ♧が㛗㊥㞳⛛ᗎをࢺ

඾スࣆン࢖࢔スࠖがᐇ⌧࡚ࡋいると⪃࡚ࢀࡽ࠼いる㸬 
୍᪉，量子スࣆン࢖࢔ス Pr2Zr2O7 ࡛ࡲ中性子ᩓ஘ᐇ㦂[1]により，ᴟ低温ࡸẚ⇕ ᐃ，ࡣ

スࣆンが෾⤖ࡎࡏ，量子ᦂࡂࡽの発㐩ࡋたࠕスࣆン液体状ែࠖがᐇ⌧࡚ࡋいると⪃ࢀࡽ࠼

࡚いる㸬ࡑのよ࡞࠺量子ᦂࡂࡽによ࡚ࡗ，スࣆン࢖࢔ス中の素ບ起࡛࠶る࣏ࣔࣀーࣝがኚ

化をཷけ，ࣂンࢻ分ᩓをࡘࡶ量子࣏ࣔࣀーࣝが発⏕するྍ⬟性ࢠ，ࡸャࣞࣉࢵスࢺ࢛ࣇ࡞

ンບ起が発⏕するྍ⬟性ࡶ⌮ㄽⓗに♧၀࡚ࢀࡉいる[2]㸬 
௒回ᡃ々ࡇࡣの系の素ບ起の性質を研究するたࡵに，低࢚ࢠࣝࢿーの‽⢏子ບ起にᩄឤ

の⤖ᯝ，200 mKࡑた㸬ࡗ⾜る⇕ఏᑟ⋡ ᐃ(Q // [1,-1,0], B // [1,1,1])を࠶࡛ࣈーࣟࣉ࡞ ௨ୗ

 い࡚報告する㸬ࡘにࢀࡑたの࡛ࡋンບ起に起ᅉする⇕ఏᑟᡂ分を᳨ฟࢺ࢛ࣇ࡛
[1] K. Kimura et al., Nature comm. 4, 1934 (2013). 
[2] M. J. P. Gingras and P. A. McClarty, Rep. Prog. Phys. ��, 056501 (2014). 
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3�� ☢Ẽトࣝࢡ ᐃ࡛ࡓࡳ <%D2&X32��Gࡢ��ᨃࣉࢵࣕࢠ状ែ࡟

 ࢀ◚ࡢᅇ㌿ᑐ⛠ᛶࡿࡅ࠾

佐⸨ 㞝㈗ a, ୗ山 ♸௓ a, ➟ཎ ᡂ a, ➟ཎ ⿱୍ a, 
Ⱚෆ Ꮥ⚞ b, すᔘ ↷࿴ c,ᯇ田 ♸ྖ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
bᮾி大学 新㡿ᇦ๰ᡂ科学研究科 物質系専ᨷ 
c஑ᕞ⏘業大学 工学㒊 電Ẽ᝟報工学科 
E-mail㸸sato.yuki.27m@st.kyoto-u.ac.jp 
 㖡㓟化物超ఏᑟ体に≉ᚩⓗ࡞⌧㇟の୍ࡘと࡚ࡋ, 超ఏᑟ㌿⛣温ᗘ Tc よりࡶ㧗い温ᗘ࡛࠶

る T*ࢠࣝࢿ࢚ࡽ࠿ーࢠャࣉࢵが開ࡁጞࡵるᨃࢠャࣉࢵ⌧㇟が࠶る. ࡇの⌧㇟ࡣ㛗ࡃㄽதの

ⓗと࡚ࡗ࡞おり, 超ఏᑟ࡝࡞の๓㥑⌧㇟ࡔと⌮ゎするࣟࢡス࢜ーࣂーの❧ሙࡸ, ᨃࢠャࢵ

力学量 ᐃによる相㌿⇕ ,ࡋ࠿ࡋ .る࠶とする相㌿⛣の❧ሙがࡔの⛛ᗎ相࠿ࡽ状ែをఱࣉ

⛣のドᣐを┤᥋♧す研究⤖ᯝࡣいࡔࡲ報告࡚ࢀࡉい࡞い.  
 ᮏ研究࡛ࡣ YBa2Cu3O7-Gの⣧Ⰻ༢⤖ᬗにᑐ࡚ࡋ, ࢝ンࣂࣞࢳーᆺ☢Ẽࢡࣝࢺィを用いたᖖ

☢性☢化⋡の ab 㠃ෆの☢Ẽ␗᪉性に関する⢭ᐦ ᐃを, Tc ௨ୖのᖖఏᑟ状ែにࡘい࡚⾜ࡗ

た. ☢Ẽࡣࢡࣝࢺ☢化⋡の␗᪉性とᐦ᥋に関係する⇕力学量࡛࠶るたࡵ, ☢Ẽࢡࣝࢺ ᐃ

るのに᭷ຠ࡭相㌿⛣の᭷↓をㄪ ,ࡸ状ែにおける電子系の回㌿ᑐ⛠性のኚ化ࣉࢵャࢠᨃࡣ

る.  ᐃの⤖ᯝ, ☢Ẽ␗᪉性が࠶ᡭ法࡛࡞ T*࡛ᢡࢀ᭤がりをకい, 低温にྥ࡚ࡗ࠿ቑ大す

る᣺る⯙いがほ ࢀࡉた. ࡣࢀࡇᨃࢠャࣉࢵ状ែが電子系の 2 回回㌿ᑐ⛠性によ࡚ࡗ≉ᚩ

௜けࢀࡽる, ⛛ᗎ相࡛࠶るࡇとを♧၀するࡶの࡛࠶る.�
 
3�� ⇕ఏᑟ⋡ ᐃࡿࡼ࡟ CeCu2Si2ࡢ㉸ఏᑟࣉࢵࣕࢠᵓ㐀ゎ᫂ 
大す 隆ྐ a，ᑎ⃝ 大ᶞ a，山ୗ ༟ஓ a，ᖖ┙ Ḡᩥ b，ᶲ㧗 ಇ୍㑻 c， 
ᴬཎ ಇ㑻 c，H.S.JEEVAN d，C.GEIBEL d，M. Konczykowski e， 
ⰾ㈡ ⰾ⠊ f，水ୖ 㞝ኴ g，Ⱚෆ Ꮥ⚞ g，ᑎᔱ Ꮥோ b，ᯇ田 ♸ྖ a 
aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝， 
bி㒔大学 低温物質科学研究センター，cᮾி大学 物性研究所， 
d࣐ࢡࢵス・ࣛࣉンࢡ研究所，eEcole Polytechnique， 
f᪥ᮏཎ子力研究開発機構，gᮾி大学 大学㝔 新㡿ᇦ๰ᡂ科学研究科 
E-mail㸸onishi.takafumi.38u@st.kyoto-u.ac.jp 

CeCu2Si2ࡣ 1979 年に発ぢࢀࡉたึの重い電子系超ఏᑟ体࡛࠶る㸬௨㝆，⌧在ᩘ࡛ࡲከࡃ

の重い電子系超ఏᑟ体が発ぢ࡚ࢀࡉおり，ࡽࢀࡇの物質࡛ࡣᙉいࢡーࣟン᩺力のࡶと࡛超

ఏᑟᑐᙧᡂが起ࡇるたࡵ，୍⯡に㠀ᚑ᮶ᆺの␗᪉ⓗ࡞超ఏᑟࢠャࣉࢵをࡘࡶと⪃࡚ࢀࡽ࠼

⋠核☢Ẽ⦆࿴ࡣた㸬CeCu2Si2におい࡚ࡁ 1/T1が T3にẚ౛ࡋた温ᗘ౫Ꮡ性を♧すࡇと࡝࡞が

ほ ࡚ࢀࡉおり，ࣛ࢖ンࣀーࢻを持ࡗた d Ἴ超ఏᑟ体࡛࠶ると⪃ࡁ࡚ࢀࡽ࠼た㸬ࡋ࠿ࡋ㏆

年，ᴟ低温におけるẚ⇕のᣦᩘ関ᩘⓗ࡞温ᗘ౫Ꮡ性がほ ࡚ࢀࡉおり，ࣀーࢻを持た࡞い

 いる㸬࡚ࢀࡉとが♧၀ࡇる࠶超ఏᑟ体࡛ࣉࢵャࢠࣝࣇ
ᡃ々ࡣ㍍いࣂンࢻにおける低࢚ࢠࣝࢿーບ起をᩄឤに᳨ฟ࡛ࡁる⇕ఏᑟ⋡ ᐃにより，

CeCu2Si2の超ఏᑟࢠャࣉࢵ構㐀の研究を⾜ࡁ࡚ࡗた㸬≉に，B // [001]，Q // [100]࡛のᴟ低

温における⇕ఏᑟ⋡の☢ሙ౫Ꮡ性におい࡚，ࢠࣝࣇャࣉࢵ超ఏᑟ体に≉ᚩⓗ࡞ᣦᩘ関ᩘⓗ

，い࡚の ᐃによりࡘたヨᩱにࡋた，電子⥺↷ᑕによりḞ㝗をᑟධࡲた㸬ࡋ ᣺⯙いをほ࡞

CeCu2Si2がࢠࣝࣇャࣉࢵ超ఏᑟ体࡛࠶るといࡇ࠺とを♧す⤖ᯝࡶ得ࢀࡽた㸬 
[1] F. Steglich et al., Phys. Rev. Lett. 43, 1892 (1979). 
[2] Y. Kitaoka et al., J. Phys. Soc. Jpn. 55, 723 (1986). 
[3] S. Kittaka et al., Phys. Rev. Lett. 112, 067002 (2014). 
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3�� 㔜࠸㟁Ꮚ⣔໬ྜ≀ CeCoIn5 ࢚ࡢ⭷ⷧࣝࣕࢩ࢟ࢱࣆ STM/STS  ᐃ 

㫽஭ 㝧ᖹ a, ⰼᒸ ὒ♸ a, ⥥重 㐩ဢ a, ᡂሯ ᨻ⿱ a, ➟ཎ ᡂ a, ➟ཎ ⿱୍ a, ᯇ田 ♸ྖ a, 
ᑎᔱ Ꮥோ b 
aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
bி㒔大学 低温物質科学研究センター 
E-mail㸸torii.yohei.86v@st.kyoto-u.ac.jp 
ᒙ状化ྜ物 CeCoIn5 2/((，ࡋ低温におい࡚重い電子状ែをᙧᡂࡣ 状ែࡸ

量子⮫⏺⌧㇟࡝࡞のከᙬ࡞物性を♧すࡇとࡽ࠿㠀ᖖに⯆࿡が持た࡚ࢀい

る㸬ࡋ࠺ࡇた≉␗࡞電子状ែをヲ⣽にゎ᫂するᙉ力࡞ᡭ法の୍ࡘに㉮ᰝࢺンࣝࢿ顕ᚤ㙾法

�分ග法㸦670�676㸧が࠶る㸬  
ᡃ々ࡣ分子⥺࢚ࣆタキࢩー法を用い࡚స〇ࡋた CeCoIn5 の࢚ࣆタキࢩャࣝⷧ⭷を大Ẽᭀ

㟢するࡇとࡃ࡞㉮ᰝࢺンࣝࢿᆺ顕ᚤ㙾࡛ほ するࢩスࢸ

ムを❧ࡆୖࡕ，ᅗ 1 に♧すよ࡞࠺୙⣧物࿘りの‽⢏子ᖸ

΅による状ែᐦᗘの͆Ἴ⣠͇が☜ㄆ࡛ࡁる࡝࡯の㧗い分

ゎ⬟࡛の表㠃状ែのほᐹࡸ，ఏᑟ電子と㹤電子のΰᡂに

కࣈ࢖ࣁ࠺リࢮ࢖ࢲーࣙࢩンࢠャࢠࣝࢿ࢚ࡸࣉࢵースࢣ

ーࣝ 600 ȝV ௨ୗの超ఏᑟࢠャࣉࢵの構㐀がぢ࠼る࡝࡯

の㧗࢚ࢠࣝࢿー分ゎ⬟の ᐃをྍ⬟にࡋた㸬ࡽࡉに，

͆分ග࣓࢖ーࢪンࢢ STM͇を⾜ࡇ࠺と࡛，୙⣧物࿘りࡸ

༢఩⬊ス࡝࡞ࣉࢵࢸの構㐀にと࠺࡞ࡶ電子状ែのኚ化を

ᐇ✵㛫，およࡧἼᩘ✵㛫におい࡚超㧗分ゎ⬟࡛ヲ⣽にᤊ

 た㸬ࡁとが࡛ࡇる࠼

 

3�� %L62⣔㉸ఏᑟయ 1G20��1)0�29%L62ࡿࡅ࠾࡟⇕ఏᑟ⋡ ᐃ 
山ୗ༟ஓ a, ᖖ┙Ḡᩥ b, ᑎ⃝大ᶞ a, 㛗ᑿ㞞๎ c, ⥥ᡴᩄྖ c, 田中ຌ c,  
ᑎᔱᏕோ b, ᯇ田♸ྖ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
bி㒔大学 低温物質科学研究センター 
c山᲍大学 ࢡリスタࣝ科学研究センター 
E-mail㸸t.yamashita@scphys.kyoto-u.ac.jp 
 ᭱㏆発ぢࢀࡉたBiS2ᒙを᭷する新つ超ఏᑟ体Bi4O4S3およࡧLn(O,F)BiS2(Ln = ࣛンタࢻ࢖ࣀ) [1,2]
超ఏᑟ，ࡣ BiS2 ᒙと，⤯⦕ࢡࢵࣟࣈᒙが交஫に✚ᒙࡋたᒙ状構㐀を᭷࡚ࡋいる㸬௒回ᡃ々が用いた

Nd(O,F)BiS2ࡣ，OをF࡛⨨᥮ࡋBiS2ᒙに電子ࢻーࣉするࡇと࡛超ఏᑟ(Tc ~ 5 K)が発⌧する㸬BiS2系

超ఏᑟ体の電子構㐀の≉ᚩとࡇ，࡚ࡋの系ࡣ஧次ඖⓗ࡞෇⟄状の࣑࢙ࣝࣇ㠃を持ࡕ，T = (S,S,0)のࢿ

ス࢕ࢸンࢢがᏑ在するࡇとが♧၀࡚ࢀࡉいる[3]㸬ࡇのよ࡞࠺≉ᚩࡣ，㖡㓟化物㧗温超ఏᑟ体ࡸ㕲系

超ఏᑟ体と㢮ఝ࡚ࡋいるࡇとࡽ࠿㠀ᚑ᮶ᆺ超ఏᑟが発⌧するྍ⬟性がᣦ᦬࡚ࢀࡉおり[3]，㠀ᖖに⯆

࿡が持た࡚ࢀいる㸬ࡋたがࡇ，࡚ࡗの系における超ఏᑟ発⌧機構をゎ᫂する࡛࠼࠺，超ఏᑟࢠャࢵ

ᕼ㔘冷෾機を用い࡚，༢⤖ᬗࡣる㸬௒回ᡃ々࠶㠀ᖖに重要࡛ࡣとࡇにする࠿ࡽ構㐀を᫂ࣉ

NdO0.71F0.29BiS2の⇕ఏᑟ⋡ ᐃ(⇕流: ab㠃ෆ，☢ሙ: c㍈ᖹ⾜)を100 mKのᴟ低温ࡗ࡞⾜࡛ࡲた㸬⇕

ఏᑟ⋡ ᐃࡣ低࢚ࢠࣝࢿーの‽⢏子ບ起に㠀ᖖにᩄឤ࡛࠶り，超ఏᑟᑐ⛠性を㆟ㄽするୖ࡛ᙉ力࡞

 ほࡣሙにおける，⤯ᑐ㞽ᗘᴟ㝈のṧ␃⇕ఏᑟ⋡N0/T(H = 0 T)☢ࣟࢮ，る㸬 ᐃの⤖ᯝ࠶࡛ࣈーࣟࣉ

た，ṧ␃⇕ఏᑟ⋡の☢ሙ౫Ꮡ性N0(H)/Tࡲた㸬ࡗ࠿࡞ࢀࡉ ୗฝの࡞超ఏᑟ࡛≉ᚩⓗࣉࢵャࢠࣝࣇ，ࡣ

☢ሙ౫Ꮡ性をࡏࡳた㸬ࡽࡉに，ᑐ◚ቯຠᯝを௚の超ఏᑟ体とẚ㍑ࡋた⤖ᯝ，㏻ᖖの s Ἴᑐ⛠性をࡶ

ࢠの系における超ఏᑟࡇ，た㸬௨ୖの⤖ᯝࡗ࡞に࠿ࡽとが᫂ࡇ超ఏᑟ体とྠᵝの᣺る⯙いを♧すࡘ

ャࣉࢵ構㐀ࡣ，㏻ᖖのࢠࣝࣇャࣉࢵ sἼ࡛࠶るࡇとが♧၀ࢀࡉる㸬 
[1] Y. Mizuguchi et al., Phys. Rev. B 8�, 220510 (2012). 
[2] Y. Mizuguchi et al., J. Phys. Soc. Jpn. 81, 114725 (2012). 
[3]H. Usui et al., Phys. Rev. B 8�, 220501 (2012). 
 

 
ᅗ 1 CeCoIn5ⷧ⭷のࣇࣛࢢ࣏ࢺീ

2.0nm
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3�� 㔜࠸㟁Ꮚ⣔ࢻࢵࣜࣈ࢖ࣁ㉸᱁Ꮚ CeRhIn5/CeCoIn5ࡿࡅ࠾࡟㍺㏦特ᛶ 

▼஭ᬛ大a� ᡞ田⍅ኴ㑻 a�㫽஭㝧ᖹ a �ᡂሯᨻ⿱ a� ୗ⃝㞞᫂ b�  

➟ཎᡂ a� ᖖ┙Ḡᩥ c� ➟ཎ⿱୍ D� ⰪෆᏕ⚞ d� ᑎᔱᏕோ c� ᯇ田♸ྖ a 

aி大㝔⌮� bᮾ大物性研� cி大低温セ� dᮾ大新㡿ᇦ 

E-mail㸸ishii.t@scphys.kyoto-u.ac.jp 
㖡㓟化物超ఏᑟ体，㕲系超ఏᑟ体，重い電子系超ఏᑟ体࡝࡞のከࡃ

のᙉ相関電子系物質࡛ࡣ超ఏᑟ相が☢性相の㏆ഐ࡛ほ ࡚ࢀࡉいる㸬

の物質におい࡚཯ᙉ☢性相と超ఏᑟ相のඹᏑ状ࡽࢀࡇࡣた㏆年࡛ࡲ

ែが☜ㄆ࡚ࢀࡉおり，超ఏᑟと཯ᙉ☢性⛛ᗎࡣᐦ᥋に関係࡚ࡋいる

と⪃࡚ࢀࡽ࠼いる㸬࡞ࡋ࠿ࡋがࡽ超ఏᑟと཯ᙉ☢性⛛ᗎの相஫関係

い࡚ࡗ࡞とࡘー࣐の୍ࢸ研究࡞ᙉ相関電子系におい࡚中ᚰⓗ，ࡎࡽお࡚ࡗ࡞に࠿ࡽ᫂ࡣ

る㸬 

ᮏ研究࡛ࡣ཯ᙉ☢性⛛ᗎと超ఏᑟの相஫関係を᫂࠿ࡽにするたࡵに，重い電子系超ఏ

ᑟ体 CeCoIn5 (Tc = 2.3K)ཬࡧ重い電子系཯ᙉ☢性体 CeRhIn5 (TN ~ 3.8K)を交஫に✚ᒙࡏࡉ

た人工超格子�ࣈ࢖ࣁリࢺࢵ超格子�をస〇ࡋた㸬CeRhIn5/CeCoIn5 人工超格子࡛ࡣ超ఏᑟ

と཯ᙉ☢性⛛ᗎのඹᏑ状ែを人工ⓗに๰りฟࡲ，ࡋたྛᒙのᒙᩘをኚ化ࡏࡉるࡇと࡛཯

ᙉ☢性⛛ᗎと超ఏᑟの相஫関係を系⤫ⓗにホ౯するࡇとが࡛ࡁると⪃ࢀࡽ࠼る㸬 

స〇ࡋた CeRhIn5/CeCoIn5 人工超格子にࡘい࡚཯ᑕ㧗㏿電子⥺回ᢡ(RHEED)と X ⥺回

ᢡを用いたホ౯を⾜ࡗた⤖ᯝ，ࡇの超格子がཎ子ᒙࣞ࣋ࣝのᖹᆠ性を持ࡗた࢚ࣆタキࢩ

ャࣝ⭷࡛࠶るࡇとが分ࡗ࠿た㸬ࡲた電Ẽ᢬ᢠ⋡の温ᗘ౫Ꮡ性࡛ࡣ཯ᙉ☢性㌿⛣(TN ~ 
2.7K) に⏤᮶すると⪃ࢀࡽ࠼るኚ᭤Ⅼཬࡧ超ఏᑟ㌿⛣(Tc ~ 1.5K)がほ ࡛ࡁた㸬ࡇの⤖ᯝ

る㸬ࢀࡽ࠼⪄たとࡋ超格子のస〇にᡂຌࢺࢵリࣈ࢖ࣁたࡋ཯ᙉ☢性相と超ఏᑟ相がඹᏑ，ࡽ࠿

当᪥ࡣヲ⣽࡞ᐇ㦂⤖ᯝを用い࡚☢性と超ఏᑟにࡘい࡚㆟ㄽ࡚ࡋいࡃ㸬  
 

3�� 㔜࠸㟁Ꮚ⣔ேᕤ㉸᱁Ꮚ CeCoIn5/YbCoIn5ࡢ࡬ NMRࡢᛂ⏝ 

山中 隆義 a, ୗ⃝ 㞞᫂ b, 㐲⸨ ൉ኴ a, 水ୖ 㞝ኴ c, Ⱚෆ Ꮥ⚞ a, c ,  
᏷ᡞ ᐶ᫂ d, ᑎᔱ Ꮥோ e, ᯇ田 ♸ྖ a,▼田 ᠇஧ a 
aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
bᮾி大学 物性研究所， cᮾி大学 新㡿ᇦ๰ᡂ科学研究科 
d大㜰ᗓ❧大 工学研究科 電子・ᩘ物系専ᨷ 量子物性 研究ࣝࢢーࣉ 
eி㒔大学 低温物質科学研究センター 
E-mail㸸t-yamanaka@scphys.kyoto-u.ac.jp 
 ㏆年の〇⭷ᢏ⾡の発㐩により，重い電子系化ྜ物と㏻ᖖ金ᒓを༢఩格子にᩘ࡚ࡋᒙࡘࡎ

✚ᒙࡋた重い電子系人工超格子がᐇ⌧ࡋ，新た࡞研究㡿ᇦが開ᣅࢀࡉた[1, 2]㸬超格子の≉

ᚩⓗ࡞構㐀2，ࡽ࠿ 次ඖ化ࡸ㏆᥋ຠᯝ，ࢡࢵࣟࣈᒙ㛫の⏺㠃のຠᯝ࡝࡞が⌧ࢀるとᮇᚅ࡛

ᐜ࡛᫆ࡣとࡇる࡭状ែを分け࡚ㄪ࡞㠃における電子ⓗ・☢Ẽⓗ⏺ࡸᒙࢡࢵࣟࣈྛ，るがࡁ

る核☢Ẽඹ㬆(NMR)法を重い電子系超ఏᑟ体࠶ᐃᡭẁ࡛ ࡞ᚤどⓗࡣᡃ々࡛ࡇࡑい㸬࡞ࡣ

CeCoIn5 と㏻ᖖ金ᒓ YbCoIn5 電子ⓗ・☢Ẽⓗ性質の࡞ヲ⣽，ࡋる人工超格子にᛂ用࡞ࡽ࠿

 ᐃをᐇ⌧ࡋた[3]㸬⤖ᯝ，Yb る࠶㏻ᖖ金ᒓ࡛࡚ࡋ౫↛とࡶ超格子におい࡚ࡣᒙࢡࢵࣟࣈ

Ce，ࡸとࡇ ࢡࣝࣂ，ࡣᒙ࡛ࢡࢵࣟࣈ CeCoIn5 ࡛ᙉࢀ⌧ࡃる཯ᙉ☢性ᦂࡂࡽがᢚ制࡚ࢀࡉお

り，ࢀࡇが⏺㠃⏤᮶のຠᯝ࡛࠶るࡇと࠿ࡽ࡛᫂ࡲにࡋた㸬 
発表࡛ࡣ，ୖグのᐇ㦂⤖ᯝのヲ⣽を⤂௓ࡋ，ᮏ研究࡛ NMR が࡝のよ࡞࠺ཎ⌮࡛᭷ຠに

ά用࡛ࡁたのࡲ，࠿た௚の超格子・⏺㠃物性研究࡬のᛂ用ྍ⬟ࡶ࠿㆟ㄽする㸬 
[1] H. Shishido, et al., Science 32�, 980(2010). [2] Y. Mizukami, et al., Nat. Phys. �, 849(2011).  
[3] T. Yamanaka et al., Phys. Rev. B 92, 241105(R) (2015). 
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3�� ᰾☢Ẽඹ㬆ἲࡓ࠸⏝ࢆ㔠ᒓࢼノ⢏Ꮚࡢ研究 

すᐑ 大㍜ a, ▼田 ᠇஧ a, ┿◁ ┿全 a, ໭ᕝ ᏹ b, ⲡ田 ᗣᖹ b 
aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
bி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 固体物性化学研究ᐊ 
E-mail㸸d.nishimiya@scphys.kyoto-u.ac.jp                    
 金ᒓを࡛ࡲࢬ࢖ࢧࣀࢼᑠࡃࡉすると㏻ᖖのࢬ࢖ࢧと࡞␗ࡣる物性

を♧すࡇとがඛ⾜研究ࡽ࠿ᣦ᦬࡚ࢀࡉいる㸬ࡋ࠿ࡋ，௨๓のࣀࢼ⢏

子の研究࡛ࡑࡣの表㠃✚が大ࡁいがᨾに㓟化による物性のኚ化が大࡞ࡁㄢ㢟と࡚ࡗ࡞いた㸬

とがྍࡇ保ㆤするࡽ࠿⢏子を㓟化ࣀࢼと࡛ࡇ࠺⢏子の࿘ᅖを᭷機物質࡛そࡣ在⌧，ࡋ࠿ࡋ

⬟とࡗ࡞た㸬ࡲた，2013 年にࡣᚑ᮶のࡣ࡛ࢬ࢖ࢧࢡࣝࣂභ᪉᭱ᐦ඘ሸ構㐀(hcp)のࡳをとる

ࢼ，࡝࡞る[1]ࢀࡉとが発ぢࡇ࠺るといྲྀࡶ㠃ᚰ❧᪉構㐀(fcc)ࡣ࡛ࢬ࢖ࢧࣀࢼウムがࢽࢸࣝ

 る㸬࠶るవᆅが࡞更ࡣ⢏子の研究にࣀ
 ᮏ研究࡛ࡣ hcp・fcc 構㐀の Ru ☢核☢Ẽඹ㬆(NMR)法を用い࡚㠀，ࡋ⢏子をᑐ㇟とࣀࢼ

性ࣀࢼ⢏子の☢Ẽ状ែと，ࡑの表㠃状ែࡸ電子状ែをㄪ࡭るࡇとを目ⓗに研究を⾜ࡗた㸬 
の⤖ᯝ，Ruࡑ  ，るࢀࡽ࠼⪄の分ᕸに起ᅉするとࡉࡁ電ሙ໙㓄の大࡞ᒁ所ⓗࡣ⢏子࡛ࣀࢼ

㏻ᖖのࢡࣝࣂと࡞␗ࡣる NMR ス࣌ࣝࢺࢡがほ ࢀࡉた㸬ࡽࡉに⦆࿴⋡ 1/T1  ᐃにより，

ᖖ☢性体࡛࠶るࣝࢽࢸウムが低温㡿ᇦ࡛ࡣ཯ᙉ☢性ⓗᦂࡂࡽを持ࡇ，ࡕのᦂࡂࡽの大ࡉࡁ

が⢏ᚄ౫Ꮡ性を持ࡘといࡇ࠺と࠿ࡽ᫂ࡶにࡗ࡞た㸬 
[1]K. Kusada et al., J. AM. Chem. Soc., 2013, 135, 5493-5496. 
�
3�� ༙ᩚᩘ㔞Ꮚ᳨ࢻ࢖ࢯࢡࣛࣇฟࡢࡵࡓࡢ Sr2RuO4ᚤᑠࣜンࢢ 

 ᣺ືᐇ㦂ࢫࢡーࣃトࣝࣜࡓ࠸⏝ࢆ 

  

安஭ຬẼ a, Kaveh Lahabib, 中ᮧ᭷ᚿ b, Muhammad Shahbaz Anwara, 
⡿⃝㐍࿃ a, ᑎᔱᏕோ c, Jan Aartsb, ๓㔝ᝋ㍤ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
b Kamerlingh Onnes Laboratory, Leiden University,  cி㒔大学 低温物質科学研究センター 
E-mail㸸y-yasui@scphys.kyoto-u.ac.jp 
 Sr2RuO4 ーパーᑐࢡのࡑ，おり࡚ࢀࡉン୕重㡯超ఏᑟ体と☜ᐇどࣆスࡽ࠿のᐇ㦂ࡃከࡣ

のスࣆン状ែࡣȁ՛՛ۧとȁ՝՝ۧの重ࡏࢃྜࡡの equal spin pairing (ESP) 状ែ࡛࠶ると⪃࡚ࢀࡽ࠼

いる[1]㸬୍⯡ⓗに超ఏᑟ体࡛ࡣ，Ἴ動関ᩘの୍౯性のたࡵにࡣࢻ࢖ࢯࢡࣛࣇ☢᮰量子߶଴࡛
量子化ࢀࡉる (integer-quantum fluxoid, IQF)㸬୍᪉，スࣆン୕重㡯 ESP 超ఏᑟ体࡛ࡣἼ動関

ᩘに⮬⏤ᗘが㸰࠶ࡘるࡇとࡣࢻ࢖ࢯࢡࣛࣇ，ࡽ࠿☢᮰量子の༙ᩚᩘಸの್をྲྀるࡇとがチ

 る (half-quantum fluxoid, HQF)㸬ࢀࡉ
ᡃ々ࡣ㍺㏦≉性ࡽ࠿ HQF をほ するࡇとを目ᣦ࡚ࡋいる㸬

Sr2RuO4，࡛ࡇࡑ ᚤᑠリンࢢをస〇ࡋ(ᅗ㸯)，☢Ẽ᢬ᢠを ᐃࡋ

た㸬ࡇの☢Ẽ᢬ᢠ ᐃ࡛得ࢀࡽた᣺動ࡣ⌮ㄽࡽ࠿ண᝿ࢀࡉるࡶ

のとよ࡚ࡋ⮴୍ࡃおり，IQF のほ にᡂຌࡋたࡶのと⪃࠼る㸬

⌧在ࡣ更࡞る ᐃを㐍ࡵ，HQF のᐇ⌧を目ᣦ࡚ࡋいる㸬 
[1] Y. Maeno et al., J. Phys. Soc. Jpn. 81, 011009 (2012). 

  

ᅗ � ி㒔大学低温セン

ター࡛స〇ࡋた Sr2RuO4

ᚤᑠリンࢢ㸬 
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3��㉁≀ࡘࡶࢆᵓ㐀࣒࢝ࢽࣁ  Li2RuO3࣒࢘ࢳࣜࡿࡅ࠾࡟Ḟᦆࡢᙳ㡪 

ụ田 ᩔಇ, Marco-Polo Jimenez-Segura, ⡿⃝ 㐍࿃, ๓㔝 ᝋ㍤ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
E-mail㸸a.ikeda@scphys.kyoto-u.ac.jp 
 Li2RuO3 ࡣ RuO6 と LiO6 るᒙと࡞ࡽ࠿ Li+の࡞ࡽ࠿ࡳるᒙが交஫

に重ࡗ࡞た構㐀࡛，ࣝࢽࢸウムをྵࡴᒙ࡛ࢽࢸࣝࡣウムཎ子がࣁ

いる㸦ᅗ࡚ࡗム構㐀をస࢝ࢽ 1㸧[1]㸬ࡇの物質の≉ᚩࡣᒙෆの㞄

りྜࢽࢸࣝ࠺ウムཎ子が分子㌶㐨による஧量体をᙧᡂ࡚ࡋいるⅬ

る相㌿ࡏ࡞ࡳ固体・液体㌿⛣ࠖとࠕウム஧量体のࢽࢸࣝ，り࠶࡛

⛣が報告࡚ࢀࡉいる[2]㸬㏆年ᡃ々ࠕ，ࡣ஧量体固体ࠖにおける஧

量体の఩⨨⛛ᗎがࠕ固体・液体㌿⛣ࠖに大ࡃࡁᙳ㡪するࡇとを᫂

 た[3]㸬ࡋに࠿ࡽ
 ஧量体のᙧᡂ࠶るいࡣ⛛ᗎを㏻ࡋた電子-格子相஫స用による新

ወ物性の発⌧がᮇᚅ࡛ࡁるの࡛，ᡃ々ࡇࡣの物質に࣍ーࣝࢻーࣉ

ウムをࢳいる㸬ࣚウ素を用い࡚リ࡚࡭のᙳ㡪をㄪ࡬た㝿の஧量体ࡋ

㒊分ⓗにྲྀり㝖ࡇࡃと࡛，ࣝࢽࢸウムの౯ᩘがኚ化ࡋた Li2-xRuO3 を

⏕ᡂするࡇとにᡂຌࡋた㸬ᮏ発表࡛ࡣリࢳウムḞᦆによる஧量体㌿

⛣のኚ化とᴟ低温࡛の物性にࡘい࡚報告する㸬 
[1] Y. Miura et al., J. Phys. Soc. Jpn. �� (2007) 033705. 
[2] S. A. J. Kimber et al., Phys. Rev. B 89 (2014) 081408. 
[3] M.-P. J.-Segura, A. Ikeda et al., to be published in Phys. Rev. B. 
 

3�� Sr2RuO4ࡢ㉸ఏᑟ状ែࡿࡅ࠾࡟ 17O NMR  ᐃ 

┿◁ 全ᏹ，▼田 ᠇஧，๓㔝 ᝋ㍤ 
ி㒔大学 大学㝔⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
E-mail: manago@scphys.kyoto-u.ac.jp 
 ᒙ状ࣝࢽࢸウム㓟化物超ఏᑟ体 Sr2RuO4 ࣝࣛ࢖࢝，ࡣ࡛ p Ἴスࣆン୕

重㡯超ఏᑟ状ែのᐇ⌧が᭷力ど࡚ࢀࡉおり[1]，ࡑのスࣆン⮬⏤ᗘに起ᅉ

するᵝ々࡞⯆࿡῝い⌧㇟がᮇᚅ࡚ࢀࡉいる㸬࡞ࡋ࠿ࡋがࡽ，㠃ෆ☢ሙによ࡚ࡗ超ఏᑟがᙉ

の超ఏᑟࡇた[2]㸬ࢀࡉとが発ぢࡇるࢀࡉ超ఏᑟが୍次相㌿⛣࡛◚ቯࡣ低温࡛，ࢀࡉᢚ制ࡃ

◚ቯࡣスࣆン୕重㡯ᑐにᇶ࡙いた⌮ㄽⓗᯟ組ࡣ࡛ࡳணぢ࡚ࢀࡉおࡎࡽ，低温㧗☢ሙୗ࡛ࡣ

新ወ࡞ᑐ◚ቯ機構ࡸ超ఏᑟと➇ྜする☢Ẽ相のᏑ在のྍ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡶる㸬ࡽࡉに，スࣆ

ン୍重㡯ᑐにక࠺パウリᖖ☢性ຠᯝがࡑの超ఏᑟᢚ制の起※࡛࠶るとい࠺㆟ㄽ࠶ࡶり，

Sr2RuO4の超ఏᑟᑐ⛠性に関࡚ࡋ᏶全にࡣỴ╔に⮳࡚ࡗい࡞い㸬 
 ᮏ研究࡛ࡣ☢ሙ࡛超ఏᑟがᢚ制ࢀࡉる㡿ᇦの電子状ែのゎ᫂を目ᣦ17，ࡋO NMR  ᐃを

ඛ⾜研究[3]をࡣࢀࡇ，ࡎࡏが低☢ሙの超ఏᑟ状ែ࡛ῶᑡࢺࣇࢩࢺ࢖ࢼ，の⤖ᯝࡑた㸬ࡗ⾜
෌⌧する㸬ࡽࡉに超ఏᑟがᙉࡃᢚ制ࢀࡉる㡿ᇦ࡛ࡶኚ化࡞ࡋいࡇとが௒回᫂࠿ࡽと࡞り，

☢ሙୗの超ఏᑟᢚ制にスࣆン௨እがᐤ୚する新ወ࡞機構がാࡇࡃとが♧၀ࢀࡉる㸬 
 ᮏ࣏スター発表࡛᭱ࡣ新の⤖ᯝを報告ࡇ，ࡋの系の超ఏᑟのᢚ制に関࡚ࡋ㆟ㄽする㸬 
References 
 [1] P. Mackenzie, and Y. Maeno, Rev. Mod. Phys. �5, 657 (2003). 
 [2] S. Yonezawa, T. Kajikawa, and Y. Maeno, Phys. Rev. Lett. 110, 077003 (2013). 
 [3] K. Ishida, H. Mukuda, Y. Kitaoka, K. Asayama, Z. Q. Mao, Y. Mori, and Y. Maeno, Nature 39�, 

658 (1998). 

ᅗ 1 Li2RuO3 の⤖

ᬗ構㐀[3]㸬 
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3�� Controlling the Mott insulating state in Ca2RuO4 under  
non-equilibrium conditions 

 
C. Sowa, S. Yonezawaa, F. Nakamurab, T. Okac,d, S. Kitamurae, K. Kurokif, and 
Y. Maenoa 
aKyoto University, Kyoto, Japan 
bKurume Institute of Technology, Kurume, Japan 
cMax Planck Institute for Chemical Physics of Solids, Dresden, Germany 
dMax Planck Institute for the Physics of Complex Systems, Dresden, Germany 
eUniversity of Tokyo, Tokyo, Japan 
fOsaka University, Osaka, Japan 

 

 
Application of electric-field or current can induce novel electronic states in strongly 

correlated systems. Our main focus is to induce new phases under non-equilibrium conditions such 
as under flowing DC current in correlated systems. In this regard, Ca2RuO4 (CRO) is a promising 
candidate in which one can expect new emergent phenomena especially at low temperatures. CRO is 
a Mott insulator that becomes a good metal by suitable stimuli such as chemical doping [1], 
pressure, temperature or electric field [2]. It is also shown that the Mott gap decreases with current 
[3]. We found that flowing DC current strongly hinders the insulating behavior and changes the 
magnetic behavior in CRO. (i) At 100 K the resistance is reduced by more than 5 orders of 
magnitude in 5 mA current. (ii) A small current (< 2 mA) is sufficient to suppress the AFM ordering. 
(iii) At low temperature (~50 K) a sharp decrease in magnetization is noticed, although there is no 
signature of superconductivity down to 20 K. Such sensitive changes of the Mott insulating state 
under DC current provide a promising future direction in the study of strongly-correlated electron 
systems.    
[1] S. Nakatsuji and Y. Maeno, Phys. Rev. Lett. 84, 2666 (2000).  
[2] F. Nakamura et al., Sci. Rep. 3, 2536 (2013). 
[3] R. Okazaki et al., J. Phys. Soc. Jpn. 82, 103702 (2013).�
 

3�� Sr2RuO4࡜ SrRuO3ࣆࢫࡓ࠸⏝ࢆン୕㔜㡯㏆᥋ຠᯝ 

ᅧᯞ ṇ┤ a, M. S. Anwara, ᮡᮏ 㞝ு a, ⡿⃝ 㐍࿃ a, Y. J. Shinb, S. R. Leeb, 
▼㯮 ு㍜ c, d, e, 田㔝 భ඾ c, 㧗ᰗ ⱥ᫂ c, T. W. Nohb, ๓㔝 ᝋ㍤ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科, b Seoul National University, cᮾி⌮科大学�  
d⌮化学研究所, e᪥ᮏዪ子大学 
E-mail㸸kunieda.masanao.57u@st.kyoto-u.ac.jp 

スピンと軌道の自由度をもつ超伝導体であるスピン三重項超伝導体(TSC)は，強磁性体(FM)と
接するとき近接効果によって数多くの興味深い現象が起こると理論的に提唱されている㸬�

Sr2RuO4 は超伝導転移温度約 1.5 K の TSC である[1]．我々は Sr2RuO4 単結晶の ab 面に，キ

ュリー温度約 160 K の FM である SrRuO3 薄膜をエピタキシャル成長させて，SrRuO3/Sr2RuO4 ハ

イブリッド構造を得た[2]．SrRuO3/Sr2RuO4 の界面は高い伝導性を持ち[2]，FM と TSC における

新奇な近接効果を研究する舞台として期待される．�

本発表では転移温度以下での，SrRuO3/Sr2RuO4 の磁

気 特 性 お よ び ， こ の 構 造 を 元 に 作 成 し た

Au/SrRuO3/Sr2RuO4 と Au/SrTiO3/SrRuO3/Sr2RuO4 の２

つのデバイスの電気伝導特性について報告する． 

[1] Y. Maeno et al., J. Phys. Soc. Jpn. 81, 011009 (2012). 
[2] M. S. Anwar et al., Appl. Phys. Express 8��015502 

(2015). 
  

 
ᅗ 1: スࣆン୕重㡯超ఏᑟ体(TSC) 
Sr2RuO4の⤖ᬗにᙉ☢性体(FM) 
SrRuO3 のⷧ⭷を㍕ࡏたᴫ␎ᅗ㸬
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3�� 㕲⣔㉸ఏᑟయ FeSeࡢ 77Se-NMRࡿࡼ࡟研究 

᪋ 安㊰ a, ▼田 ᠇஧ a, A. Böhmerb, T. Wolfb, C. Meingastb 

aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
b Institute for Solid State Physics (IFP), Karlsruhe Institute of Technology 
E-mail㸸shi@scphys.kyoto-u.ac.jp 
 FeSe ẚ㍑ⓗ低い ,ࡕᬗ構㐀を持⤖࡞༢⣧ࡶ㕲系超ఏᑟ体の中࡛᭱ࡣ Tc 

(~ 9 K)を持ࡘ. ௚の㕲系超ఏᑟ体と࡞␗ࡣり, FeSe ࡣ Ts ~ 90 K ௜㏆࡛構㐀相㌿⛣が起ࡁる

が, 低温ࡣ࡛ࡲ☢Ẽ⛛ᗎを持た࡞い. 
᭱㏆の研究により, FeSe ༢⤖ᬗの超ఏᑟ状ែにおい࡚ c ㍈᪉ྥの㧗☢ሙのୗ࡛⇕ఏᑟ⋡

の ᐃに␗ᖖがぢいࢀࡉࡔた. ࡲた, FeSe のࢠࣝࢿ࢚࣑࢙ࣝࣇーEFࡣẚ㍑ⓗにᑠ5 ~ 3)ࡃࡉ 
meV), 㧗☢ሙのୗ࡛ࢮࡣー࣐ン࢚ࢠࣝࢿーEZ とࢠࣝࢿ࢚࣑࢙ࣝࣇーEF が超ఏᑟࢠャࣉࢵ ǻ
に相当する࢚ࢠࣝࢿーに࡞り, BEC-BCS 超ఏ ,ࢀࡉとがᮇᚅࡇー㡿ᇦに㐩するࣂス࢜ࣟࢡ

ᑟᦂࡂࡽのຠᯝがᨭ㓄ⓗに࡞ると⪃ࢀࡽ࠼る. ௨ୖの⪃ᐹࡽ࠿ぢると, FeSe の㧗☢ሙ࡛新

ወ࡞超ఏᑟ相のᙧᡂがᮇᚅ࡛ࡁる.  
 ᡃ々ࡣ FeSe ༢⤖ᬗの超ఏᑟ&ᖖఏᑟ状ែの物性を 77Se-NMR によりㄪ࡚࡭いる. ᮏ研究

FeSe ,ࡣ ༢⤖ᬗの c ㍈᪉ྥに低☢ሙࡽ࠿㧗☢ሙ࡛ࡲの核スࣆン-格子⦆࿴⋡ 1/T1とࢩࢺ࢖ࢼ

ࢺࣇ K をヲ⣽に ᐃࡋた. ≉に超ఏᑟ㌿⛣㏆ഐ࡛の᣺る⯙いにࡘい࡚ヲࡃࡋ㆟ㄽするணᐃ

 .る࠶࡛
 

3�� CuxBi2Se3ࡢ㉸ఏᑟ状ែࡿࡅ࠾࡟⮬Ⓨⓗᅇ㌿ᑐ⛠ᛶࢀ◚ࡢ 

⡿⃝ 㐍࿃ a, 田ᑼ වᝅ a, 中田 ຾ a , Z. Wangb,c, Ọ஭ భ⣖ d,  
℩ᕝ ⪔ྖ c,e, 安⸨ 㝧୍ b,c, ๓㔝 ᝋ㍤ a 

 

aி㒔大学 ⌮学研究科 物⌮学・宇ᐂ物⌮学専ᨷ 物⌮学第୍分㔝 
b大㜰大学 cࣝࢣン大学  dཎ子力機構  eி㒔⏘業大 
E-mail㸸yonezawa@scphys.kyoto-u.ac.jp 
  
体⦖⤯ࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ Bi2Se3୕ࡣ᪉ᬗ㸦✵㛫⩌ R3

―

d, D5
3d㸧のᑐ⛠性を持ࡘ物質࡛，Cu をᒙ

㛫にᤄධするࡇと࡛超ఏᑟを♧すࡇとが▱࡚ࢀࡽいる[1]㸬ࡲた，ࡇの物質࡛，ᙉいスࣆン

㌶㐨相஫స用に起ᅉࡋたࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ超ఏᑟ状ែのᐇ⌧ྍ⬟性がᥦ᱌࡚ࢀࡉいる[2]㸬ᡃ々

の⤖ᯝ，ẚࡑた㸬ࡋᐃ ࡽが࡞ࡋの物質の༢⤖ᬗヨᩱのẚ⇕を，☢ሙ᪉ྥを⢭ᐦ制ᚚࡇࡣ

⇕の ab 㠃ෆ☢ሙ᪉ྥ౫Ꮡ性が，⤖ᬗのᑐ⛠性ࡽ࠿ᮇᚅࢀࡉる 6 回回㌿ᑐ⛠性を♧2，ࡎࡉ
回の回㌿ᑐ⛠性࠿ࡋ持た࡞いࡇとを᫂࠿ࡽにࡋた㸬ୖ㒊⮫⏺☢ሙの㠃ෆ᪉ྥ౫Ꮡ性ࡶ，ྠ

ᵝに 2 回回㌿ᑐ⛠性を♧ࡋた㸬ࡽࢀࡇの⤖ᯝࡇ，ࡣの物質の超ఏᑟࢠャࣉࢵ᣺ᖜが⮬発ⓗ

に回㌿ᑐ⛠性を◚࡚ࡗいるࡇとを♧࡚ࡋいる㸬ࡇのよ࡞࠺超ఏᑟ状ែࡣ，液ᬗとのࣟࢼ࢔

ẚ⇕ ᐃのヲ⣽，ࡣる[3]㸬ᮏ発表࡛ࡁとが࡛ࡇࡪ超ఏᑟと࿧ࠖࢡࢵ࢕ࢸ࣐ࢿࠕ，ࡽ࠿ーࢪ

と，ẚ⇕の⌮ㄽィ⟬にࡘい࡚⤂௓する㸬 
 

[1] Y. Hor et al., Phys. Rev. Lett. 104, 057001 (2010). 
[2] L. Fu and E. Berg, Phys. Rev. Lett. 105, 097001 (2010). 
[3] L. Fu, Phys. Rev. B 90, 100509(R) (2014). 
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3�� ༢⤖ᬗ CeCu2Si2 63 ࡿࡅ࠾࡟Cu-NQR 
ᵽཱྀ໶ A, ▼田᠇஧ A, ┿◁全ᏹ A, 山中隆義 A, ᖖ┙Ḡᩥ B, 
H. S. Jeevan C, C. Geibel C 
Aி㒔大学⌮学研究科, Bி㒔大学低温科学センター ,C Max Planck Inst. Dresden  
E-mail㸸thiguchi@scphys.kyoto-u.ac.jp 
 重い電子系超ఏᑟ体 CeCu2Si2 (TC~0.7 K)ࡣ 1979 年に発ぢࢀࡉた᭱ึのᙉ相関電子系超ఏ

ᑟ体࡛࠶る㸬ࡑの超ఏᑟの性質ࡣᚑ᮶のᯟ組ࡳに収࡞ࡽࡲいࡇとがᣦ᦬ࢀࡉ，௨᮶⢭力ⓗに

研究ࡁ࡚ࢀࡉた㸬ࡑの≉ᚩࡣ，ᒁ在性のᙉい Ce の 4f 電子が，低温࡛㐢Ṕⓗに࡞り超ఏᑟ

を担࡚ࡗいるࡇと>�@，☢性と超ఏᑟがᐦ᥋に関係࡚ࡋいるࡇとがᣦ᦬ࢀࡉた[2]㸬発ぢ当ึ

ࣉࢵャࢠ୺に核ᅄ重ᴟඹ㬆(NQR)のᐇ㦂により超ఏᑟ，ࢀࢃ⾜ከ⤖ᬗヨᩱを用いた研究がࡣ

に⥺状のࣀーࢻがᏑ在する d Ἴ超ఏᑟ体࡛࠶ると⪃࡚ࢀࡽ࠼いた[3]㸬とࢁࡇが，㏆年に࡞

り大ᆺの༢⤖ᬗヨᩱのసᡂがྍ⬟に࡞り，༢⤖ᬗヨᩱを用いた ᐃがࢀࡉ࡞るよ࠺にࡗ࡞た㸬

᭱㏆の 50mK ࡛ࣉࢵャࢠࣝࣇ，ののࡶいࡁ大ࡣの␗᪉性ࣉࢵャࢠ超ఏᑟࡽ࠿のẚ⇕ ᐃ࡛ࡲ

ࢀࡉ♧とがࡇる࠶ ssἼ超ఏᑟࣝࣛ࢖࢝ࡸ d Ἴ超ఏᑟといࡗたࢠャࣉࢵ構㐀がᣦ᦬ࢀࡉるよ

大ᆺ༢⤖ᬗを用いた࡚ࡗたがࡋた[4]㸬ࡗ࡞に࠺ NQR ᐇ㦂を⾜い௨๓のከ⤖ᬗヨᩱとのẚ㍑

を⾜ࡗた㸬ᡃ々ࡣ௒回，核スࣆン㸫格子⦆࿴⋡(1/T1)の 100 mK ࡛ࡲの ᐃを⾜ࡗた㸬得ࡽ

たࢀ 1/T1の温ᗘ౫Ꮡ性と，ᵝ々࡞超ఏᑟࢠャࣉࢵのࣔࣝࢹとẚ㍑を⾜ࡗた㸬 
[1] F. Steglich et al., Phys. Rev. Lett. 43, 1892 (1979). 
[2] H. Nakamura et al., J. Phys. Condens. Matter 4, 473 (1997). 
[3] K. Ishida et al., Phys. Rev. Lett. 82, 5353 (1999). 
[4] S. Kittaka et al., Phys. Rev. Lett 112, 067002 (2014). 
 

3�� ㉸ఏᑟయ Bi2212   ໬ࢪーࢣࢵࣃࡢ※Ἴගࢶࣝ࣊ࣛࢸࡓ࠸⏝ࢆ

ᅵᒃ ༟ྖ D� ㎷ᮏ学 E� Asem ElarabiD� 温 ୍ซ D� ᥃㇂ ୍弘 D 
Dி㒔大学 工学研究科 電子工学専ᨷ 集✚機⬟工学研究ᐊ 
E⟃Ἴ大学 ᩘ⌮物質系 物質工学ᇦ  

E-mail㸸doi@sk.kuee.kyoto-u.ac.jp 
 㧗温超ఏᑟ体 Bi2Sr2Ca1Cu2O8+ț(Bi2212) ༢⤖ᬗをຍ工࡚ࡋస〇ࢀࡉた素子に┤流࢔࢖ࣂ

スを༳ຍするとࣛࢸヘࣝࢶᖏの電☢Ἴᨺᑕがほ ࢀࡉる. ࣛࢸヘࣝࢶ連⥆Ἴග※のᐇ用化

にᚲ要࡞ฟ力ࡣ 1mW と࡚ࢀࡉいるが, 報告࡚ࢀࡉいる᭱大ฟ力ࡣᮍࡔ 600ȣW にとࡗࡲ࡝

࡚おり, ග※の㧗ฟ力化がᛴ務࡛࠶る. 更に ᐃ系の相㐪といࡗたእ㒊ᅉ子によࡌྠ ,࡚ࡗ

素子࡛ࡶ超ఏᑟ㌿⛣温ᗘࡸ᢬ᢠ温ᗘ≉性にᕪが⏕࡛ࡇࡑ .࠺ࡲࡋ࡚ࡌᡃ々ࣛࢸࡣヘࣝࢶἼ

ග※のパࢣࢵーࢪ化によࡽࢀࡇ࡚ࡗのၥ㢟のゎỴをᅗࡗた. ࡛ࡇࡇパࢣࢵーࢪ化とࡣ, ⤖
ᬗࡸᇶᯈ, 電ᴟといࡗた素子を㸯ࡘに集✚

᤼⇕構㐀の構࡞とをᣦす. ຠ⋡ⓗࡇるࡏࡉ

⠏によるග※の㧗ฟ力化と, እⓗ環境のᙳ

㡪をཷけにࡃい࢖ࣂࢹス構㐀の構⠏により

ୖグのよ࡞࠺ၥ㢟ࡣゎỴࢀࡉるとᮇᚅ࡛ࡁ

る. స〇ࡋた素子にࡘい࡚電流電ᅽ≉性と

発᣺ฟ力≉性の ᐃを⾜い, パࢣࢵーࢪ化

๓ᚋのẚ㍑を⾜ࡗた(ᅗ 1). ᭱大༳ຍ電ᅽ

ࡣ 1.0V ࡽ࠿ 2.5V にቑຍ࡚ࡋおり, ຠ⋡ⓗ

 .るࢀࡉとが♧၀ࡇたࢀࢃ⾜᤼⇕が࡞

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 1. パࢣࢵーࢪ化๓ᚋの≉性 
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3�� *HQHUDWLRQ� RI� DQ� HOOLSWLFDOO\� SRODUL]HG� WHUDKHUW]� UDGLDWLRQ�
IURP�KLJK�7F�VXSHUFRQGXFWLQJ�%L2212�PHVDV�

A. Elarabia, Y. Yoshiokaa, M. Tsujimotoa, Y. Nakagawaa, Y. Wena. T. Doia, H. 
Saitoa, I. Kakeyaa 

aIntegrated Function Lab, Department of Electronic Science and Engineering, 
Kyoto University. 
E-mail㸸asemelarabi@sk.kuee.kyoto-u.ac.jp 
In recent years, there have been an extensive theoretical and experimental studies about finding new 
THz radiation sources, this is due to its importance in various fields of technology. THz continuous 
waves can be generated from high-Tc Bi2212 by utilizing the AC Josephson effect in mesa shaped 
single crystals. THz waves emitted from rectangular Bi2212 mesas was found to be linearly 
polarized. However, polarization manipulation can be very useful for new experiments and 
applications.  In this study, a mesa structure with a truncated edge square shape is proposed to 
generate an elliptically polarized terahertz radiation. The design is then optimized by using an 
electromagnetic simulation software (Ansys. HFSS) and compared to the experimental 
measurements. The radiation is detected and measured at Tbath = 40 K, where 
the emission frequency was found to be in the range of 0.44 THz. The 
measured frequency shows a good agreement with a resonance frequency at 
cavity mode TM (1,0). Figure 1 shows an optical image of fabricated device. 
The axial ratio was measured with a minimum of 1.69 at 0.43 THz, and a 
maximum of 3.8 at 0.44 THz, which indicates a highly elliptical polarization.  
 

3�� FePbBi2212ࡿࡅ࠾࡟ᅛ᭷トンࣝࢿศග 

᥃㇂ ୍弘 a, 㔝ᮧ 義ᶞ a, ᒸᮏ 㝣 a 

aி㒔大学 集✚機⬟工学研究ᐊ 
E-mail㸸okamoto@sk.kyoto-u.ac.jp 
 
 㖡㓟化物㧗温超ఏᑟ体࡛࠶る Bi2212 ࢯࣇセࣙࢪた固᭷ࡗ࡞重ࡳ✚超ఏᑟᒙと⤯⦕ᒙがࡣ

ン᥋ྜと࿧ࢀࡤる⤖ᬗ構㐀を࡚ࡋいる㸬ࡇのᒙ状構㐀にᆶ┤に電ᅽを࠿け，ࢺンࣝࢿ⌧㇟

により⤯⦕ᒙを流ࢀる電流を ᐃするࡇと࡛ Bi2212 の電子の状ែᐦᗘを▱るࡇとが࡛ࡁる

(固᭷ࢺンࣝࢿ分ග)㸬ࡇの固᭷ࢺンࣝࢿ分ගにより超ఏᑟ体の電子の状ែᐦᗘに⌧ࢀる超

ఏᑟࢠャࣉࢵǼࡸ，㧗温超ఏᑟ体に⌧ࢀるᨃࢠャࣉࢵを ᐃするࡇとが࡛ࡁる㸬 
超ఏᑟ体に☢性୙⣧物がྵ࡚ࢀࡲいるとࡁ☢Ẽ

ࣔー࣓ンࢺのᙳ㡪࡛ࢡーパーᑐが◚ቯࢀࡉ，Ǽが

ῶᑡするࡇとが▱࡚ࢀࡽいる㸬࡛ࡇࡑ☢性࢜࢖ン

る࠶࡛ Fe を Bi2212 にࢻー࡚ࡋࣉ固᭷ࢺンࣝࢿ分

ගを⾜い，Ǽがῶᑡするのにᑐ࡚ࡋᨃࢠャࣉࢵが

の⤖ᯝࡑた㸬࡭をㄪ࠿にኚ化するの࠺のよ࡝

Bi2212 におい࡚☢性୙⣧物によりǼࡔけ࡛ࡃ࡞ᨃ

 た㸬ࡗ࠿とが分ࡇいる࡚ࡋῶᑡࡶࣉࢵャࢠ
 
 

Fig.1: an image of the 
Bi2212 mesa 

 
ᅗ 1 FePbBi2212 のࢺンࣝࢿス࣌ࣝࢺࢡ 
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3�� Bi2Sr2CaCu2O8+țᅛ᭷ࢯࣇࢭࣙࢪン᥋ྜࡢ 

 ᕧどⓗ㔞Ꮚトンࡢ⋠☜ࣝࢿቑ኱࡟㛵ࡿࡍ研究 

㔝ᮧ 義ᶞ a, ᒸᮏ 㝣 a, ᥃㇂ ୍弘 a 
aி㒔大学 工学研究科 電子工学専ᨷ 集✚機⬟工学研究ᐊ 
E-mail㸸nomura@sk.kyoto-u.ac.jp 
 
 Bi 系㧗温超ఏᑟ体ࡣ固᭷ࣙࢪセࢯࣇン᥋ྜ(IJJ)と࿧ࢀࡤる，⤖ᬗ構㐀ෆ㒊にࣙࢪセࢯࣇ

ン᥋ྜをෆໟする構㐀を࡚ࡋいる㸬IJJ を฼用ࡋた࢖ࣂࢹスと࡚ࡋ，ᕧどⓗ量子ࢺンࣝࢿຠ

ᯝ(MQT)を฼用ࡋた量子ࢺࢵࣅが࠶る㸬MQT ࡣ IJJ が電ᅽ状ែ࡬㑄⛣するとࡁの量子ᦂࡽ

1K ，ࡋに相当ࡂ ௨ୗのᴟ低温࡛ほ ࡚ࢀࡉいる㸬Bi2Sr2CaCu2O8+ț࡛ࡣ IJJ が」ᩘ✚ᒙࡋ

࡚いるたࡵ」ᩘ回電ᅽ状ែ࡬の㑄⛣がほ ࢀࡉるが，2 ␒目の㑄⛣㸦第㸰スࢳࢵ࢖㸧にお

い࡚ MQT のほ ࡛ࡁる温ᗘ㸦T *㸧が⌮ㄽ್にẚ࡭␗ᖖに㧗࡞ࡃるࡇとが報告࡚ࢀࡉいる㸬

IJJ ࡉとがᣦ᦬ࡇ㞄᥋する᥋ྜྠኈが相஫స用する，ࡵいた࡚ⷧࡵᴟࡶᒙ⦖⤯ࡶ超ఏᑟᒙࡣ

おり，MQT࡚ࢀ ☜⋡のቑ大ࡶ相஫స用によるࡶの࡛࠶ると♧၀࡚ࢀࡉいるが，ヲࡋいཎ

 る㸬࠶୙࡛᫂ࡣ⌮
 ᮏ研究࡛ࡣ，第㸰スࢳࢵ࢖の T *に関࡚ࡋ，᥋ྜが電ᅽ状ែ࡬㑄⛣する᭱大の電流್࡛࠶

る⮫⏺電流ᐦᗘの౫Ꮡ性をㄪ࡭た㸬ࡑの⤖ᯝ，T *ࡣ⮫⏺電流ᐦᗘがቑຍする࡝࡯低ୗする

とい࠺㈇の相関を♧すࡇとが分ࡗ࠿た㸬ࡇのよ࡞࠺関係ࡣ，キャリ⃰࢔ᗘのቑຍにより，

電Ⲵ㐽ⶸ㛗が▷࡞ࡃり，電Ⲵ⤖ྜによる相஫స用がᙅࡗࡲたたࡔࡵと⪃ࢀࡽ࠼る㸬 
 
�
3�� La ࣉーࢻ Bi2Sr2CaCu2O8+țࢶࣝ࣊ࣛࢸࡿࡼ࡟ἼⓎ᣺ 

Terahertz radiation emission in La doped Bi2Sr2CaCu2O8+ț  

温 ୍ซ，㎷ᮏ 学，᥃㇂ ୍弘 �ி大㝔工� 

E-mail: wen@sk.kuee.kyoto-u.ac.jp 

Bi2Sr2CaCu2O8+į(Bi2212)༢⤖ᬗ࡛సࡗた࣓ࢧ構㐀に┤流࢔࢖ࣂスを༳ຍするとࣛࢸヘࣝ

ࡘン᥋ྜを持ࢯࣇセࣙࢪከᩘᒙの固᭷ࡣ構㐀ࢧ࣓࡞࠺のよࡇ�@た>1ࢀࡉ Ἴの発᣺がほࢶ

の࡛�࣓ࢧを✵Ὕとするඹ᣺᮲௳とࣙࢪセࢯࣇン関係ᘧがྠ᫬に‶たࢀࡉる電ᅽを୚ࢀ࠼

༳ࡣ発᣺࿘Ἴᩘࡽ࠿ン関係ᘧࢯࣇセࣙࢪ�いる࡚ࢀࡉるとゎ㔘ࢀࡉἼがᨺᑕࢶヘࣝࣛࢸࡤ

ຍ電ᅽにẚ౛ࡋ�✵Ὕඹ᣺の᮲௳ࡽ࠿�᪉ᙧ࣓ࢧのሙྜ f = C0/2nW�発᣺࿘Ἴᩘࢧ࣓ࡣのᖜ W

によ࡚ࡗỴࡲると▱࡚ࢀࡽいる࡛ࡇࡇ��C0 中のග㏿�n✵┿ࡣ ⚾�る࠶࡛⋠ᒅᢡ࡞ᐇຠⓗࡣ

たࡣࡕඖ素⨨᥮によ࡚ࡗ n をኚ࠼るࡇと࡛�発᣺࡛ࡁる࿘Ἴᩘの⠊ᅖがᗈࢀࡽࡆると⪃࠼

࡚いる� 

ᡃ々ࡣ௒回 Bi2212 の Sr の୍㒊をࢺ࢖ࢧ La ࡛⨨᥮ࡋた Bi2Sr2-xLaxCaCu2O8+į(LaBi2212)に

ὀ目ࡋた�Sr2+を La3+に⨨᥮するࡇとにより࣍ーࣝキャリ࢔がῶᑡする஦࡚ࢀࡽ▱ࡣお

り�La ⨨᥮によりࢡࢵࣟࣈᒙのཌࡳがῶᑡするとい࠺報告࠶ࡶる>2@ࡽࢀࡇ�がࡶたࡽすຠ

ᯝと࡚ࡋ�発᣺に᭷฼࢔࡞ンࢲーࢻーࣉഃに࡞りࡸすい୍᪉࡛�ඖ素⨨᥮によ࡚ࡗᒅᢡ⋡が

ኚ化ࡋ�発᣺࿘Ἴᩘ⠊ᅖのኚ化がᮇᚅ࡚ࢀࡉいる� 

>1@ L. Ozyuzer,et al.: Science 318�1291 (2007). 
>2@ H. Jin, J. Kotzler, Physica C 325 (1999) 153.   
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3�� ���� ᆺ㖡㓟໬≀㧗 ㉸ఏᑟయࢶࣝ࣊ࣛࢸࡢఏᑟᗘ ᐃ 

㬼ἑ ᪫ a, ᑠ᳃ ⚈ኸ a, ᥃㇂ ୍弘 a 

aி㒔大学 工学研究科 電子工学専ᨷ 集✚機⬟工学研究ᐊ 
E-mail㸸uzawa@sk.kuee.kyoto-u.ac.jp 
㖡㓟化物㧗温超ఏᑟ体࡛ࡣ，ab 㠃᪉ྥにఙࡧる 2 次ඖ CuO2 ᒙが超ఏᑟ 

を担࠺㸬ࡲた，c ㍈᪉ྥにࡣ超ఏᑟᒙと⤯⦕ᒙが✚ᒙࡋた⤖ᬗ構㐀を᭷す 
る㸬ࡑのたࡵ電Ẽⓗ，☢Ẽⓗ࡞␗᪉性が大ࡁい㸬ࡋ࠿ࡋ 1212 ᆺの⤖ᬗ構㐀を᭷するࡶの

␗，ࡣᮏ研究࡛࡛ࡇࡑる㸬࡞ࡃࡉ᪉性がẚ㍑ⓗᑠ␗，ࡵᒙが༢ᒙ࡛▷いたࢡࢵࣟࣈ，ࡣ࡛

᪉性の㐪いが超ఏᑟࡂࡽࡺにࡶたࡽすᙳ㡪をㄪ࡭るࡇとを目ⓗと1212，ࡋ ᆺ㖡㓟化物㧗温

超ఏᑟ体࡛࠶る Pb1-ySr2Y1-xCaxCu2+yO7-δ (Pb1212)と YBa2Cu3O7-δ (YBCO)にᑐࣛࢸ࡚ࡋヘࣝࢶ

᫬㛫㡿ᇦ分ගを⾜い，ࣛࢸヘࣝࢶఏᑟᗘࡽ࠿超ఏᑟࡂࡽࡺのホ౯を⾜ࡗた㸬 
Pb1212 Tc，ࡣ࡛

onsetよりࡶ 12 K 㧗い温ᗘ࡛ࡲ超ఏᑟࡂࡽࡺがほ ࢀࡉた㸬ࡇの⤖ᯝとඛ

⾜研究とのẚ㍑を⾜ࡇ࠺と࡛[1,2]，␗᪉性が㧗い࡝࡯超ఏᑟࡂࡽࡺがほ ࢀࡉる温ᗘ⠊ᅖ

がᗈいとい࠺ഴྥが得ࢀࡽた㸬ࢀࡇより，超ఏᑟの � 次ඖ性が఩相ࡂࡽࡺをቑ㛗࡚ࡋいる

たࡲた㸬ࢀࡉとが☜ㄆࡇ Pb1212 と YBCO のࡂࡽࡺ㡿ᇦにおける超ఏᑟࣉーࢻ୙㊊，ࡣ࡛

次ඖ性が␗࡞るࡇとが♧၀ࢀࡉた㸬ࢡࢵࣟࣈࡣࢀࡇᒙにおける Cu2+࢜࢖ンの Pb4+࢜࢖ンに

よる⨨᥮が，␗᪉性を大ࡃࡁኚ化ࡏࡉたた࠶࡛ࡵると⪃ࢀࡽ࠼る㸬ࡲたࡇの⤖ᯝࡣ，ᚤ⣽

 る [3]㸬࠶࡛ࢺンࢸスࢩンࢥン≉性のほ ⤖ᯝとࢯࣇセࣙࢪ構㐀素子におけるࢧ࣓

[1] J. Corson et al., Science 398, 221 (1999). 
[2] L. S. Bilbro et al., Nature Phys. �, 298 (2011). 
[3] S. Komori et al., J. Phys. Conf. Ser. 5�8, 022025 (2014).�
 

3�� ᴟప ୗࡿࡅ࠾࡟❅໬≀༙ᑟయ୍ࡢ㍈ᛶᛂຊୗศග ᐃ 

▼஭ Ⰻኴ, ⯪ᡞ ඘, ᕝୖ 㣴୍ 

ி㒔大学工学研究科電子工学専ᨷ 
E-mail㸸ryota.ishii@optomater.kuee.kyoto-u.ac.jp 
 
 2014 年ᗘࣀー࣋ࣝ物⌮学㈹が᪥ᮏ人 3 ྡによる㟷Ⰽ発ග࢜࢖ࢲーࢻ(LED)の開発にᑐࡋ

࡚ᤵ୚ࢀࡉたࡇとࡣグ᠈に新ࡋい㸬ࡇの㟷Ⰽ LED の発ගᒙにࡣ❅化物༙ᑟ体(InN, GaN, 
AlN)と࿧ࢀࡤるᮦᩱが用い࡚ࢀࡽおり，ࡑのΰᬗ組ᡂẚを制ᚚすࡤࢀ，῝⣸እࡽ࠿㏆㉥እ

㡿ᇦに࠿けた任ពのἼ㛗࡛発ගする LED をస〇ྍ⬟࡛࠶る㸬࡞ࡋ࠿ࡋがࡽ，㟷Ⰽ㡿ᇦ࡛ࡣ

㧗㍤ᗘ LED がస〇࡚ࢀࡉいるࡶのの，௚のἼ㛗㡿ᇦ࡛ࡣ㧗㍤ᗘ LED ，ࡎࡽお࡚ࢀࡉ⌧ᐇࡣ

 る㸬࠶いのが⌧状࡛࡞い࡚ࢀࡉゎ᫂ࡣの物⌮ⓗཎᅉࡑ
 ᮏ研究࡛ࡣ，❅化物༙ᑟ体のṍࡳと電子状ែの関係に╔目ࡋた㸬

❅化物༙ᑟ体ࡣ格子୙ᩚྜ系࡛࠶り，発ගᒙ(㏻ᖖࡣ量子஭ᡞ構㐀)
にࡣ大࡞ࡁṍࡳがෆໟࢀࡉる㸬ࡋたが࡚ࡗ，ṍࡳが電子状ែに୚࠼

るᙳ㡪ࡣ大ࡦ，ࡃࡁい࡚ࡣ発ගຠ⋡にࡶᙳ㡪をཬࡰすと⪃ࢀࡽ࠼る㸬

ṍࡳと電子状ែの関係をㄪ࡭るたࡵに，୍㍈性ᛂ力を༳ຍ࡛ࡁる⿦

⨨を開発ࡋた㸬ࡇの⿦⨨を液体 He にᤄࢺࢵスタ࢜࢖ࣛࢡーᆺࣟࣇ

ධ4.2，ࡋ K におい࡚ GaN の཯ᑕ ᐃを⾜ࡗた(ᅗ 1)㸬温ᗘᦂࡂࡽ

が低ῶࢀࡉたࡇと࡛，ບ起子㑄⛣に起ᅉするඹ㬆構㐀が㠀ᖖにࢩャ

ーࣉに⌧࡚ࢀおり，ࡑの࢚ࢠࣝࢿーが୍㍈性ᛂ力ととࡶにኚ化する

ᵝ子を᫂░にほ するࡇとが࡛ࡁた㸬 
ᅗ 1. GaN の཯ᑕ

ス࣌ࣝࢺࢡ 
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3�� Rh(111) ୖࡢᖖㄏ㟁ị⾲㠃ࡢ࿴࿘ἼⓎ⏕᣺ືศග  
大ᵳ཭ᚿ 1, ᮡᮏᩄᶞ 1, ▼山㐩ஓ 2, ᳃田᫂弘 3,4, Ώ㑔୍ஓ 1, ᯇᮏ吉Ὀ 1 
1ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ,  2ᐩ山大学 ⌮工学研究㒊  
3ᮾ໭大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ,  4ி㒔大学 ESICB 
E-mail㸸o.yuji@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 大Ẽᅽ௨ୗのᅽ力㡿ᇦ࡛安ᐃ相をᡂすᖖㄏ電の⤖ᬗị(ị Ih)ࡣ，㓟素

఩⨨(格子)にࡣヘキ࡞ࣝࢼࢦࢧ㛗㊥㞳⛛ᗎ構㐀がᏑ在するが，ࢺࣟࣉン఩⨨(๪格子)にࡣ㛗

㊥㞳⛛ᗎがᏑ在࡞ࡋい㸬表㠃にࡣ水素⤖ྜのษࢀた水分子がᏑ在するたࡑ，ࡵの㏆ഐ࡛ࡣ

表㠃ᩄឤ࡛，ࡣᡃ々࡛ࡇࡑる[1]㸬࠶ン⛛ᗎを᭷するྍ⬟性がࢺࣟࣉ࡞␗≉る࡞␗とࢡࣝࣂ

ン᳨ฟ࿴࿘Ἴ発⏕(HD-SFG)᣺動分ග法[2]を࢖ࢲࣟࢸヘ࡞⬟ྍ ン⛛ᗎを┤᥋ⓗにほࢺࣟࣉ
ୡ⏺にඛ㥑け࡚ᖖㄏ電ị Ih に㐺用ࡋ，表㠃㏆ഐの≉␗ࢺࣟࣉ࡞ン⛛ᗎの᭷↓を᳨ドࡁ࡚ࡋ

た[3]㸬 
ᐇ㦂࣋ࡣースᅽ力 3×10-8 Pa ௨ୗの超㧗┿✵ୗ࡛⾜ࡗた㸬145 K の Rh(111)表㠃を水⵨Ẽ

(H2O, HDO)に᭚㟢ࡋ，ị Ih ⷧ⭷をస〇ࡋた㸬水素⤖ྜ OH ఙ縮᣺動ࣂンࢻの ImȤ(2)ス࣌ࢡ

ࡣࣝࢺ 3260 cm-1 にṇのࣆー3280，ࢡ cm-1 に㈇のࣆーࢡを᭷ࡑ，ࡋの㠃✚ẚࡣ⣙ 1㸸4 ࠶࡛

るࡇとが分ࡗ࠿た㸬ࡽࡉに，⤖ᬗịの温ᗘを 85-170 K の⠊ᅖ࡛ኚ化࡚ࡏࡉ ImȤ(2)ス࣌ࢺࢡ

ࣝの ᐃを⾜ࡗたとࢁࡇ，温ᗘୖ᪼にకいᙉᗘῶᑡ・㧗Ἴᩘࢺࣇࢩがほ ࢀࡉた㸬ࡑの㝿，

ṇと㈇のࣆーࢡのᙉᗘẚࡣ温ᗘに౫୍ࡎࡽᐃとࡗ࡞た㸬講演࡛ࡽࢀࡇ，ࡣのᐇ㦂⤖ᯝにຍ

ࡧン，ཬࣙࢩー࣑ࣞࣗࢩ඾分子動力学ྂ，࠼ QM/MM ィ⟬の⤖ᯝࡽ࠿，ị Ih 表㠃㏆ഐに

Ꮡ在するᙉㄏ電ⓗࢺࣟࣉ࡞ン⛛ᗎを㆟ㄽする㸬 
[1] N. H. Fletcher, Philos. Mag. B ��, 109 (1992); [2] S. Nihonyanagi et al., J. Chem. Phys. 130, 
204704 (2009); [3] ኱ᵳ཭ᚿ ௚, 分子科学ウㄽ会 2015, 2B08 (2015). 
 

3�� Si(111)ᇶᯈୖ࡟ᡂ㛗ࡓࡏࡉ Bi2Te3ⷧ⭷ࡢ㟁Ꮚ状ែ࡜㟁Ẽఏᑟ 

大ᯘ ᔞ, ඵ田᣺୍㑻, ዟ山 弘, ᭷㈡ ဴஓ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
E-mail㸸k-obayashi@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 Bi2Te3ࡣ㸱次ඖࣝ࢝ࢪ࣏ࣟࢺ⤯⦕体の≉ᚩを♧すᒙ状物質࡛，⤖ᬗ構㐀5ࡣ 
ཎ子ᒙ༢఩㸦QL㸧࡛とࢀࡽ࠼ࡽる㸬Bi2Te3のⷧ⭷స〇࡛ࡲࢀࡇࡣTe㞺ᅖẼୗ

࡛ᇶᯈにBiを⵨╔する分子⥺࢚ࣆタキࢩー法(MBE)によࡁ࡚ࢀࢃ⾜࡚ࡗた[1]㸬ࡇ，ࡋ࠿ࡋ

のᡭ法࡛ࡣ過๫のTe によࢳ✵┿࡚ࡗャンࣂーをởᰁする࡝࡞のၥ㢟がࡗ࠶た㸬 
ᡃ々のࣝࢢーࡣ࡛ࣉᚑ᮶のᡭ法と␗࡞り，┿✵中࡛Bi2Te3をຍ⇕ࡋ，⵨発ࡏࡉる᪉法࡛

SiᇶᯈୖにBi2Te3ⷧ⭷をᡂ㛗ࡏࡉた㸬ゅᗘ分ゎග電子分ග(ARPES) ᐃの⤖ᯝをᅗ1に♧す㸬

⭷ཌ1QL࡛ࡣ金ᒓⓗࣂ࡞ンࢻがほ ࢀࡉた㸬⭷ཌ2QL࡛ࢡࣝࣂࡣヨᩱとࡌྠࡰ࡯ఏᑟᖏ

(CB)と౯電子ᖏ(VB)がᙧᡂࡽࢀࡑ，ࢀࡉをࡄ࡞ࡘよ࠺に࣏ࣟࢺ

のࡽࢀࡇいた㸬࡚ࢀࡉ体≉᭷の表㠃状ែ(SS)がᙧᡂ⦖⤯ࣝ࢝ࢪ

⤖ᯝࡣඛ⾜研究[1]ࡸ第୍ཎ⌮ィ⟬の⤖ᯝとよ࡚ࡋ⮴୍ࡃいる㸬 
のࢀࡎた㸬いࡗ⾜子法による電Ẽఏᑟ ᐃを➃4ࣟࢡ࣐，たࡲ

ヨᩱࡶ᢬ᢠ⋡ࡣ金ᒓⓗ࡞温ᗘ౫Ꮡ性を♧ࡋた㸬1QL 相当におい

࠶࡚ࡗの新ᡭ法によࡇ，ࡽ࠿とࡇる࠶ఏᑟ⤒㊰が࡞金ᒓⓗࡶ࡚

る⛬ᗘᆒ୍࡞Bi2Te3の超ⷧ⭷がస〇࡛࡚ࡁいるとࡗ࠿ࢃた㸬 
 
ཧ⪃ᩥ⊩ 

[1] Y. Li et al., Adv. Mater. 22, 4002 (2010). 
 
�

 

ᅗ 1 ARPES  ᐃ⤖ᯝ㸬 
⭷ཌࡣ(a)1QL，(b)2QL㸬
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3�� Cu(110)⾲㠃ࢡࡿࡅ࠾࡟ロロ࢙ࣇノーࣝࡢ྾╔状ែ࡜ 

ศᏊ᥋ྜࡢไᚚ 
ୖ田 ႐ᙯ，ዟ山 弘，ඵ田 ᣺୍㑻，᭷㈡ ဴஓ  

ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 表㠃化学研究ᐊ 

E-mail㸸yoshiaki.uy@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
༢分子の㐠動を制ᚚするࡇとࡣ，学⾡ⓗ࡞⯆࿡ࡔけ࡛ࡃ࡞究ᴟのス࢖

ーࣝをࣀ࢙ࣇࣟࣟࢡ，ࡣる㸬ᮏ研究࡛ࢀࡉのᛂ用がᮇᚅ࡬࡝࡞素子ࢳࢵ

用い࡚，新た࡞分子�電ᴟ᥋ྜの探索とより安ᐃ࡞分子᥋ྜのスࢳࢵ࢖動సを目ⓗとࡋた㸬 

᭱ึに Cu(110)に ࡭い࡚ㄪࡘ表㠃と分子の⤖ྜ状ែに �ࡏࡉ╔ーࣝを྾ࣀ࢙ࣇࣟࣟࢡ-4

た㸬電子࢚ࢠࣝࢿーᦆኻ分ගによる᣺動 ᐃを⾜い，OH ᇶがゎ㞳ࡋ，分子㠃がࡰ࡯表㠃

ᖹ⾜に㓄ྥࣟࣟࢡ，ࡋᇶが分子にṧ࡚ࢀࡉいるࡇとを☜ㄆࡋ

た㸬 

次に，㉮ᰝࢺンࣝࢿ顕ᚤ㙾㸦STM㸧の探㔪による分子᥋ྜ

のస〇をヨࡳた㸬STM 探㔪をࣀ࢙ࣇࣟࣟࢡキࢩ分子の┿ୖ࠿

ࣇ，ࡣ電流ኚ化にࣝࢿンࢺのࡁたとࡋのᚋ㞳ࡑ，ࡏࡉ᥋㏆ࡽ

ࡽኚ化がぢ࡞⥆り，㸰ẁ㝵の୙連࡞␗ࡣのሙྜ[1]とࢩキࣀ࢙

とをࡇたࢀࡉᇶと探㔪との᥋ྜがᙧᡂࣟࣟࢡ，ࡣࢀࡇた㸬ࢀ

 いる㸬࡚ࡋ♧

 

 

 

3�� In/Si�111���Ҁ7�Ҁ3�⾲㠃ࡢ㟁Ẽఏᑟ࡟ᑐࡿࡍ 

྾╔㕲�II�ࢱࣇロࢽ࢔ࢩンࡢຠᯝ 

ᆏ田 ┤人，ඵ田 ᣺୍㑻，ዟ山 弘，᭷㈡ ဴஓ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 

E-mail㸸n.sakata@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

 In/Si(111)-(Ҁ7�Ҁ3)表㠃の 2 次ඖ金ᒓ性にᑐする྾╔㕲(ϩ)ࣇタࣟࢽ࢔ࢩン(FePc)のຠᯝ

をㄪ࡭るたࡵに, FePc の྾╔状ែのỴᐃ, 電子状ែの ᐃおよࡧ電Ẽఏᑟᗘ ᐃを⾜ࡗた.  

FePc ᇶᯈ温ᗘ⣙ࡣ 80 K ࡛྾╔ࡏࡉた. 低温のࡲࡲの表㠃࡛ࡣ(Ҁ7�Ҁ3)௨እの低㏿電子

回ᢡ(LEED)パターンࡣ得ࡗ࠿࡞ࢀࡽたが, ᐊ温࡛᪼ࡲ温ࡋた表㠃࡛ࡣ新たに(Ҁ13�Ҁ13)

の LEED パターンが得ࢀࡽた. ࡇのࡇとࡽ࠿, FePc ࡣ低温࡛ࡣ In/Si 表㠃にࣛンࢲムに྾╔

するが, ᐊ温࡛ࡣ࿘ᮇⓗに୪ࡧ, (Ҁ13�Ҁ13)超格子構㐀をᙧᡂするࡇとがࡗ࠿ࢃた. ࡇの

超格子構㐀ࡣᐊ温⵨╔࡛ࡶ得ࢀࡽた. ゅᗘ分ゎග電子分ග(ARPES)によると In/Si 表㠃のࣂ

ンࢻ構㐀ࡣ⥔持ࢀࡉたࡲࡲ, FePc ⏤᮶の新たࣂ࡞ンࢻがほ ࢀࡉた.  

電Ẽఏᑟᗘ ᐃによると, FePc が྾╔するとṧ␃᢬ᢠがቑຍするが, ࡑのቑຍ量ࣛࡣン

つ๎㓄ิの᪉が⣙࡚࡭ム྾╔にẚࢲ 4 ಸ大ࡗ࠿ࡁた. 金ᒓⓗ࡞温ᗘ౫Ꮡ性ࡣ୧表㠃とࡶに

⥔持࡚ࢀࡉいた. In/Si 表㠃࡛ 1.5 Ȑ/K ࢇと࡯ࡣム྾╔表㠃࡛ࢲンࣛ ,ࡣた温ᗘ係ᩘࡗ࠶࡛

ࡣいが, つ๎㓄ิ表㠃࡛࡞ࡽࢃኚ࡝ 0.4 Ȑ/K とᑠ࡚ࡗ࡞ࡃࡉいた. ࡇのࡇとࡽ࠿, ࿘ᮇⓗ

に୪ࡔࢇ FePc が電子ࣀ࢛ࣇンᩓ஘にᙳ㡪ࡋ, 電子格子相஫స用をᙅ࡚ࡵいると⪃ࢀࡽ࠼る. 

௨ୖより, ྾╔㕲(ϩ)ࣇタࣟࢽ࢔ࢩンࡣ In/Si(111)-(Ҁ7�Ҁ3)表㠃の電子状ែを⥔持ࡋたࡲ

のࡑ ,ࡲ 2 次ඖ金ᒓ性をኚ化ࡏࡉるࡇとが࡛ࡁるとࡗ࠿ࢃた.  

[1] Y. Kitaguchi, et. al., Sci. Rep., 5, 11796 (2015). 

ᅗ㸯: STM 探㔪と Cu(110)をᯫᶫする 
 の分子᥋ྜࢩキࣀ࢙ࣇࣟࣟࢡ-�

O 
Cl 
STM 探㔪 
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ᅗ ↓ฎ⌮の᭷ࣝ࢝ࢪࣛ 1

による VSQ とࣝࢤࣟ࢔࢚

キセࣟࣝࢤの収縮の㐪い

3�� ㏱࣏᫂ࣜࢩロ࢟サン⣔࢚࢔ロࡢࣝࢤస〇࡜≀ᛶホ౯�
Ύ水 ኴ㝧, 金᳃ ୺⚈, 中す ࿴ᶞ 

ி㒔大学大学㝔 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
E-mail㸸shimizu.t@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 
 超⮫⏺流体を用い࡚ࣝࢤෆの⁐፹をྲྀり㝖ࡇࡃとにより得ࢀࡽるከᏍ体ࡣ，୍⯡に࢚࢔

，ࡵ㧗いྍどග㏱過性と᩿⇕性を♧すたࡣࣝࢤࣟ࢔リ࢚࢝ࢩ࡞る㸬௦表ⓗࢀࡉ⛠と࿧ࣝࢤࣟ

㧗性⬟࡝࡞❆⇕᩿࡞のᛂ用がᮦᩱ᪉㠃におい࡚⪃ࡁ࡚ࢀࡽ࠼た㸬ࡋ࠺ࡇた物性ࢧࣀࢼ，ࡣ

，ࡃᚲ↛ⓗに機Ეⓗᙉᗘが低ࡣリ࢝㦵格ࢩ⣽Ꮝ構㐀に⏤᮶するが，⬤性の㧗い࡞のᚤ⣽ࢬ࢖

 る㸬࠶㝈ᐃⓗ࡛ࡣるሙ㠃ࢀࡉがᐇ㝿に฼用ࣝࢤࣟ࢔リ࢚࢝ࢩ
 ᮏ研究࡛ࡣ，࣏リࣟࢩキࢧン࣡ࢺࢵࢿーࢡ中のྛ࢖ࢣ素ཎ子ୖに᭷機⨨᥮ᇶをᑟධࡋた

ࣝࢰをᙧᡂするࢡー࣡ࢺࢵࢿ࡞࠺のよࡇた㸬࡭い࡚ㄪࡘの物性にࡑ，ࡋをస〇ࣝࢤࣟ࢔࢚

íࣝࢤ系における⣽Ꮝ構㐀制ᚚࡣ㞴ࡃࡋ，㏱᫂ࡇࡣࣝࢤࣟ࢔࢚࡞

，たがࡗ࠿࡞い࡚ࢀࡉ報告࠿ࡋ࡛ᇶを᭷する系[1]ࣝࢳに࣓࡛ࡲࢀ

ᮏ研究࡛ࣝࢳ࢚ࡣᇶおよࣝࢽࣅࡧᇶをࡘࡶ系にࡶᣑᙇするࡇと

が࡛ࡁた㸬ࣝࢽࣅᇶを᭷する㸦VSQ㸧系におい࡚ࡣ，固体㦵格

ෆ࡛ࣛࣝ࢝ࢪ開ጞ剤を用いたࣝࢽࣅᇶのఙ㛗がྍ⬟࡛࠶り，機

Ეⓗᙉᗘの㧗いࣝࢤが得ࢀࡽた㸬超⮫⏺஝⇱࡛ࡃ࡞ᖖ温・ᖖᅽ

ୗ࡛の஝⇱によࣝࢤࣟ࢔࢚，࡚ࡗとྠ➼の物性を᭷するキセࣟ

た㸦ᅗࡋとをぢฟࡇるࢀࡽが得ࣝࢤ 1㸧㸬 
[1] K. Kanamori, et al., Adv. Mater., 200�, 19, 1589 

 
3�� ᅛయ NMRࡿࡼ࡟Ỉ⁐ᛶ CdSe 
 㠃ᵓ㐀ゎᯒ⾲ࡢーࢱࢫࣛࢡࢬ࢖サࢡࢵࢪ࣐ 

ᰩཎ ᣅஓ, 㔝田 Ὀᩯ, ➉⭜ Ύ஀⌮ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ  
E-mail㸸kurihara@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 
 ᩘ㹼ᩘⓒಶのཎ子࡞ࡽ࠿る物質࡛࠶るࣛࢡスターの安ᐃ性ࡣ構ᡂཎ子ᩘに大ࡃࡁ౫Ꮡࡋ，

≉ᐃのཎ子ᩘ࡛のࡳ≉␗ⓗに安ᐃࡶ࡞のࣛࢡࢬ࢖ࢧࢡࢵࢪ࣐ࡣスター(MSC)と࿧ࢀࡤる㸬

化ྜ物༙ᑟ体࡛࠶る CdSe MSC[1]ࡣ，⁐፹中࡛᭷機分子を保ㆤᇶとྜ࡚ࡋᡂࢀࡉ，ග物性

の研究࡝࡞が⾜࡚ࢀࢃいる㸬ࡑ，ࡋ࠿ࡋのᏑ在が報告ࡽ࠿࡚ࢀࡉ 10 年௨ୖが⤒ࡗた௒࡛

CdSe MSC，ࡣい㸬ᮏ研究࡛࡞い࡚ࢀࡉゎ᫂ࡣᐇ㦂ⓗにࡣ安ᐃ性の機構ࡸの構㐀ࡑ，ࡶ の

安ᐃ性に大ࡃࡁᐤ୚࡚ࡋいる保ㆤᇶのࣛࢡスター表㠃との相஫స用のゎ᫂を目ᣦࡋ，固体

NMR を用い࡚ࢩス࢖ࢸンに保ㆤࢀࡉた CdSe MSC (CdSe-Cys)の表㠃構㐀のゎᯒを⾜ࡗた㸬 
 構㐀ゎᯒの⤖ᯝ，IR およࡧ 13C NMR により，ࢩス࢖ࢸンの S がࢡ

ࣛスター表㠃の Cd と⤖ྜ࡚ࡋいるࡇとが᫂࠿ࡽとࡗ࡞た㸬15N NMR
ࡣᇶにࣀ࣑࢔ンの࢖ࢸスࢩ，ࡣ࡛ 2 ✀㢮の状ែが࠶るᵝ子がほ ࡉ

相関，(ୗᅗྑ)ࢀ NMR ᐇ㦂によりࣀ࣑࢔ᇶの୍㒊が Cd に㓄఩ࡋ

࡚いると⤖ㄽ௜けた㸬ࡲた，CH2 の H がࣛࢡスター表㠃の Se と

相஫స用を࡚ࡋいるࡇとࡶ固体 NMR により᫂࠿ࡽにࡋた㸬 
 
[1] A. Kasuya et al., Nat. Mater. 3 (2004) 99. 
 
࠙ㅰ㎡ࠚᮏ研究ࡣ JSPS 科研㈝ 25888009 研究ά動スターࢺᨭ᥼の

ຓᡂをཷけ࡚ᐇ᪋ࡋࡲࢀࡉた㸬 

㻜㻞㻜㻠㻜㻢㻜㻤㻜

㼜㼜㼙 㼒㼞㼛㼙 㻺㻴㻠㻯㼘

ᅗ. 15N NMR ス࣌ࣝࢺࢡ. 
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3�� ከ᰾ᑐᛂᆺࣝ࢖ࢥ࢜࢖ࣛࢡMAS-NMRࣉローࡢࣈ㛤Ⓨ 

水㔝 ᩗ a, ➉⭜ Ύ஀⌮ b 

aᰴᘧ会♫ JEOL RESONANCE ᢏ⾡㒊開発ࣝࢢーࣉ 
bி㒔大学大学㝔⌮学研究科 化学専ᨷ 分子構㐀化学研究ᐊ 
E-mail㸸mizuno@kuchem.kyoto-u.ac.jp  
 ከ核ᑐᛂᆺࣝ࢖ࢥ࢜࢖ࣛࢡ MAS ㏿ヨᩱをᐊ温௜㏆࡛㧗，ࡣࢀࡇた㸬ࡋを開発ࣈーࣟࣉ

回㌿࡞ࡋがࡽ，᳨ฟ系の冷却により，㏻ᖖのࣟࣉーࣈより᭱ࡶ大 4.5 ಸのឤᗘྥୖ⋡をᐇ

㸧をࢺࢵࣉᐃຠ⋡㸦スࣝー ，ࡋ⌧ 20 ಸ௨ୖにᣑ大する⏬ᮇⓗ࡞⿦⨨࡛࠶る㸬ᮏ⿦⨨ࡣ，

ᚑ᮶，低ឤᗘ࡛ ᐃ᫬㛫を要するたࡵに NMR の㐺用がᅔ㞴࡛ࡗ࠶た✀々の↓機物質の㧗

分ゎ⬟ ᐃ࡬のᛂ用➼，NMR  ᐃのࣟࣇン࢔࢕ࢸをษりᣅࢶࡃーࣝと࡚ࡋᮇᚅࢀࡉる㸬 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
3�� Liᕼⷧ࡞ 15NaI·LiBH4ࡢ Li+ఏᑟᶵᵓࡢᅛయ NMRࡿࡼ࡟ゎᯒ 

㔝田Ὀᩯ a, ෆᯘ῱ a, ᐑᓮ᛭㞝ዉ b, ᰩཎ大 b, ᪥ཎᓅᙪ b, ➉⭜Ύ஀⌮ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
bྡྂᒇ工業大学 工学研究科 ᮍ᮶ᮦᩱ๰ᡂ工学専ᨷ 
E-mail㸸noda@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

リࢳウム電ụが発ⅆする༴㝤性をᢤᮏⓗにゎỴࡋよ࠺と୙⇞性のセࣛ

開発当ึより，ࡣる㸬Li+固体電ゎ質࠶࡛ࢇ┒を電ゎ質に用いた全固体電ụの研究がࢡࢵ࣑

ฟ発ᮦᩱが Li 化ྜ物に㝈ᐃ࡚ࢀࡉいたたࡵ，Li+ఏᑟ性がᴟ࡚ࡵ㧗いᮦᩱ࡝࡯௚の電ụ≉

性との୧❧が㞴࡚ࡗ࡞ࡃࡋいる㸬࡛ࡇࡑ Li る࠶リー化ྜ物࡛ࣇ NaI に Li をᚋኳⓗにῧຍ

するࡇと࡛新つ㧗㏿固体 Li+ఏᑟ体のྜᡂをヨࡳたとࢁࡇ，࣎ー࣑ࣝリンࢢによりྜᡂࡉ

たࢀ 15NaI·LiBH4ࡣ Li ⃰ᗘがᕼⷧにࡶ関ࡎࡽࢃᐊ温࡛ 3�10-6 S·cm-1の Li+ఏᑟを♧ࡋた㸬

ᮏ研究࡛ࡣ Li がᕼⷧ࡞ 15NaI·LiBH4の Li+ఏᑟ機構を固体 NMR によりゎᯒࡋた㸬 
固体 NMR ࡣ 14 T の☢ሙ࡛ 1H-7Li-23Na ୕重ඹ㬆をとࡗた Varian ♫の T3 を用いࣈーࣟࣉ

ࡎࡲた㸬ࡗ⾜࡚ 7Li MAS NMR より，XRD たࢀࡽ࠼⪄༢相とࡣ࡛ 15NaI·LiBH4 が NaI-
LiBH4固⁐体相と LiBH4相࡞ࡽ࠿るࡇとを᫂࠿ࡽにࡋた㸬次に 23Na MAS NMR と組ࢃྜࡳ

いる࡚ࡋ⁐固࡚ࡏ Li が Na と⨨᥮࡚ࡋいるࡇとを✺ࡁṆࡵた㸬Na ⨨᥮ࡋた Li のࡣࢺ࢖ࢧ

大ࡃࡁ 2 り，1࠶ࡘ ࿘りをࡣࡘ 6 のࡘ I に，࠺ࡶ 1 ࡣࡘ 5 のࡘ I と 1 のࡘ BH4にᅖ࡚ࢀࡲ

いると⪃ࢀࡽ࠼る㸬交᥮ NMR ࡽ࠿ Na ⨨᥮ࡋた Li 㛫࡛ࢺ࢖ࢧ Li が交᥮࡚ࡋいるが，固⁐

たࡗ࠿࡞ࢀࡁࡋ LiBH4との㛫࡛ࡣ交᥮࡚ࡋい࡞いࡇとが♧ࢀࡉた㸬ࡽࢀࡇのࡇとࡣ Li ఏᑟ

が NaI に固⁐ࡋた Li によるࡶの࡛࠶り，ఏᑟ機構ࡣ✵Ꮝ機構によるࡇとを♧၀࡚ࡋいる㸬 
ᮏ研究ࡣ JSPS 科研㈝ 26288006 ᇶ┙研究 B のຓᡂをཷけ࡚ᐇ᪋ࢀࡉた㸬 

(2a) (2b) (3a) (3b) (1) 

ᅗ㸬(1)ࣟࣉーࣈヨస機እほ㸬(2a) ࣝ࢖ࢥ࢜࢖ࣛࢡ MAS によるኳ↛Ꮡ在ࣈーࣟࣉ LTA ࢜ࢮ

のࢺ࢖ࣛ 29Si NMR ス࣌ࣝࢺࢡ㸬およࡧ(2b)ẚ㍑ᑐ↷ࣟࣉーࣈによるྠ୍ヨᩱ・ྠ୍ᐇ㦂᮲

௳ୗ࡛の 29Si NMR ス࣌ࣝࢺࢡ㸬(3a) ࣝ࢖ࢥ࢜࢖ࣛࢡ MAS により᳨ฟ系低温ୗにࣈーࣟࣉ

おけるኳ↛Ꮡ在㓟化࢝ࣝࢩウムの 43Ca NMR ス࣌ࣝࢺࢡ㸬およࡧ(2b)ྠࣟࣉーࣈにより᳨ฟ

系ᐊ温ୗ࡛ྠ୍ヨᩱ・ྠ୍ᐇ㦂᮲௳ୗ࡛の 43Ca NMR ス࣌ࣝࢺࢡ㸬 
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3�� ᖖ ᖖᅽୗ࡛ࡢ in situ ᅛయ NMR  ᐃࡿࡼ࡟ 

     [Cu3(btc)2]⣽Ꮝ୰࡟྾╔ࡓࢀࡉỈ⣲ࡢほ  

ฟ಴ 㥴 a, ᑠᯘ ᾈ࿴ a, ᮤ ග⍆ a, ụ田 㱟୍ a, ஂ保田 ెᇶ b, ໭ᕝ ᏹ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 固体物性化学研究ᐊ 
b大㜰ᗓ❧大学 ⌮学研究科 
E-mail㸸s.dekura@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 Metal–Organic Framework (MOF)ࡣ，つ๎ⓗ⣽Ꮝと↓㝈の設ィ性ࡽ࠿，水素㈓ⶶᮦᩱをࡣ

おり，✀々の水素྾ⶶ࡚ࢀࡉᛂ用にྥけ࡚研究࡞たᵝ々ࡋとࡵࡌ MOF が࡛ࡲࢀࡇに報告

ࡧにᐊ温ཬ⯡୍，ࡃࡉ物⌮྾╔における྾╔⇕がᑠ，ࡽが࡞ࡋ࠿ࡋた㸬ࡁ࡚ࢀࡉ 1 Ẽᅽ௨

ୗの᮲௳࡛ࡣṤ࡝水素を྾ⶶ࡞ࡋいたࡵ，ᖖ温ᖖᅽୗにおけ

る MOF と水素の相஫స用の研究ࡣṤ࡚ࢀࡉ࡞࡝いࡗ࠿࡞た㸬

୍᪉，固体 NMR ᚤ量の，ࡵるたࡁᐃ࡛ ࡃ水素をឤᗘⰋࡣ

水素の状ែをㄪ࡭るにࡣ᭷ຠ࡞ᡭ法࡛࠶る㸬ᮏ研究࡛ࡣ，

[Cu3(btc)2] (HKUST-1; btc = benzenetricarboxylate)にὀ目ࡋ，

101.3 kPa ௨ୗの重水素ᅽ力ཬࡧ 303 K におい࡚，固体 2H 
NMR  ᐃを in situ ᖖ温ᖖᅽୗに，࡚ࡵึࡣた㸬ᡃ々ࡗ⾜࡛

おい࡚ MOF ⣽Ꮝ中に྾╔ࢀࡉた重水素分子をほ ࡋ，重水

素分子が⣽Ꮝෆ࡛ Cu2+と相஫స用࡚ࡋいるࡇとを᫂࠿ࡽに

 た㸬1ࡋ

1. S. Dekura et al., Chem. Lett. 43, 1363 (2014). 
 
3�� 㧗ᅽຊࡿࡼ࡟ AgI  ไᚚࡢンఏᑟᛶ࢜࢖࡜ᣲື┦ࡢノ⢏Ꮚࢼ

山ᮏ ㈗அ a, ๓㔛 ගᙪ a, 大▼ Ὀ⏕ b, ᖹᑿ ┤ஂ b, ᑠᯘ ᾈ࿴ a, ໭ᕝ ᏹ a 

aி㒔大学 大学㝔⌮学研究科 化学専ᨷ 固体物性化学研究ᐊ 
bJASRI/SPring-8 
E-mail㸸tyamamoto@kuchem..kyoto-u.ac.jp 
，Ꮡ在するが࡚ࡋいș/Ț相とࡋンఏᑟ性にஈ࢜࢖ࡣᖖ温ᖖᅽ࡛ࡣのࣚウ化㖟ࢡࣝࣂ 

147 Υ௨ୖ࡛Ș相に構㐀相㌿⛣ࡋ超࢜࢖ンఏᑟ性を♧す㸬ࡲたᅽ力༳ຍによりȘ相の㌿⛣

温ᗘが低ୗするࡇとが▱࡚ࢀࡽいる㸬୍᪉，ᡃ々ࡣ⢏ᚄ 10 nm のࣚウ化㖟ࣀࢼ⢏子におい

࡚，Ș相が冷却過⛬࡛ 40 Υ࡛ࡲ安ᐃにᏑ在するࡇとをぢฟࡋた㸬ࡽࡉにࣚウ化㖟ࣀࢼ⢏

子ࡣ㧗ᅽୗにおい࡚ࢡࣝࣂࡶと࡞␗ࡣる相㌿⛣ᣲ動を♧すと⪃ࢀࡽ࠼，ᅽ力༳ຍによりȘ

相がᐊ温௨ୗ࡛ࡶ安ᐃにᏑ在するࡇとがᮇᚅࡉ

㧗ᅽ力によるࣚウ化，ࡣᮏ研究࡛࡛ࡇࡑる㸬ࢀ

㖟ࣀࢼ⢏子の相㌿⛣ᣲ動と࢜࢖ンఏᑟ性の制ᚚ

を目ⓗとࡋた㸬 
  PXRD  ᐃの⤖ᯝ，ᖖᅽୗ࡛ࡣ 24 Υにおい࡚

ș/Ț相と࡚ࡋᏑ在するのにᑐ0.16，ࡋ GPa のᅽ

力ୗ࡛ࡣ 20 Υにおい࡚ࡶȘ相⏤᮶の回ᢡࣆーࢡ

のࡳがほ ࢀࡉた(Figure)㸬ࡲた，࢖ンࣆーࢲン

ス ᐃにおい࡚ࡶ㧗ᅽୗ࡛ࡣᐊ温௜㏆࡛ࡶ㧗い

Șࡣ㧗ᅽୗ࡛，ࡽ࠿とࡇたࡋ♧ンఏᑟᗘを࢜࢖

相が低温࡛ࡲ安ᐃにᏑ在するࡇとをぢฟࡋた㸬 
 

)LJXUH� In situ solid-state 2H NMR 
spectrum with the fitting curves.�

Figure. PXRD patterns of AgI nanoparticles 
under high pressure
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 ⟆ᅽຊᛂࡢ࡬ロトンఏᑟᛶࣉࡢ㓟ᯫᶫ㓄఩㧗ศᏊ࢘ࣗࢩ ��3

ὸᕝ ⿱ኴ a, ๓㔛 ගᙪ a, 大ᕝ ᑦኈ a, ᖹᑿ ┤ஂ b, 大▼ Ὀ⏕ b, ໭ᕝ ᏹ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
b JASRI/Spring-8 
E-mail㸸y.asakawa22@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

ᅽ力の༳ຍࡣ連⥆ⓗにཎ子㛫㊥㞳をኚ化ࡏࡉるࡇとが࡛ࡁるたࡵ, つ๎ⓗ࡞⤖ᬗ構㐀を

ンఏࢺࣟࣉࡣる. ᮏ研究࡛࠺り࡞ᡭ法と࡞㓄఩㧗分子の物性を系⤫ⓗに制ᚚするᙉ力ࡘࡶ

ᑟ性にὀ目ࡑ ,ࡋのᅽ力ຠᯝを᫂࠿ࡽにするࡇとを目ⓗとࡋた. ヨᩱにࡣ LaCr(ox)3･10H2O 
(ox2– = oxalate ion)を用いた. ࡇの㘒体࡛ࢳࡣャࣝࢿ中の水分子が水素⤖ྜ࣡ࢺࢵࢿーࢡを

ᙧᡂするࡇと࡛ࢺࣟࣉンఏᑟ性を♧すࡇとが報告࡚ࢀࡉいる*. ᩥ⊩*にᚑྜ࡚ࡗᡂࡋた⢊

ᮎヨᩱを࣌ࣞࢺࢵ状にᡂᆺ40% ,ࡋの‵ᗘୗ࡛ᖹ⾮に㐩する࡛ࡲ㟼⨨ࡋたのࣆࡕスࢺンࢩリ

ンࢲーᆺᅽ力セࣝにධࢀ, 交流࢖ンࣆーࢲンス ᐃ

を⾜ࡗた. ᐊ温࡛⣙ 2.5 GPa ࡇたとࡋᅽ力を༳ຍ࡛ࡲ

ᚎ々に低ࡣンఏᑟᗘࢺࣟࣉ࡚ࡗᅽ力のቑຍにక ,ࢁ

ୗ2 ,ࡋ GPa ௜㏆にᛴ⃭࡞ఏᑟᗘのῶᑡがほ ࢀࡉた

(ᅗ). ୍᪉࡛ά性化࢚ࢠࣝࢿーࡣ 2 GPa ௜㏆࡛大ࡃࡁ

ቑຍするࡇとが᫂࠿ࡽとࡗ࡞た. ࡽࢀࡇの⤖ᯝࡽ࠿ 2 
GPa ௜㏆࡛のᛴ⃭ࢺࣟࣉ࡞ンఏᑟᗘの低ୗとά性化

 .たࢀࡉとが♧၀ࡇる࠶ーのቑຍに相関がࢠࣝࢿ࢚
当᪥ࡣ⢊ᮎ X ⥺回ᢡ ᐃの⤖ᯝを㋃࡚࠼ࡲ㆟ㄽする. 
* H. Okawa et al., Inorg. Chem. 2015� 54, 8529-8535 
 
3�� In-situ᢬ᢠ ᐃࡿࡼ࡟ ZnOࡢ࡬Ỉ⣲࢜࢖ンࣅー࣒↷ᑕຠᯝࡢ研究 

中山 ு a, ๓㔛 ගᙪ a, 㛗ᒸ Ꮥ b, ᭷田 ㄔ b, 
Zhu Wenliangc, Pezzotti Giuseppec, ໭ᕝ ᏹ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 固体物性化学研究ᐊ 
b஑ᕞ大学 工学研究㝔 ᮦᩱ工学㒊門 
cி㒔工ⱁ⧄⥔大学 工ⱁ科学研究科 物質工学㒊門  
E-mail㸸n.ryo@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

 水素࢜࢖ンࣅーム↷ᑕࡣ水素ᑟධཬࡧ物性制ᚚに᭷ຠ࡛࠶り，ཎ⌮ⓗにࡺࡽ࠶ࡣる物質

に㐺ᛂྍ⬟࡞ᡭ法࡛࠶る㸬࡛ࡲࢀࡇ，ᡃ々ࡣ in-situ 温ᗘྍኚ᢬ᢠ ᐃがྍ⬟࡞水素࢜࢖ン

た㸬nࡋーム↷ᑕ⿦⨨を開発ࣅ ᆺ༙ᑟ体࡛࠶る ZnO ࡚ࢀࡉのᛂ用がᮇᚅ࡬࡝࡞㏱᫂電ᴟࡣ

いるが，ZnO にᑐ࡚ࡋの低温࡛の水素࢜࢖ンࣅーム↷ᑕに

よる水素ᑟධに関する報告౛࡞ࡣい㸬࡛ࡇࡑ，ᮏ研究࡛ࡣ

ᡃ々が開発ࡋた水素࢜࢖ンࣅーム↷ᑕ⿦⨨を用い࡚，ZnO

の࡬⭷ⷧ 50 K ࡛の↷ᑕຠᯝをㄪ࡭るࡇとを目ⓗとࡋた㸬

In-situ ᢬ᢠ ᐃにより，50 K ࡛の↷ᑕによる᢬ᢠ⋡のῶᑡ

をほ ࡋた(Fig. 1)㸬ࡽࡉに，↷ᑕᚋの᪼温にక࠺᢬ᢠ⋡の

୙ྍ㏫࡞ῶᑡをほ するࡇとにᡂຌࡋた㸬ࡣࢀࡇ 50 K ࡣ࡛

とを♧၀ࡇたࡋいた水素が᪼温にకいᣑᩓ࡚ࢀࡉࣉࢵࣛࢺ

する⤖ᯝ࡛࠶る㸬ヲ⣽ࡣ当᪥報告する㸬 

ᅗ ࢺࣟࣉンఏᑟᗘのᅽ力౫Ꮡ性

Fig. 1 50 K ࡛の↷ᑕによる

ZnO の᢬ᢠ⋡のኚ化 
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ࡢ㘒యࣝࢣࢵࢽ᪂つ୍ḟඖࡘᣢ࡟㦵᱁ࢆ஧᰾㘒యࣝࢣࢵࢽ ��3

ྜᡂ࡜ᵓ㐀ࡧࡼ࠾㟁Ꮚ≀ᛶ 

ᶫཱྀ Ⰻኴ, 大ᆤ ୺ᘺ, ໭ᕝ ᏹ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
E-mail㸸ryo-hashi@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 ᨃ୍次ඖࢤࣟࣁンᯫᶫ㑄⛣金ᒓ㘒体(MX-chain)ࡣ，㓄఩子➼の構ᡂ

要素を⨨᥮するࡇとにより，ࡑの構㐀，電子状ែを系⤫ⓗに制ᚚ࡛ࡁ

るࡇとが▱࡚ࢀࡽいる㸬≉に金ᒓ✀とࣝࢣࢵࢽ࡚ࡋを用いたሙྜにࡣ，

大࢜࡞ࡁンࢡ・ࢺ࢖ࢧーࣟン཯発࢚ࢠࣝࢿーにより཯ᙉ☢性୍次ඖ㙐

をᙧᡂࡋ，spin-Peierls ㌿⛣࡝࡞の⯆࿡῝い物性を♧す㸬 
௒回ᡃ々ࡣ，୍次ඖ㙐ෆのࣝࢣࢵࢽを᭷機㓄఩子࡛ 2 連⤖すࡘࡎࡘ

るࡇと࡛構㐀ཬࡧ電子状ែの制ᚚを⾜ࡇ࠺とを目ⓗと2，࡚ࡋ ✀㢮の

新つ୍次ඖࣝࢣࢵࢽ㘒体， (Ni2BrnL)(BF4)4 (L㸸 1,4-bis((1,4,6,8,11-
pentaazacyclotetradecane-6-yl)-methyl)benzene，(1)㸸n = 1.5，(2)㸸n = 2)
のྜᡂにᡂຌࡋた㸬ྜᡂࣝࢣࢵࢽࡣ஧核㘒体，(Ni2L)Cl4 の HBF4 ⁐液

を⮯素㓟化するࡇとにより⾜ࡗた㸬100 K における༢⤖ᬗ X ⥺構㐀ゎ

ᯒの⤖ᯝをᅗ 1 に♧す㸬⤖ᬗ構㐀ゎᯒ，Raman ス࣌ࣝࢺࢡ ᐃより，

㏻ᖖのࡣい࡚ࡘ㘒体(2)に，ࡣ㘒体の電子状ែࣝࢣࢵࢽの୍次ඖࡽࢀࡇ

ࣝࢣࢵࢽ MX-chain ྠᵝ Mott-Hubbard 状ែ(±NiIII±Br±NiIII±Br±)࡛ࡗ࠶

たのにᑐࡋ，㘒体(1)にࡘい࡚࡯࡛ࡲࢀࡇࡣと࡝ࢇ報告౛の࡞い電Ⲵᐦ

ᗘἼ状ែ(-NiIV-BrÂÂÂNiIIÂÂÂBr-)࡛࠶るࡇとが♧၀ࢀࡉた㸬 
 
3�� Pyrazine ᪂つᅄᮏ㙐ࡿࡍ᭷࡟ᯫᶫ㓄఩Ꮚࢆ MX-tube ᆺⓑ㔠㘒యࡢᵓ㐀

 㟁Ꮚ状ែ࡜

大➉研୍・大ᆤ୺ᘺ・໭ᕝᏹ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 
E-mail㸸ohtakekenohtake@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 ୍次ඖࢤࣟࣁンᯫᶫ金ᒓ㘒体(MX-chain)ࡣ構ᡂ要素の⨨᥮により，電
子状ែを系⤫ⓗに制ᚚ࡛ࡁるࡇとが▱࡚ࢀࡽいる㸬㏆年ᡃ々ࡣ次ඖࣟࢡ
ス࢜ーࣂー㡿ᇦにおける物性にὀ目ࡋ，」ᩘの୍次ඖ㙐を⤖ྜࡋた஧ᮏ
㙐 ladder ᆺ ᅄᮏ㙐ࡸ1 tube ᆺ 2の MX 㘒体⩌をྜᡂࡋ，㙐のᮏᩘに౫Ꮡࡋた新ࡋい電子状
ែを報告ࡁ࡚ࡋた㸬௒回，୍次ඖ㙐㛫の㙐㛫相஫స用にࡘい࡚よりヲ⣽࡞▱ぢを得るࡇと
を目ⓗと࡚ࡋ，ᯫᶫ㓄఩子に pyrazine をᑟධࡋたᑠ࡞ࡉ開ཱྀᚄ(<5 Å)を᭷するᅄᮏ㙐 MX-
tube ᆺⓑ金㘒体を新つにྜᡂࡋた㸬༢⤖ᬗ X ⥺⤖ᬗ
構㐀ゎᯒにより得ࢀࡽた[(dach)Pt(pz)Br]4(SO4)4 (1)の⤖
ᬗ構㐀(100 K)を Fig.1 に♧す㸬ᯫᶫ㓄఩子 pz により，
4 ᮏの MX 㙐が⤖ྜࡋたᅄゅᰕᆺの tube 構㐀をᙧᡂ
温ᗘྍࡧいる㸬⤖ᬗ構㐀ゎᯒ，XPS，ᣑᩓ཯ᑕཬ࡚ࡋ
ኚ Raman ス࣌ࣝࢺࢡ ᐃの⤖ᯝࡽ࠿，tube を構ᡂす
る MX 㙐ෆの電子状ែࡣ低温࡛ࡣ電ⲴᐦᗘἼ状ែ
(CDW: ···Pt2+···BríPt4+íBr···)࡛࠶る୍᪉，ᐊ温௜㏆࡛
ࡣ CDW 状ែに≉ᚩⓗ࡞ඹ㬆 Raman のᙉᗘがᙅ࡞ࡃ
— :状ែ(MHࢻーࣂࣁ・ࢺࢵおり電子状ែが࡚ࣔࡗ
Pt3+—Br—Pt3+—Br—)に㏆࡞ࡃるࡇとが♧၀ࢀࡉた㸬
ヲ⣽ࡣ当᪥報告する㸬 
[1] A. Kobayashi, et al. J. Am. Chem. Soc, 200�, 128, 12066 
[2] K. Otsubo, et al. Nat. Mater, 2011,�10, 291. 

ᅗ � 1� ୍次ඖࢵࢽ

2�の⤖ᬗ�㘒体ࣝࢣ

構㐀�

 
ᅗ 1. [(dach)PtBr(pz)]4(SO4)4の⤖ᬗ 
構㐀(100K)  
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3�� ከᏍᛶ㔠ᒓ㘒య࡛⿕そࡓࡋ Niཬࡧ Ptࢼノ⢏Ꮚྜࡢᡂ࡜≀ᛶ 
㟷山Ⰻṇ a，ᑠᯘᾈ࿴ a，山ᮏ▱୍ b,c，ᯇᮧᬗ b,c，ஂ保田ెᇶ d，໭ᕝᏹ a 

aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ 固体物性化学研究ᐊ 
b஑ᕞ大学 工学研究㝔࢚ࢠࣝࢿー量子工学㒊門量子⥺物性工学研究ᐊ 
c஑ᕞ大学超顕ᚤゎᯒ研究センター 
d大㜰ᗓ❧大学 大学㝔⌮学系研究科 物⌮科学専ᨷ 

E-mail㸸yoshimasa@kuchem.kyoto-u.ac.jp 
 金ᒓࣀࢼ⢏子と金ᒓ᭷機構㐀体�MOF�࡞ࡽ࠿る」ྜ体ࢠࣝࢿ࢚，ࡣーࡸ物質ኚ᥮࡝࡞の

ほⅬࡽ࠿⢭力ⓗに研究࡚ࢀࡉいるᮦᩱ࡛࠶る㸬᭱㏆，ᡃ々ࡣ❧᪉体Pdࣀࢼ⤖ᬗを

copper(II)1,3,5-benzenetricarboxylate�HKUST-1�MOF࡛⿕そࡋた」ྜ体，Pd@HKUST-1の水

素྾ⶶ≉性にࡘい࡚報告ࡋた�1 Pd@HKUST-1ࡣ⿕そ࡚ࢀࡉい࡞い❧᪉体Pdࣀࢼ⤖ᬗとẚ

࡬HKUST-1ࡽ࠿Pdࡣの水素྾ⶶ⬟力のྥୖࡇ，ࡋ♧⣙2ಸの水素྾ⶶ量と྾ⶶ㏿ᗘを࡚࡭
の電Ⲵ⛣動に起ᅉするࡇとを᫂࠿ࡽにࡋた㸬ࡇのよ࡞࠺金ᒓࣀࢼ⢏子とMOFの相஌機⬟ࡣ

௚✀の組ࡏࢃྜࡳにࡶ㐺用ྍ⬟とᮇᚅࢀࡉる㸬ᮏ研究࡛ࡣ，Pdとྠ᪘ඖ素࡛࠶るNiとPtに
╔目2ࡽࢀࡇ，ࡋ✀の金ᒓࣀࢼ⢏子をHKUST-1࡛⿕そࡋた」ྜ体，Ni@HKUST-1と
Pt@HKUST-1を報告する㸬⢊ᮎX⥺回ᢡ ᐃに

よりNiおよࡧPtࣀࢼ⢏子の⤖ᬗ子ࡣࢬ࢖ࢧ，

ྜ「た㸬ࢀࡽࡶ✚nm� 5.1 nmとぢ 3.4ࢀࡒࢀࡑ

状ែにࡘい࡚ࡣ，㏱過ᆺ電子顕ᚤ㙾ほᐹによ

りㄪ࡭た�ᅗ�㸬 

 1. Li, G. et al., Nature Mater., 2014, 13, 802–806. 

 ᛶ≀࡜ᵓ㐀ࡢン㘒య࢜࢖ーࣞン㝜ࣛࣇ ��3

大ሯ 晃弘 a, ࢺ࣑ࣗࢹ ࣇࣞࢼࢥリ b, ࢝ࢺࣂࣛࢧ ࣇࣀࢨ c, ▼ᕝ 学 a, 
中㔝 義᫂ a,リࣗ࣎ࣈス࢝ࣖ リ࣐ b, 矢持 秀起 a, 㰻⸨ ㌷治 d 
aி㒔大学 低温物質科学研究センター, bࣟ࢔ࢩ科学࣑ࢹ࢝࢔ー  
 化学物⌮研究所, cࣟ࢔ࢩ科学࣑ࢹ࢝࢔ー 固体物⌮研究所,  
dྡᇛ大学 ㎰学㒊, 豊田⌮化学研究所 
E-mail㸸otsuka@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

C60 㝜࢜࢖ンと✀々のᑐᡂ分を౑ࡗた㘒体を⤂௓する㸬  
㘒体�1�㸦ᅗ 1㸧࡛ࡣ，Cp*IrIIII2 (Cp*: pentamethylcyclo-

pentadienyl)の Ir が SnIIPc(2�) (Pc: phthalocyanine)の Sn と

㓄఩⤖ྜࡋた中性ࣘࢺࢵࢽが，C60
x�と TBA� (tetrabutyl-

ammonium 㝧࢜࢖ン)ࡽ࠿ᡂる 1:1 ሷの㛫㝽に⤖ᬗ⁐፹の

hexane 0.5 ಶとඹにྲྀり㎸ࢀࡲ，C60
x�の 5 員環と Cp*環

がS�S相஫స用࡚ࡋいるࡇとが⤖ᬗ構㐀と☢性 ᐃࡽ࠿

た㸬㘒体ࢀࡉ♧ �2�の組ᡂࡣ， 3 回ᑐ⛠性を持ࡘ

(Ph3P)3Au� (全体と࡚ࡋ 1 ౯の㝧࢜࢖ン，Ph3P: tetra-
phenylphosphoium) 2 ಶにᑐ࡚ࡋ C60が 3 ಶと⤖ᬗ⁐፹の

o-dichlorobenzene 1 ಶࡽ࠿ᡂる㸬C60 る࠶起అのࡣ

hexagonal ᒙ状構㐀㸦ᅗ 2㸧を構ᡂ3，ࡋ ಶの C60 のࡕ࠺

2 ಶが C60
x�࡛ 1 ಶが中性の電Ⲵ分㞳状ែに࠶るࡇとが

IR ス࣌ࣝࢺࢡ，⤖ᬗ構㐀，電Ẽ᢬ᢠ ᐃࢀࡉ♧ࡽ࠿た㸬 

ᅗ (a)Ni@HKUST-1 ཬࡧ(b)Pt@HKUST-1 の 

電子顕ᚤ㙾⏬ീ㸦スࢣーࣝࣂー㛗 = 50 nm㸧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ᅗ 1㸬 㘒体 �1� 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ᅗ 2㸬 㘒体 �2� 
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3�� C3ᑐ⛠ᛶࢆ᭷ࢼࢻࡿࡍーศᏊྜࡢᡂ㸪ࡧࡼ࠾㘒యస〇

 ᛶホ౯≀࡜
大Ụ ెẎ a,b，中㔝 義᫂ a，▼ᕝ 学 a，矢持 秀起 a，኎ᕷ ᖿ大 c 

aி㒔大学 低温物質科学研究センター，bி㒔大学大学㝔 ⌮学研究科 
化学専ᨷ，c分子科学研究所 
E-mail㸸yoshiki.o@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

㧗ᑐ⛠性分子ࡣ縮㏥㌶㐨を᭷ࡑ，ࡋの分子集ྜ系࠶ࡣる≉ᐃの電子

状ែにおい࡚ࣖーン・ࣛࢸーຠᯝに起ᅉする相㌿⛣の発⌧がᮇᚅࢀࡉ

る㸬௒回ࡣ，新つに C3 ᑐ⛠性分子 1，2 の設ィ・ྜᡂを⾜ࡗた㸬ࡲた，

分子 1 ࡣ たከ᪉ྥࡋン環の◲㯤ཎ子を௓ࣛࣆ࢜ࢳ，ーࣝ環࢜ࢳࢪ-1,3

分子，࡛ࡇࡑ㸬ࡘᚩを持≉࠺るとい࠶࡛⬟の分子㛫相஫స用がྍ࡬ 1
にࡘい࡚ࣀ࢔ࢩࣛࢺࢸ，ࡣキ࣓ࢪࣀタン㸦TCNQ㸧との電Ⲵ⛣動㘒体

を᳨ウࡋた㸬 
分子 1，2 BTT(SnMe3)3，ࡣ と TPDT-Br，ࡲたࡣ EDO-TTF-I との

Stille 分子，ࡣた㸬電Ⲵ⛣動㘒体ࡋによりྜᡂࢢリンࣉࢵ࢝ 1 と TCNQ
の⢊ᮎを」ᩘのΰྜẚ࡛，࣓ࣀウங㖊を用い࡚ᑡ量の CH3CN をຍ࡞࠼

がࡽΰྜ☻○ࡋ，㯮Ⰽ⢊ᮎと࡚ࡋ得た㸬ࡽࢀࡇのヨᩱにᑐするඖ素分

ᯒ，࣐ࣛン，およࡧ⣸እ㸫ྍど㸫㉥እ分ග ᐃࡽ࠿，㘒体中の分子 1
の౯ᩘ1+ࡣ ౯㏆ഐ࡛࠶ると᥎ ࢀࡉた㸬ࡲた，ຍᅽᡂᆺヨᩱのᑟ電性

ホ౯を⾜ࡗたとࢁࡇ，ΰྜẚに関ࡎࡽࢃά性化࢚ࢠࣝࢿーEa § 300 
meV の༙ᑟ体ⓗᣲ動，CH3CN を用い࡚Ὑίを⾜ࡗた⢊ᮎヨᩱの☢化⋡

 × 温ᗘ౫Ꮡ性がキࣗリーⓗᡂ分とᐃᩘ㡯の࿴㸦Ȥ = 0.088 / T + 1.0，ࡣ
10í3 emu molí1㸧࡞ࡽ࠿るᒁ在系のᣲ動を♧ࡋた㸬ࡽࡉに，⌮ㄽⓗゎᯒ

により，分子 2+ࡣるい࠶，1+ࡣ1 ౯とࡗ࡞た㝿，電Ⲵࡣ 1 ᯛ，࠶るいࡣ 2 ᯛの TPDT 㒊఩

にᒁ在化ࡋ，分子構㐀の C3ᑐ⛠性ࡣኻࢀࢃ，C1ᑐ⛠とࡗ࡞た状ែがồࢀࡽࡵた㸬 
 
3�� 䝶䜴⣲ᑟධ䝗䝘䞊ศᏊ EDO-TTF-I 䛾㝧䜲䜸䞁䝷䝆䜹䝹ሷ䛻

䛚䛡䜛ᵓ㐀ⓗ≉ᚩ 
୰㔝 ⩏᫂ a, ኱Ụ ెẎ a,b, 㧘ᶫ భ㍜ a,b, ▼ᕝ Ꮫ a, ኱ሯ ᫭ᘯ a, ▮持 
⚽起 a, ኎ᕷ ᖿ኱ c 

aி㒔኱Ꮫ ప温≀㉁⛉Ꮫ研究䝉ンター, b ி㒔኱Ꮫ 理Ꮫ研究⛉ ໬Ꮫᑓᨷ, 
cศᏊ⛉Ꮫ研究ᡤ 
E-mail䠖nakano@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

Ⅳ⣲に結ྜした䝶䜴⣲ୖでは，結ྜ㍈᪉ྥにṇ，䛭れとᆶ┤な᪉ྥに㈇電Ⲵがศᕸしている．

ṇ電Ⲵがศᕸしている㒊ศは ı 䝩ールと࿧䜀れ，ルイスሷᇶの㈇電Ⲵと┦஫作⏝し，䝶䜴⣲結ྜ

がᙧ成される．䝶䜴⣲ୖの電Ⲵศᕸの␗᪉性は኱きく，䝶䜴⣲結ྜの᪉ྥ౫Ꮡ性はỈ⣲結ྜよ䜚も

強い．䛭のた䜑，᭷ᶵ導電体の㛤発研究において，ᣦྥ性のある䝶䜴⣲結ྜを✚ᴟ的にά⏝した

ศᏊ㓄ิไᚚ䜔特␗な≀性の発現を┠ᣦした研究が⾜䜟れている．本研究では，䝶䜴⣲を導ධし

た EDO-TTF-I の㝧イ䜸ン䝷䝆䜹ルሷについて構造と≀性を᳨ウした． 
ྛ✀㝧イ䜸ン䝷䝆䜹ルሷの結晶は電ゎἲによ䜚得た．౛䛘䜀，NO3，

PCA ሷの⤌成は，ド䝘ーศᏊ䠄D䠅:㝜イ䜸ン䠄A䠅= 2:1 であ䜚，C(CN)3

ሷでは，D:A = 3:1 近ഐであった．導電性は，NO3 ሷで ȡ297K = 2.8 � 
cm，Ea = 195 meV，PCA ሷで ȡ297K = 1.9 � cm，Ea = 60 meV，

C(CN)3 ሷで ȡ295K = 3.2 × 102 � cm，Ea = 250 meV の༙導体的ᣲື

であ䜚，これ䜙のሷでは，ప温㒊で磁໬⋡がᴟ኱を♧すᒁᅾスピン⣔

の磁性がほ された．䜎た，䝷䝬ンス䝨䜽䝖ルを ᐃしたとこ䜝，NO3，

PCA ሷではバンドのศ⿣はほ されな䛛ったが，C(CN)3 ሷではバン

ドのศ⿣がほ されたこと䛛䜙，NO3，PCA ሷは䝰ッ䝖⤯⦕体，C(CN)3

ሷは電Ⲵ୙ᆒ໬⣔であると⪃䛘䜙れる．୍᪉䝶䜴⣲࿘㎶の構造にὀ┠

すると，これ䜙のሷでඹ㏻してᅗ 1 に♧す▷㊥㞳接ゐがほ された． 

ᅗ 1 EDO-TTF-I ศᏊと

㝜イ䜸ンの▷㊥㞳接ゐ

のᶍᘧᅗ．A は㝜イ䜸

ン，䜎たは㝜イ䜸ンの୍

㒊を♧す． 
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3�� EDO-TTF-Cl ࡜ Ag(CN)2ࡢ࡜ �  ᛶ≀࡜ᵓ㐀ࡢሷࡢ✀

▼ᕝ 学 a, 中㔝 義᫂ a, ㈽ᕷ ᖿ኱ E� 大ሯ 晃弘 a, 矢持 秀起 a 

aி㒔大学 低温物質科学研究センター，b分子科学研究所 
E-mail㸸m-ishikawa@ltm.kyoto-u.ac.jp 

物質の機⬟と大࡞ࡁ相関を持ࡘ⤖ᬗ中の分子㓄ิが，㝜࢜࢖ンࢧ

，い࡚ࡘー，EDO-TTF-Cl [1]にࢼࢻたȧࡋ᭷ពにኚ化࡚ࡌにᛂࢬ࢖

┤⥺ᆺの㝜࢜࢖ン，Ag(CN)2
Ѹとの㝧࢜࢖ンࣛࣝ࢝ࢪሷを新たにస〇

Ag(CN)2[4N(n-C4H9)]ࡧーおよࢼࢻた㸬ࡋ の⁐液を電ゎする㝿に，⁐

፹㑅ᢥ(EtOH, 2-PrOH)ࡸ水のῧຍによ࡚ࡗ 4 ✀の␗࡞るࢼࢻー㓄ิを持ࡘሷを得た㸬ᅗ 1
に♧すᵝに，EDO-TTF-Cl ࡣ head-to-tail ᆺ，ࡣࡃࡋࡶ head-to-head ᆺの✚ᒙᵝᘧにᇶ࡙ࡃ 4
✀の␗࡞る࢝ࣛムࢩーࢺ構㐀をᙧᡂ࡚ࡋいた㸬௒回，⌧在࡛ࡲに得࡚ࢀࡽいる㘒体の組ᡂ

 い࡚⤂௓する㸬ࡘ物性にࡧ構㐀，およࡸ

ᅗ 1: EDO-TTF-Cl の㓄ิ構㐀㸬 
(a) head-to-tail ᵝᘧの ȕ’ᆺ / EtOH，

(b) head-to-head ᵝᘧの ȕ”ᆺ / EtOH，

(c) head-to-head ᵝᘧの Į”ᆺ / 2-PrOH，

およࡧ(d) heado-to-head ᵝᘧ࡛ ȕ”ᆺと

Į”ᆺとが࢕ࢹス࢜ーࢲーࡋた㓄ิ 
 / EtOH + H2O㸬 

[1] Manabu Ishikawa et al., Eur. J. Inorg. Chem., 2�1�, 24, 3941-3948 
 
3�� 㓄ิ࿘ᮇᛶࢆ᭷ࡿࡍΰᬗ�7077)�3>77)�&22��+2@࡚࠸ࡘ࡟ 

ୖ中 ᩗኴ ab， ▼ᕝ 学 b， 中㔝 義᫂ b， ㈽ᕷ ᖿ大 c，�矢持 秀起 b 

aி㒔大学 ⌮学研究科 化学専ᨷ bி㒔大学 低温物質科学研究センター 
c分子科学研究所 E-mail㸸uenaka@kuchem.kyoto-u.ac.jp  
発表者ࡣ௒回の研究を㏻ࡋ，ග，温ᗘ，ᅽ力，pH のእ㒊่⃭にᑐ࡝࡞

た㸬過ࡋ物質系の開発を目ᣦ࡞࠺電Ẽఏᑟ性➼の物性がᛂ⟅を♧すよ，ࡋ

ཤに TTF 系ࣛࣝ࢝ࢪሷ࡛࠶る(EDO-TTF)2PF6 の低温電Ⲵ⛛ᗎ化

状ែにおい࡚，超㧗㏿，㧗ຠ⋡のගㄏ起相㌿⛣が報告࡚ࢀࡉお

り[1]，୺に低温状ែと࡚ࡋほ ࢀࡉる電Ⲵ⛛ᗎ状ែを㧗温࡛ࡲ

安ᐃ化する᪉法を☜❧するࡇとにࡣ大࡞ࡁᮇᚅが持たࢀる㸬

(EDO-TTF)2PF6 の␗✀ࢼࢻーとのࣛンࢲムΰᬗ[2]におい࡚ࡣ電

Ⲵ⛛ᗎ状ែの୙安ᐃ化が報告࡚ࢀࡉおり，ᮏ研究࡛ࡣ␗✀分子

が࿘ᮇ性を持࡚ࡗඹᏑするࡇと࡛ึ࡚ࡵ電Ⲵ⛛ᗎ化が安ᐃ化ࡉ

たࡋ分子が࿘ᮇⓗにඹᏑ␗࡛ࡇࡑた㸬࠼⪄と࠿い࡞ࡣるの࡛ࢀ

(TTF)[TTF(CO2)4H2] [3]の౛に╔目ࢼࢻ✀␗ࠗ，ࡋー㛫のᙧ状ᕪ࠘

によ࡚ࡗ࿘ᮇⓗΰᬗのᐇ⌧に重要࡞の࡛࡞ࡣい࠿と⪃࠼た㸬ࡲた pH ኚ化にᑐする分子の

ᛂ⟅性にᇶ࡙ࡃ機⬟性発⌧ࡶᮇᚅࡋ [TTF(CO2)4H2]2 Ѹにຍ࠼，新つࢼࢻーEDO-TTF-
(CH3)PO3H をྜᡂࡑ，ࡋのᑐᡂ分と࡚ࡋ，TTF，ཬࡑࡧのㄏᑟ体を用いた⤖ᬗ性物質の探

索を⾜ࡗた㸬ࡑの⤖ᯝ表㢟物質 ( ᅗ)のస〇にᡂຌࡋた㸬表㢟物質ࡣᐊ温࡛電Ⲵ⛛ᗎ化ࡋ

࡚おり，ࡑの᢬ᢠ್ࡣሷᇶとの᥋ゐ࡛᭱大 43%⛬ᗘῶᑡࡋた㸬௒回ࡣ TM 体の構㐀と物性，

およࡧሷᇶ⃰ᗘにᛂࡌた᢬ᢠῶᑡの機構にࡘい࡚⪃ᐹを⾜ࡗた⤖ᯝを報告する㸬 
[1]H. Yamochi et al., Sci. Technol. Adv. Mater., 1�, 024305/1-6 (2009) 
[2] T. Murata et al., Chem. Mater. 22, 3121-3132 (2010),;ཎཱྀ▱அ, ಟኈㄽᩥ�ி㒔大学 2013 年�  
[3] N. Mercier et al., Chem. Commun., 2722–2723 (2001)  
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3�� ⮬↛ච␿ࣝࢼࢢࢩࡢఏ㐩ࢆᢸࢱ࠺ンࢡࣃ㉁MyD88ࡢᵓ㐀ཬ

 ᶵ⬟ゎᯒࡧ

宇㔝 㞞ಇ a, ሐ ᑦᏕ b，大す 秀඾ c，㉥木 ㅬ୍ d，関山 ┤Ꮥ b,  
᮵ᑿ ㇦人 b，ⓑᕝ ᫀᏹ a 
aி㒔大学工学研究科 
bி㒔大学⌮学研究科 
cᒱ㜧大学་学研究科 
d⊂❧⾜ᨻ法人་⸆ᇶ┙研究所 
E-mail㸸sekiyama.naotaka.5x@kyoto-u.ac.jp  
 ⮬↛ච␿ࡣ⏕体ෆに౵ධࡋた⑓ཎ体の構ᡂᡂ分をㄆ㆑ࡋ，⅖⑕࡝࡞のึᮇᛂ⟅とᢠ体⏘

る㸬MyD88࠶㜵ᚚ機構࡛࠺⾜得ච␿のㄏᑟを⋓࠺を担࡝࡞⏕ ච␿系の⑓ཎ体ㄆ㆑を↛⮬ࡣ

担࠺ Toll ᵝཷᐜ体(TLR)のࣝࢼࢢࢩఏ㐩にᚲ㡲ࣉࢲ࢔࡞タータンパࢡ質࡛，TLR の⣽⬊ෆ

ンに⤖ྜする࢖࣓ࢻ TIR 体ྜ「ࢮーࢼキ࡞ά性࡚ࡋྜ⤖ୗ流分子とࣝࢼࢢࢩ，ンと࢖࣓ࢻ

をᙧᡂするᇶ┙と࡞るࢹス࢖࣓ࢻン(DD)ࡽ࠿ᡂる㸬ࢀࡒࢀࡑの࢖࣓ࢻンの❧体構㐀ࡣ᪤に

報告࡚ࢀࡉいるが，2 ࡋ࠿ࡋいた㸬࡚ࢀࡉ過ཤの研究࡛ྰᐃࡣン㛫の相஫స用࢖࣓ࢻのࡘ

㏆年，⣽⬊ෆにおける相஫స用ᐇ㦂によ࡚ࡗ相஫స用のᏑ在が☜ㄆࢀࡉた㸬 ୍᪉，୍㒊

のᝏ性リンパ⭘におい࡚，TIRMyD88 のኚ␗が TLR と࡛ࡇをᜏᖖⓗにά性化するࣝࢼࢢࢩ

⭘⒆の⏕Ꮡにᐤ୚するとい࠺研究ࡶ報告ࢀࡉた㸬ࡽࢀࡇの報告ࡽ࠿，ᡃ々ࡣ MyD88 ༢体

DD，ࡣ࡛ の」ྜ体ᙧᡂに関ࢃる機⬟㡿ᇦが TIR ࡛そい㞃ࢀࡉた“Auto-repressed form” を
ᙧᡂ࡚ࡋいると௬ᐃࡋた㸬ᮏ研究࡛ࡇࡣの௬ㄝをド᫂するととࡶに，ኚ␗体におけるᜏᖖ

ⓗࣝࢼࢢࢩ࡞ά性化のస用機構を᫂࠿ࡽにするࡇとを目ⓗとࡋた�
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